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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　おしかけ竜りゆう姫ひめの嫁よめ入いり戦争









　その日、結ゆう城き勇いさ海みは、金色の美少女ドラゴンとエンカウントした。

「ユウキ、イサミ──イサミ、だな？」

　耳みみ触ざわりの良い澄すんだ声の持ち主に名を呼ばれ、ごくり、勇海が思わず喉のどを鳴らす。

　軽く毛先のはねた、腰こしまで届く金の髪かみ。女子制服から覗のぞく長い手足と、起き伏ふくに富んだ恵めぐまれたスタイル。透すき通りそうなほど美しい、抜ぬけるような白い肌はだ。

　人間離ばなれした美しさを持つ少女の、その体は──比ひ喩ゆでも誇こ張ちようでもなく、輝かがやいていた。肌の露ろ出しゆつしている部分から、薄うっすらと黄金こがね色の輝きが放たれているのだ。

　そんな幻げん想そう的な美少女を、勇海が〝ドラゴン〟だと見み抜ぬいた、最大の理由──彼女の側頭部から、兎うさぎのロップイヤーのように下方へ伸のびる、金色の角つのが生えていたからだ。

　まさしく彼女は、《金きん竜りゆう》──全すべての生物の頂点に立つと謳うたわれる最強の種族の《竜人ドラゴンメイド》たる少女が、燃え盛さかる紅ぐ蓮れんの瞳ひとみと言葉を向けてくる。

「私は、エイミ──誇ほこり高き《金竜》の末まつ裔えい、エイミ＝ドラコ＝エクリシア。私の事は、エイミと、そう呼べ。……さあ、イサミ──」

「えっ？　あ、ああ……分かった。それは分かったけど、俺に何の用──」

「───私と、戦え！」

「へ？　……なっ、なにっ!?　ちょっ、何でそんなコトっ……」

「忘れたとは言わせないっ……私と、戦え……！　そして、そしてっ──」

　戸と惑まどう勇海に有う無むを言わせず、エイミと名乗った彼女はスカートを翻ひるがえし──！




「そしてっ───私と結けつ婚こん、するんだっ！」

「え──えええええっ!?」




　──何やらとんでもない事を叫さけびつつ、襲おそい掛かかってきた。あまりにも突とつ然ぜんの求きゆう婚こんに困こん惑わくする勇海だが、烈れつ火かの如ごとく迫せまる金竜の少女へと辛かろうじて問いかける。

「ちょ、ちょっと待った！　何でキミと戦って、結婚なんだ!?　説明してくれーっ!?」

「むっ……キミではない！　旧ふるき盟約に基もとづき、私と──戦って、結婚しろ！」

「だから何でそーなんの!?　ちょ、エイミちゃん……エイミさーんっ!?」

「エイミと呼べえーっ！　うーっ……ハァァァッ！」
















「えっ？　……な、なんだ？　金色の……炎ほのお？」

　金竜の美少女──エイミの体から金色の炎が立ち昇のぼるのを見て、勇海が呆あつ気けにとられる。見るからに尋じん常じようではない不可思議な炎が、猛もう然ぜんと勇海に襲い掛かり、

「う───うおおおおおっ!?」

　既すんでの所で躱かわす、が──金色の炎は勇海の遥はるか後方にあった〝記き念ねん碑ひ〟に直ちよく撃げきし、何と瞬またたく間に灰かい燼じんと化してしまう。

　焼やられる──その圧あつ倒とう的な威い力りよくに、思わず冷ひや汗あせを流す勇海だが、金色の炎を巻きあげる美少女は、どうにも得意げな様子だ。

「ふふっ……どうだ、イサミ？　この力を見て……血が滾たぎってきただろう？　さあ、遠えん慮りよする事はないっ……存分に、イサミの力を私に見せてみろっ！」

「…………ふっ」

　戦せん闘とう民族の如きエイミの発言に、勇海は──不敵に笑い返してみせた。相手は最強、敵かなうべくもない。けれど、策はある──そう、この場を切り抜ける、唯ゆい一いつ無二の策が！

「────戦略的撤てつ退たいぃぃぃ！」

　勇海は迷わず『コマンド：逃にげる』を選せん択たくし、金竜の少女に背を向け、全力疾しつ走そうで駆かけだした。後ろ向きに真まっ直すぐな姿勢に、エイミは暫しばし呆気にとられたようだが。

「？　??　……これは、まさか……何かの策戦か!?　ふっ、面おも白しろい……よーし、見せてみろ、イサミっ！　そして私と結婚するんだぁ───っ！」

　──この遭そう遇ぐうは、勇海がこの場所に足を踏ふみ入れてから、たった三歩で起こった出来事。

　ファーストエンカウントで金竜の《竜人》と出くわしてしまう、この場所とは──人間と魔ま物ものの混血たる《亜人》の少女のみが通う、《聖デミグリーン学園》。

　そんな亜人学園に、この四月に高校二年生となった結城勇海は、〝唯一の人間〟として、転入する事になる。

「いくぞイサミ！　この私の全身全ぜん霊れい、全てを──受け止めてみせろぉぉぉっ！」

　……今なお猛もう追ついしてくる美少女ドラゴンから、無事に逃げ果おおせれば、の話だが。




　　　　■■■




　人間と魔物が争っていたのは、もはや百年以上も昔の話。今や人じん魔まの間には友好関係が築かれ、相そう互ごの価値観・理解を深めるための交流が緩ゆるやかになされていた。

　そうして互たがいの文化が交わった事で、必然のように生まれてくるものがある。

　その名も《亜人》──人間という一つの種族と、多種多様な魔物の間に生まれた、混血の存在だ。不思議と生まれるのは女性だけで、人間の体に交わった魔物の特とく徴ちようを受け継つぐ彼女達は、人魔の友好を証明する存在として尊ばれていた。

　魔物は基本的に人間社会への適合を望まず、人の世界へは進出しない──が、《亜人》は別だ。人の血が入っているゆえに、人の世界で生きる事を望む者も多い。

　そんな《亜人》の少女達が、自身の生きたい世界を不自由なく選択できるよう設立されたのが──人間界、現代日本の都心部に存在し、人類の友として長きに亘わたり友好関係にあった《エルフ》が管理する、《聖デミグリーン学園》である。

　そして物語は──結城勇海が、学園唯一の《人間代表》として、この学園に招かれ──《金竜》の美少女とエンカウントし、追い掛け回される所から始まるのだった。




　　　　■■■




　日曜日の学園なだけあって、走れども生徒の一人とさえすれ違ちがわず──勇海は追い縋すがってくる美少女ドラゴンの姿が見えなくなるまで、全力疾走を続けていた。

「はあ、はあっ……な、何だったんだ？　一体……」

《聖デミグリーン学園》の広々とした中庭に辿たどり着いた勇海は、中央に鎮ちん座ざする噴ふん水すいの横で、ようやく一息つく。

「はあ、はあ……ふうっ。……すうっ──」

　息切れする呼吸を整えようと、深く息を吸いこもうとした……その時。

「──勇海ちゃーんっ！　お待ちしておりましたーっ！」

「───ぶっ!?　ま、またか!?　……って、あれっ？」

　身構える勇海だが、声をかけてきたのは、先ほどのドラゴン娘むすめではない。瑞みず々みずしい森を思わせる翠すい緑りよく色の髪と細長く尖とがった耳を持つ──いわゆる《エルフ》の少女だ。

　美しさの中に、どこかあどけない雰ふん囲い気きを秘ひめた彼女が、勇海に駆け寄ってくる。

「学園は広いから、もしかすると迷子になってるかも、と思って……迎むかえに来ちゃいましたっ。えへへっ……勇海ちゃん、お久しぶりですっ」

「えっ？　久ひさし振ぶり、って……しかもその呼び方……あっ!?　も、もしかして!?」

「！　勇海ちゃんっ……お、覚えててくれたんですねっ？　そうです、私は──」

　鼻と鼻が触ふれ合いそうな距きよ離りまで近寄ってきた、エルフの少女が──澄んだ泉にも似た大きな瞳を潤うるませ、感かん極きわまった声を上げる。

「勇海ちゃんの幼おさな馴な染じみの──ミリィ＝エルフレアですっ」

　そう、このエルフの美少女、ミリィと──勇海は十年近く昔、物心がついて間もない時期に出会った事がある。当時、遊び場にしていた近所の公園で、『人間と違う』などという理由で悪ガキにいじめられていた彼女を、助けてあげた事があるのだ。

　それから勇海は、親の仕事の関係で一時的に人間界に滞たい在ざいしていたミリィと、毎日のように一いつ緒しよに遊んでいた──とはいえ一ひと月つきと経たたぬうちに、高貴な《ハイエルフ》の親に連れられて帰国してしまったらしく、それから一度も会う事はなかったのだが。

　しかしそんな彼女との再会の場が、まさか《亜人》のみ入学を許される学園だとは夢にも思わず、勇海は懐なつかしの幼馴染エルフを見つめて感かん嘆たんする。

「おおっ……驚おどろいたな……！　パッと見じゃ、全然分かんなかったぞ？　凄すごく大人っぽくなってるし……昔、いじめられっ子だったのが信じられないくらいだな！」

「！　ふ、ふふーっ……当たり前ですよっ。何せ私、今やこの学園の生徒会長までやってるんですからっ。頼たよりになると、専もつぱらの評判なんですよっ？」

「えっ!?　生徒会長、って……そうなのか？　成長してるのは、見た目だけじゃないんだなぁ……うん、ホントに凄いぞ、ミリィ！」

「……う、ふふっ……そーですかっ？　うふふっ、そ～ですか～♪　まぁこれくらい、朝飯前ですっ♪　けど……も～っと褒ほめてくださって、イイんですよっ♪」

「かわいい（おいおい、お調子者だな？）」

「は。……か、かわっ!?　い、いきなりナヌをっ……いえナニを言うんですかーっ!?」

「……はっ!?　思わず本音と建前が逆に!?」

　勇海の凡ぼんミスで、ミリィの端たん整せいな顔と長く尖った耳が先せん端たんまで真っ赤になる。

　白しら魚うおのような両手のひらで頰ほおの熱を冷まそうとするミリィが、軽く咳せき払ばらいしてから勇海に尋たずねかけてきた。

「こ……こほんっ！　それより……こんな所で、どうしたんですか？　さっき、まるで何かに追われて、逃げてきたみたいでしたけど……」

「えっ？　……あっ!?　そ、そうだ、実はっ──」

『……イ──サ───ミ────ッ……』

「──はっ!?　こ、この声はっ……まさか、今度こそ!?」

　ミリィに答えるより先に、天高くから凜りんとした声と共に、何かが飛来してくる。まるで太陽が二つあるかのように、それは金色の輝きを放ち、微かすかな炎を巻き上げていた。

　そして、ついに彼女は──金色の美少女ドラゴンは、勇海達の前に降り立つ。

「イサミ──ッ！　ふうっ、やっと追いついたぞっ！」

「お──おわあぁっ!?　え……エイミ!?」

　恐おそらく〝それ〟で飛んできたのだろう、光で形成されたような翼つばさが背中で折りたたまれ、手品のように消えてなくなり──出会った時の姿となったエイミが、勇海に向けて言い放とうとする……が、しかし。

「さあ、私と戦え、イサミ！　そして私と結婚……えっ？」

「？　え……エイミさん？　今日は日曜日なのに、なぜこんな所に……」

「……お前は、ミリィ？　……これは一体、どういう事だ？」

「へ？　どういう事だ、って……な、何がです？」

「とぼけるな！　生徒会長ともあろう者が……なぜ、なぜこんな所でっ……！」

　キッ、と紅ぐ蓮れんの瞳ひとみで睨にらみつけてきたエイミが──勇海の傍かたわらにいるミリィを指差し、

「なぜ、この私を差し置いて──イサミと、イチャついているっ!?」

「「…………えっ」」

　イチャついて──急にそんな事をのたまわれ、勇海とミリィが慌あわてて否定する。

「い──いやいや!?　誤解だぞ!?　イチャついてるとか、そんな──」

「そ、そうですっ！　イチャついてるなんて……いくら事実とはいえ、はっきり言われたら恥はずかしいじゃないですかっ！　もーっ……困っちゃいますよね、勇海ちゃん？」

「あれっミリィ、気のせいかな!?　否定じゃなく肯こう定ていしてない!?　困るって言う割には何かニヤけてるし、どういうコトなんだミリィーっ!?」

　慌てているのは勇海だけで、ミリィは吞のん気きなもの──……いや、一人、不ふ穏おんな空気を放つ者がいる。勇海達を見つめ、ぷるぷると体を震ふるわせる、金色の美少女ドラゴンが。

「ふ、ふふっ……抜ぬけ駆がけか……それなら、こちらにも……考えがあるッ──！」

「……えっ？　エイミ……──なっ!?」

　勇海がエイミへと視線をやった瞬しゆん間かん、ごうっ、と金色の火柱が立ち昇る。それは尋常ならざる怒いかりの象しよう徴ちようか、炎ほのおの中心部にいる彼女が、天へと向け咆ほう哮こうし──

『イサミと戦い、結けつ婚こんするのは──私だあぁぁぁっ！』

「いやだから、それ何なんだってば!?　……お、おわあっ!?」

　立ち昇る火柱から、一ひと塊かたまりの炎が飛ひ翔しようし──中庭に設置されていた自じ販はん機きを、一いち撃げきで吹ふき飛ばす。明らかに異常なエイミの様子に、ミリィが切せつ羽ぱ詰つまった声を上げた。

「エイミさん……なぜ、あんなに興奮して……一体、どうしたんですかっ!?」

「いやミリィのせいでもあるんじゃないかな!?　俺にもよくは分からんけどさ！」

「《金竜》は、思い込んだら一直線……ですが、あのままでは、彼女自身も危険ですっ！　今の彼女を止められるのは──《救世主》の末まつ裔えいたる、勇海ちゃんだけですっ！」

「！　《救世主》の末裔たる……俺だけ？」

「はいっ！　それこそが、勇海ちゃんを《人間代表》として、この学園にお呼びした理由！　……そう、勇海ちゃんならっ……止められるんですっ！」

《救世主》──それは人魔が争っていた当時、人間でありながら圧倒的な魔力で数々の魔物達を打ち負かし、果ては地上最強と名高かった《金竜王》さえも懐かい柔じゆうせしめた、人魔の講和を成した功績者たる女性の事だ。

　その《救世主》の末裔こそが、誰だれあろう、結城勇海である。それは勇海自身も知る事実で、だからこそ、この学園にも呼ばれたのだろうが──お伽とぎ話ばなしに伝わるような《救世主》の力が自分にはない事も、勇海はよく理解していた。

　そんな自分が、どうすればエイミを止められるのか──そんな事を考えていると。

『う、アっ……ぐッ!?　っ……う、ウうッ……』

「!?　え……エイミ!?」

　エイミから弱々しい声が響ひびいてくると、荒あれ狂くるっていた炎もその勢いを弱め──細く掠かすれ、消え入りそうな声で、彼女の呟つぶやいた一言は。

『ぅ、あっ……たす、けて……たすけてっ──』

「──！　ッ──エイミっ！」

「えっ……い、勇海ちゃんっ!?」

〝たすけて〟と、その声が聞こえるのと同時に、勇海はエイミに向かって走り出していた。戸と惑まどいの声を上げるミリィに、勇海は振ふり返る事なく背中越ごしに問いかける。

「ミリィ──俺は、どうすればイイ!?　どうすれば、エイミを助けられるんだ!?」

「！　は、はいっ───吸ってくださいっ！」

「よし、分かった！　……え？　……はっ!?　す、吸うって──ちょ、それが《救世主》の能力なのか!?　そんなの今まで、聞いたコトも──」

「さあっ、とにかく体の、手でも足でも、どこでもいいので──吸ってください！　体に直接、口付けて吸い付けばっ……発動するはずですっ！」

「!?　ど、どこでも、って……いやっ、そう言われてもなっ!?」

　エイミの炎が弱まっているうちに、勇海は彼女の眼前まで辿り着けた。が、口付けろと、更さらには吸い付けと言われ、勇海の脳のう裏りをよぎるのは。

（と、年とし頃ごろの女の子にっ……無理やりそんなコト、できるワケないだろっ──!?　いくら止めないとって言われても、この子が可哀かわい想そうだしっ──）

『ウウ、ウ……うっ？　い、イサミ……やっと、私と戦う気に──う、あっ!?』

　エイミが苦しそうに呻うめいた瞬間、弱まっていた炎の勢いが強まり──分かたれた一塊が、不運にも勇海の背後に着ちやく弾だんして爆ばく発はつし、浮ふ遊ゆう感に襲おそわれた体が前方に投げ出され。

「う、うおっ───えっ」

『うがぁっ───えっ』

「い、勇海ちゃん!?　大だい丈じよう夫ぶで───えっ」

　三者三様、素すっ頓とん狂きような呟き声が漏もれた──それも、当然のこと。

　エイミに飛びつく形となった勇海が──彼女と唇くちびるを、重ねているのだから──！

「んん……んん───んっ!?　（ごご……ごめ───んっ!?）」

『……ふ、ふあっ……あ、あう、んっ……』

「!?　……っ───！」

　口付けたまま謝ろうとする勇海だが、とろん、とエイミの目が垂れるのと同時に、堪こらえていた炎が爆発するかのように荒あらぶり──ままよ、と勇海は意を決して、




「───チュ─────ッ!?」

『う？　あ……──はわわわわわっ!?』




　吸った──柔やわらかなエイミの唇を、思いきり、これ以上ないほど、全力で──吸った。

　すると、勇海の口を通し、金色の炎も一緒に吸いこまれていく。全く熱さを覚えないのは不思議だが、尋じん常じようでなかったエイミの様子が、明らかに落ち着いていき──そして。

「？　……───!?」

　どくん、勇海の心臓が、大きく跳はねた──炎が流れ込んでくるのと同時に、閃せん光こうが瞬またたくような一瞬で、勇海は直感的に理解する。

　ずっと昔──こんな事が、あった。同じような体験を、した事がある。

　鮮せん明めいには、思い出せない。いや、そもそも、思い出そうとする暇ひまもなかった。

『ぅ。……ぅ、ぅぁぁ……あっ』

「えっ。……っと!?　ええ、エイミ、だだっ……大丈夫か!?」

　今しがた唇に吸い付いていたエイミの体がぐらりと揺ゆれ、慌てて抱だき留める。まあ、慌てているのは、勢いでキスしてしまったせいでもあるが──しかしエイミは呼びかけても返事せず、勇海は焦しよう燥そうする──が、やがてエイミは艶つやめいた唇から、

「は、はぅ、ん……すご、い……イサミは、やっぱり、すごぃ……きゅ、ぅ」

　恍こう惚こつとした声を漏らし、すう、すう、と寝ね息いきを立て始めた。

　安らかな寝顔を眺ながめ、ほっ、と一息つく勇海に、ジト目のミリィが声をかけてくる。

「……勇海ちゃん、お疲つかれ様ですー。今のが勇海ちゃんの、《キューセイシュ》の力ですよー。……よ[image: ～][image: ～][image: ～]く、ご理解いただけたようでー」

「あ、ああ、俺にこんな力があったなん……とぇっ!?　ミリィ、何で不ふ機き嫌げんなんだ!?」

「体ならどこでもいい、とは言いましたがー、まさか唇とは……唇とはー。勇海ちゃんも、なかなか大だい胆たんですねー」

「いやいや、違ちがうんだって!?　あれは爆発で吹っ飛んで、だからっ……って、あっ。それよりまずは、エイミを安静にさせてあげないとさ!?　倒たおれたばっかで、心配だし……」

「む。……そうですね。では、少しお待ちくださいっ。……ふうっ──」

　ミリィが目を閉じ、集中すると──何もないはずの場所に、光り輝かがやく魔ま法ほう陣じんが現れる。その魔法陣の内側に入ったミリィが、勇海にも中へ入るよう促うながしてきた。

「これは私のワープ魔法です。学園内なら、これで一っ飛びですよっ」

「お、おお……すごい便利だな。それじゃ、お邪じや魔まします、っと」

「はいっ。……学生の〝居住区〟に、勇海ちゃんの寮りようを用意しているので……そこでお話しましょう。さあ──では、行きますよっ──えいっ！」

　ミリィの掛かけ声と共に、魔法陣が輝きを増し、光が勇海達の体を包み込む。

　ほんの一瞬、不思議な浮遊感を覚えるのと同時に──勇海達の体は、空間を跳ちよう躍やくした。




　　　　■■■




　ミリィのワープ魔法で、勇海は用意していたという寮にやって来た。気を失ったエイミはミリィが別室に寝かせている所だが──勇海は応接間で一人、周囲を見回して呟く。

「……えっ、デカくない？」
















　寮、とはいっても、宛あてがわれたのは一いつ軒けん家や。しかも二階建ての相当な豪ごう邸ていで、ちらりと見て来たエントランスは、下手をすれば社交ダンスでも踊おどれそうなほどの広さだった。

　部屋数も多く、一人で住むには持て余すほどで──その内の一室から戻もどってきたと思われるミリィが、ソファに座り込んでいた勇海の横に腰こしかける。

「──エイミさんは、ぐっすり眠ねむっています。外傷もありませんし、暫しばらくすれば目も覚めるでしょう。ふう……まずは、一安心……ですねっ」

「！　そ、そっか……はぁ[image: ～][image: ～][image: ～]、良かった……！」

　心底から、ほっ、と安あん堵どした勇海が、続け様にミリィへと問いかける。

「にしてもさ……この家、やたらとデカくないか？　俺の寮、っていう話だけど……こんな立派じゃなくてイイんだぞ？　それこそ、アパートの一部屋とかでも……」

「！　……いいえ、そんな事はありませんっ。これから勇海ちゃんにお願いする事の重大性を思えば……この家くらいでは、狭せますぎるほどですから」

「へ？　お願いって……俺を《人間代表》として、この学園に呼んだ理由だよな？　それって、さっき俺がエイミにやった……ご、ごほんっ。《救世主》の力と関係あるのか？　俺にもこんな、《救世主》の力があったなんて知らなかったけど──」

　緊きん急きゆう事態とはいえ、エイミに吸い付いた時の事を思い出し、少し恥ずかしくなる勇海だが──対するミリィは、きょとんとした顔で首を傾かしげる。

「えっ？　いえ、あの……違いますよ？」

「えっ。……えっ、違うって……ど、どういうコトだ？」

「《救世主》さんのような力は……勇海ちゃんには、ありません。《救世主》さんは、魔法の達人でしたから。勇海ちゃんの、《吸う》力は──全くの、別物です」

「べ、別物って……じゃあ、俺の力って……!?」

「はいっ。えーとですね、勇海ちゃんの力は、あえて名づけるなら──」

　ぴん、と人差し指を立て──ミリィがなぜか誇ほこらしげに言い放つ、勇海の力とは。




「魔物の力の源、精力を吸い取る──そうっ、《吸精主》の力ですーっ！」

「──────」




《吸精主》──〝精を吸う主〟と呼ばれた勇海の心に、一いち抹まつの寒風が駆かけ抜ぬける。時節は春と夏の境目なのに、興奮するミリィとは反対に、勇海の心には冬将軍が到とう来らいした。

　とはいえ、そんな沈ちん黙もくも束つかの間──〝世を救う主〟とはかけ離はなれた、現実と理想のギャップに、勇海は思い切り打ちひしがれる。

「《吸精主》って──《救世主》とちょっと文字が違うだけなのに、何かもう邪よこしまなモノしか感じないんですけど！　何てモン吸えちゃってんの!?　むしろ悪っぽくない!?」

「い、勇海ちゃん？　そんな事ないですよっ……これは世界でも、勇海ちゃんにしかできない……スゴイ事なんですよ!?　この学園に通う──〝問題児〟達の危機は、世界で唯ゆい一いつの《吸精主》である勇海ちゃんにしか、救えないんですからっ！」

「ぁぁぁ……えっ？　……〝問題児〟達の、危機？」

　悶もだえていた勇海の表情が引き締しまると、ミリィもまた神しん妙みように言葉を続けた。

「エイミさんの暴走は……先ほどご覧になりましたよね？　あれは人魔の血を継つぐ《亜人》特有の現象……彼女達の持つ人間性が、強大な魔物の魔力に押し流され、暴走してしまうという──〝問題を抱かかえた亜人〟さんが、ごく稀まれに誕生するのです。もちろん……エイミさんも、その内の一人、という事になります」

「！　その内の一人、ってコトは……まさか!?」

「はい──暴走の危険を秘ひめた、いわゆる〝問題児〟さんは、複数人いるのです。放ほうっておけば、周囲へと危害を及およぼすばかりでなく……自らの力で、己おのれ自身を蝕むしばんでしまう──エイミさんと、同じような境きよう遇ぐうの方が」

　それはつい先刻、勇海も実際に目まの当たりにした。周囲を滅ほろぼさんばかりに大暴れし、果ては己の身も危険に晒さらす──それが、〝問題児〟という存在なのだろう。

　しかしミリィは、ただ諦てい観かんしているだけではないのだと、毅き然ぜんと声を張った。

「ゆえに我々は、そういった〝問題児〟たる彼女達を一つのクラスに集め──世界で唯一、彼女達の暴走を鎮しずめられる存在を……魔力の源となる精力を吸い取る事のできる《吸精主》の、勇海ちゃんを──《問題児対策委員》としてクラスに転入して頂くつもりで、お招きしたのです──！」

「！　…………」

「この寮は《問題児対策委員》の本ほん拠きよともなるので、利便性を考こう慮りよして用意致いたしました。とはいえ、委員は実質、私と勇海ちゃんの二人だけだったのですが………しかし」

　不意に目を伏ふせたミリィが、落ち込んでいるような、沈しずんだ声で言葉を続ける。

「先ほど、エイミさんが暴走した際……あわやという所で、勇海ちゃんは爆発に巻き込まれかけました。下手をすれば、大おお怪け我が……いいえ、最悪、命を落としていたかもしれません。もし、万が一、そうなれば……私は……絶対に、耐たえられません」

　ミリィの声から、力が失われていき──彼女は、決定的な一言を口にしようとした。

「やはり、このような事はお願いできません……この話は、なかった事に──」

「いいや、ミリィ──転入するよ。俺にも、手伝わせてくれ」

「!?　え……い、勇海ちゃん？」

　慌あわてて顔を上げたミリィに、けれど勇海は笑いかけ、己を振ふり返りつつ語る。

「俺は昔から、御ご先せん祖ぞ様の……《救世主》の武勇伝を、《救世主》がどれだけの人を救ったのかを、聞かされて育ってきた。俺自身、『困っている人を救える人になりなさい』って、教えられてきたしさ。だから俺も……《救世主》みたいに誰だれかを救いたいって、そう思ってきた。……まあ俺の力は、まさかの《吸精主》だったけど……でもさ」

　ぐっ、と拳こぶしを握にぎった勇海が、強い意志を言葉にした。

「さっきさ──エイミが『たすけて』って言った時、俺の体は勝手に動いてたんだ。自分にどんな力があるのかなんて、分からなくても──エイミを救おうとしたのは、俺が《救世主》の末まつ裔えいだからとかじゃない。俺がエイミを──救いたかったからなんだ」

「！　……っ……」

「この力が、唯一のもので──それで〝問題児〟の子達を救えるなら、俺は、やりたい。その子達を、救いたい。けど、だからこそ、俺は──〝問題児への対策〟なんてつもりで、エイミや〝問題児〟の子達と関かかわる気なんて、さらさらない」

　大きな瞳ひとみで見つめてくるミリィに、勇海は力強く、声こわ高だかに宣言する──！




「俺は、〝問題児に対策〟するんじゃなく……この学園の〝問題児〟ちゃん達を救う──《亜人ちゃん救世委員》として、転入するっ──！」

「────！」




　勇海の宣言を受け、口元を押さえていたミリィが、やがてその頰ほおを緩ゆるませて呟つぶやく。

「……ふふっ、そうですよねっ……勇海ちゃんは、私をいじめっ子から救ってくれた時も……昔から、そうでしたもんねっ……えへへっ……」

「そ、そっか？　……あ、でも……あ、あのさ？」

「？　勇海ちゃん……どうかしましたか？」

　くいっ、と首を傾げるミリィに──勇海は照れ臭くささに頰を搔かきつつ、心情を述べる。

「《吸精主》の力って、その……く、口付けないと使えないだろ？　これは、その……あんまり使わなくて済むようにしよう、って……思うんだ」

「……ふえっ!?　そ、それはまた、どうしてですか？」

「だ、だってさ。いや、エイミの時は非常事態だったし、止やむを得なかったけど……けど、だから、つまりっ──年とし頃ごろの女の子に、軽々しくキスなんてできないだろ!?」

「えっ。……えっ？」

「〝問題児〟の子達だって、女の子なワケだし……それに俺も、キスなんてしたコトない……いや、なかったし。だから、その……はっ……恥はずかしいからさっ！」

「！　今まで……キス、した事は……なかった？　…………」

　照れてそっぽを向いた勇海に、ミリィは真顔になり──一つ、大きく頷うなずき。

「……そう、ですね……その通りです。勇海ちゃんの言う事は……正しいです、ね」

「！　そ、そうだろっ!?　だよな、やっぱりこういうのは、大事にしないと──」

「けれど、でしたら──むしろ練習する必要が、ありますね？」

「えっ？　ミリィ……えっ？　今、なんて──」

　聞き違ちがいか、と問いかける勇海に──ミリィが返した答えは、

「では、僭せん越えつながら不ふ肖しよう、この幼おさな馴な染じみが──お手伝いさせて頂きますーっ!?」

「え──お、おおおっ!?　み、ミリィ、急にどうしたっ!?」

　いきなり飛びついてきたミリィが、勇海を思い切り抱だきしめてくる。突とつ飛ぴな行動に慌てる勇海だが、幼馴染エルフは今や子供じみていない体を惜おしみなく押し付けてきた。

「ほらっ、勇海ちゃん！　状じよう況きよう次し第だいでは、『せざるを得ない』状況は突とつ然ぜんに起こるかもしれません！　そんな時のため、練習する必要があるのですよーっ!?」

「ちょ──いやいや!?　キスなんて、練習で軽はずみにするもんじゃないぞ!?　ていうか、そんな、抱き着かれると……ヤバイって!?　子供の頃ころとは違うんだぞっ!?」

「！　そうですっ、私もいじめられっ子だった頃とは違いますっ。今では積極的に、私のほうから色々とできちゃうのですー。試ためしてみますか……？　ふふーっ♪」

「何か別の意味に聞こえてくるんだけど!?　ワザとじゃないよな生徒会長さーん!?」

　身み悶もだえる勇海だが、ミリィは「？」と首を傾げている。それでも抱き着いて離れず、唇くちびるを突つき出してくる彼女に、勇海もたじたじだが──そこで思わぬ声が響ひびいてきた。

「───イサミ」

「「…………えっ」」

　それは、別室で安静に寝ねかされたはずの少女──つい先ほど暴走し、全すべてを破は壊かいし尽つくさんばかりの力を発揮した──金色の美少女ドラゴン。

　エイミが──間の悪い事に、先さき程ほどと似たような状況で、勇海達を見つめていた。

「イサミ……っ……い、イサミぃっ……！」

「……はっ!?　エイミさん、まさか……また暴走を!?　いけません、落ち着いて──」

「───イサミっ───！」

　ミリィの制止は、ただただ虚むなしい。先ほど暴走した時と同じく、エイミには何も聞こえていないようで──紅ぐ蓮れんに燃ゆる瞳を向けて、ついに勇海へと跳ちよう躍やくし──！

「──イサミーっ！　やっぱりイサミは、すごいヤツだーっ♡」

「え、ちょ……の、のああああっ!?」

「へ──ふえええっ!?　え、エイミさん!?」

　襲おそい掛かかってきた……訳ではなく、思い切り抱き着いてきた。少なくとも、害意はまるで感じられない……どころか、鈍どん感かんな勇海でも分かるほどに好意的である。

「イサミっ、イサミっ……イサミはやっぱり、昔と同じっ……ううんっ、今はもーっと、カッコイイぞっ……さすがだなっ、イサミっ♡」

「お、ちょ──ま、待ったエイミ！　当たってる、色々と当たってる！　思春期男子には刺し激げきが強すぎるって!?　ちょ、エイミさん……エイミちゃーんっ!?」

「むっ。ちゃんとか、さんとか……つけるな、って言ったろっ。私のコトはエイミと呼べ──これは許嫁いいなずけであるイサミだけの、特権なんだからなーっ♪」

「え……い、許嫁？　……はっ!?　そういえば、さっきも結けつ婚こんとか言ってたけど……それって、一体何なんだ？　……あれっ？　聞いてんのに全く答えてくれん！　ただひたすら擦こすり付けてくる！　エイミ……おーい、エイミーっ!?」

　ぐいぐいと体を押し付け、すりすりと頰ずりしてくるエイミに、勇海もたじたじになっていると──放心状態だったミリィが、はっ、と気がつき代わりに答えてくれる。

「あっ……勇海ちゃん、ご存じないんですね？　勇海ちゃんの御先祖様が……エイミさんの祖父、《金竜王》と交かわした──約束を」

「ぉ、ぉぅぉぅ……お？　ご先祖様が……《金竜王》と、って？」

《金竜王》──それは人魔が争っていた当時、猛もう威いと権勢を振るっていた最強の魔ま物ものだ。

《救世主》によって人魔の講和が成されなければ、世界さえ滅ぼしていたとも言われる──そんな伝説のような存在がミリィの祖父だというのも驚おどろきだが、しかし勇海の御先祖様と何の約束を交わしていたのか。

　ミリィが口にしたその内容は、勇海にとって、少しばかり信じられないものだった。

「《救世主》と、《金竜王》──来たるべき日、すなわち人魔の友好の象しよう徴ちよう《亜人》が誕生する頃──互たがいの子孫に、縁えんを結ばせる──つまり、許嫁とする。……と」

　なぜか複雑そうに言うミリィだが、勇海は呆ぼう然ぜん──暫しばし事態が吞のみ込めず硬こう直ちよくし、エイミが相変わらずスリスリとしてくる中──不意に叫さけんだ。

「え──ええええっ!?　いや初耳なんですけど……何だそれ、どういうコト!?」

「《救世主》の一族が女系家族なせいか、人間が金竜やエルフに比べて寿じゆ命みようが短いからか……どうも、伝わっていなかったみたいですね。……とはいえご先祖様同士の約束では、当人同士の意志を尊重し、子孫が嫌いやがれば拒きよ否ひしても構わないとの事で……」

「そ、そうなのか？　……いやでも、だからエイミは結婚とか、戦うとか言ってたんだな……って、もしかして、戦うほどイヤだったんじゃないのか？」

　ふと勇海が疑問を呟くと、そこまで夢中だったエイミが、至近距きよ離りから答えてきた。

「！　……うむ。確かに最初は……人間なんていう弱っちいのとなんか、冗じよう談だんじゃない、と思ってた。それは……間違いじゃない」

「そ、そうだよな！　そんな大事なコト、勝手に決められちゃたまったモンじゃ──」

「けど──イサミは私が思ってたより、ずっと強かった！　だから私は、構わないっ……イサミとなら、結婚しても──イイぞーっ♪」

「え──う、うおぁぁぁっ!?　スリスリ再開!?　いや、待った！　一生のコトだし、強さとかで簡単に決めちゃダメだって!?　ていうか俺、別に強くはないしね!?」

「むっ、別に強さだけで決めた訳じゃないのに……そんな事も分からないイサミなんて……イサミなんてっ！　……こうしてやるーっ、えーいっ♡」

「え──すぉおっ!?　ちょ、より強く抱き着いてきちゃダメだ!?　……ていうかキツい！　《金竜》の力、スゴイんですけど!?　た、たすっ……むぐーっ!?」

　体は柔やわらかいのに、締しめ付ける力は生半可ではない。助けを求める口を顔ごと塞ふさがれ、天国と地じ獄ごくを同時に味わう勇海に、幼馴染エルフが慌てて止めに入ってきた。

「え、エイミさん、ダメです!?　勇海ちゃんが苦しそうです、放してあげてください!?」

「む。……ふんっ、断る。私は絶対、イサミを放さない。そもそも、イサミはちょっぴり照れ屋さんなだけだ。……なーっ、イサミっ？」

　ミリィと勇海とで、対応に天と地ほどの差があるのは気になるが──幼馴染の危機を前に、ミリィは何とか説得を試みてくれる。

「う～っ、もぉっ……勇海ちゃんは疲つかれてるんですっ！　転入前日ですし、色々ありましたしっ……なのに、あんまりそんな事ばかりしてるとっ……」

「ふん、何とでも言え。私は絶対に放さない。絶対だぞ……絶対だからな、絶対──」

「勇海ちゃんに──嫌きらわれちゃいますよっ!?」

「──えっ!?　そ、そんなっ……イサミっ、ごめんっ!?」

　絶対とは何だったのか、慌あわてて勇海を放したエイミが、顔を覗のぞき込んでくる。酸欠と、その他色々な意味で顔が熱い勇海を見て、ミリィも気き遣づかいの提案をしてきた。

「ほら……勇海ちゃん、お疲れでしょう？　エイミさん、今日のところは休ませてあげましょう？　さすがの勇海ちゃんも、疲れたら倒たおれちゃいますよ」

「う……そ、そうか。イサミ、ごめんな？　私、気が利きかなくて……《金竜》は夢中になると、自制が利かないんだ……ホントに、ホントにごめんな？」

　何度も謝ってくるエイミに、勇海は──自分でも甘い、と思いながら。

「い、いや……謝らなくても大だい丈じよう夫ぶだって。ほら、そんな落ち込むなって……よしよし」

「！　…………ッ」

　エイミの頭を優やさしく撫なでた──次の瞬間。

「う──うんっ！　えへへ……あ、ありがと……イサミっ♡」

「！　あ、ああ、おおっ……いや、こ、こちらこそ？」

《金竜》の輝かがやきに劣おとらぬ、宝石のような笑え顔がおを見せてくれた。

　さしもの勇海も、思わず面食らうも──エイミは素す直なおに勇海から離れ、一声かける。

「じゃあ、イサミ……また明日、だなっ。転入するんだろ？　えへへ……明日からは、クラスメイトだ。学園なんて、つまらなかったのに……楽しみになってきたぞっ」

　言葉通り待ちきれないのか、その場で踊おどるように旋せん回かいし、立ち止まらないエイミ。

　そんな彼女を見つめつつ、ミリィも勇海に語りかけてきた。

「ふ、ふう……エイミさんのパワーには、本当に圧あつ倒とうされますね……とにかく、勇海ちゃん……今日はお疲れ様です。色々あって、本当に疲れたでしょう？」

「あ、ああ……確かにな。まあ、一番驚いたのは……許嫁云うん々ぬんの話だけど」

「！　……そう……そう、ですね。……けど、勇海ちゃん」

　勇海の名を呼びながら、もったいぶるように一度区切り──ミリィは、改めて言う。

「本番は──明日から、ですよっ。どうか、気を引き締めてくださいね」

「えっ？　ああ……転入するから、ってコトだよな？　分かってるって」

「……さてっ、おやすみです、勇海ちゃんっ。……エイミさん、いきますよ？」

　ミリィに声を掛けられ、ぴたっ、と動きを止めたエイミが、勇海に声をかけてくる。

「イサミ、また明日な……ゆっくり休むんだぞっ？　えへへ……おやすみっ」

「お、おおっ？　二人とも、おやすみ！　……ん、んん？」

　去りゆく二人を見送りながらも、勇海はミリィの言葉の意味が引っかかる、が。

　本番は明日からというミリィの言葉は、まさに明日──実感する事となる。

















第二章　大問題クラスメイト達との遭そう遇ぐう









「ふわ、あ……あ？　あれ、ここ、どこだ……？」

　早朝──いつもより早く目が覚めた勇いさ海みは、周囲の景色がいつもと異なる事に違い和わ感を覚え、けれどすぐさま思い出した。

「……あっ！　そっか、転入したんだよな、俺……《亜人》の子達が通う学園に」

　寝ね惚ぼけ眼まなこを擦こすっていると、意識が徐じよ々じよに覚かく醒せいしていく。手広い室内には、まだ荷に解ほどきのされていない段ボール箱が、乱雑に放置されていた。

　昨日は疲れて、風ふ呂ろから上がって布ふ団とんに入るなり、すぐさま眠ねむってしまったのだ。ようやく完全に思い出すと、勇海は今後の予定を確かく認にんする。

「今日から、例の〝問題〟を抱かかえた《亜人》の子が集まるクラスに転入し──一生徒として、そして《亜人ちゃん救世委員》の一員として、彼女達を救う。うん……よしっ」

　今後の指針を検あらため、一つ頷うなずいた勇海は立ち上がり、カーテンを開け放った。

「──よーしっ！　じゃあ今日から張り切って、〝問題児〟の亜人ちゃん達を片かたっ端ぱしから救ってやるぜ！　《救世主》とは違ちがう……俺なりのやり方で！」

　グッ、と拳こぶしを握にぎり、朝日を浴びていると──不意に勇海の背後が光り輝き。

『──勇海ちゃーんっ、起きてくださいっ。朝ですよーっ！』

「へ？　今の声、ミリィ……お、おわあっ!?」

　突とつ然ぜんに現れた魔ま法ほう陣じんから、翠すい緑りよく色の髪かみと細長い耳をもつエルフの美少女、ミリィが現れた。だが、彼女はなぜか勇海の顔を見た瞬しゆん間かん、微かすかに不ふ機き嫌げん顔になる。

「勇海ちゃん、起きてくだ──……あらっ？　……むー、勇海ちゃん、もう起きちゃってるんですか？　もぉ……ダメですよっ、もうちょっと惰だ眠みんを貪むさぼっててくださいっ」

「欲望に誘いざなう悪魔か何かか！　早起きするに越こしたコトないだろ!?」

「むう、幼おさな馴な染じみを起こすのは、幼馴染の特権なのにー……起こしたかったのにー……」

「いや、そんな変なコトにやる気を見せられても……っていうか、いきなり出て来られると困るんだけど！　ほら俺にも、色々プライバシーとかあるしさ……」

「まだ寝ているとばかり……あ、じゃあ次から勇海ちゃんの傍そばにワープする時は、一声かけるのと……あとノックするようにしますねっ。えーと、こんな感じで……」

　言いながら、ミリィの右手の前に手のひら大の魔法陣が現れ、彼女がそれを軽く叩たたくと──コン、コン、と軽快なノックの音が、勇海の耳元から聞こえてきた。

「おお!?　……わ、ワープ魔法ってノックとかできるんだな……初めて知ったぞ？」

「知らなくとも無理はありません。ワープ魔法自体、使える者はごく少数ですからねっ。まあ私の移動範はん囲いは、学園内までですけど……すごいでしょうっ、えっへんっ」

「いや、確かにすごいんだけど……だったら最初から、気を遣つかってほしかったっていうか……ま、まあいいか。それよりもさ」

　誇ほこらしく胸を張る幼馴染エルフに、勇海は軽く頰ほおを搔かきながら話しかける。

「俺が今日から転入するのって、〝問題児〟だけのクラスで……生徒会長のミリィは当然、別のクラスなんだよな？　せっかく再会して、一いつ緒しよの学校なのに……寂さびしくなるな」

「えっ？　……アッ、ソ……ソソ、ソウデスネ？　ソノトーリ、デスヨ？」

「？　ミリィ、急にどうした？　変に声が硬いし、やけにソワソワしてるし、ビックリするほど目がキョロキョロしてるぞ？　不ふ審しん者か？」

「！　なっなな……何でもないです！　あっ、私はその、生徒会長の仕事があるので、お先に失礼しますね!?　勇海ちゃんも……遅ち刻こくしちゃ、ダメですよーっ!?」

「へ？　あ……ミリィ!?　お、おーい!?　……な、何だったんだ？」

　来た時と同様、魔法陣がミリィの頭から足元までを包むと──彼女はそのまま、転移してしまったらしい。その不審な態度に首を傾かしげつつ、勇海は改めて動き出した。

「……ま、まあいっか。とにかく支し度たくして……学園へ行こっと」

　始業までにはかなり早いが、寮りようから学園までの道を覚える必要もある──万ばん全ぜんを期すべきだ、と勇海は転入前から着ていた制服に着き替がえるのだった。




　　　　■■■




　春と夏の境目、寮を出た勇海は麗うららかな陽ひ射ざしを浴びながら、《聖デミグリーン学園》全体の地図を広げて〝居住区〟を歩き──ぽつり、呟つぶやき声を漏もらす。

「ヤバイ───完全に迷った。自分が今どこに居るかも、さっぱり分からん」

《聖デミグリーン学園》は学がく舎しやと体育館を差し引いても、運動競技場が十以上は優に入れそうなほど、広大な敷しき地ちを有していた。当然、その大部分を占しめる〝居住区〟も広々としており、いっそ一つの村程ほどはあろうかという様相を呈ていしている。

　まだ学園にさえ辿たどり着いていないのに、勇海は完全に途と方ほうに暮れてしまう。しかも早朝なのが災わざわいしてか、人っ子一人──いや、亜人っ子一人さえ通らない。

　昨日、ミリィのワープ魔法で送り届けてもらったのが、裏目に出たか──誰だれかが通りがかるまで待ってもいいが、それではせっかくの早起きが無む駄だになってしまうし。

「……よしっ！　自力で歩いてこそ、道も拓ひらけるってもんだよな。校舎までの道を覚えがてら、気合入れていくか！　えーと、まずは目印でも探し──」

　前向きな心境で地図に目を落とし、歩を速めた勇海──だが、その瞬間。

「───きゃあっ!?」「え──お、おわっ!?」

　曲がり角を折れると同時に、どんっ、と思い切り人にぶつかってしまう。衝撃にあとずさった制服姿の少女が、当然の文句を口にした。

「もおっ……どこ見て歩いてんのよ、ビックリするじゃないっ!?」

「わ、悪い！　俺としたコトが、よそ見してて……怪け我がないか？　大丈夫か？」

「！　……ふん、怪我なんて、今まで一回だって残ったコトないしっ。文句ある？」

「も、文句なんてないけど……怪我が残らないって、凄すごく健康なんだな……おっと」

　ぶつかった拍ひよう子しに落としたのか、少女の落とし物を拾い上げる──と、

「ほら、左腕落としてたぞ。ちゃんと……ん？　左腕？」

　自身の発言と、拾い上げたモノに、勇海が違和感を覚える。改めて確かく認にんすると、勇海の手中にあるのは──女の子らしく細い、シルクのように滑なめらかな肌はだの──左腕だ。

「………………えっ」

　思わず勇海が呆ぼう然ぜんとしていると、左腕を落っことした少女がようやく現状に気付く。

「えっ？　……あ、ちょっ……それ、アタシの左腕じゃないっ!?　か、返しなさ──」

「お、お、お……俺は、俺は何てコトをぉぉぉ!?　人を救うべき《救世主》の末まつ裔えいが、女の子に取り返しのつかない傷をっ……すまん……ホントにすまァん!?」

「へっ!?　や、ちょっ……ナニ言ってんの!?　ワケ分かんない──」

「は、早く治ち療りようしないとっ……保健室、いや医者か!?　まだくっつくかもしれないから、早く、早くっ……うおお、衛生兵、衛生兵──っ!?」

「いやだから、落ち着きなさいってば!?　……あんっ、もうっ！　とにかくアタシの腕うで、返しなさいっての！　えいっ！」

「あ──おお!?　そ、そんな乱暴に扱あつかっちゃ……って、え？」

　手に抱えていた左腕を引ったくられた勇海が、信じられない光景を目まの当たりにする。少女が右手で摑つかんだ左腕を、〝あるべき場所〟にくっつけた瞬間──淡あわい光に包まれたかと思いきや、一瞬で左腕がくっついてしまったのだ。

　今日だけで何度目か、再び呆あつ気けに取られる勇海に、彼女は眼めを逸そらしながら口を開く。

「アタシは──パパが《ゾンビ》の亜人よ。ただし常時、自動回復魔法つきの《超ちよう回復型ゾンビ》だけどね。治ち癒ゆ魔ま法ほうの達人だった、《聖女》のママの才能を受け継ついだおかげらしいけど……とにかくこれで、大だい丈じよう夫ぶだって分かったでしょ？　ゾンビだから、ちょっとしたコトで手足が取れちゃう事もあるけど……こうやって、すぐに治るんだから」

　言われてみれば、落っこちた左腕は血の一いつ滴てきも流れていなかったし、断面は淡い光を放っていた。恐おそらく自動回復魔法とやらの影えい響きようで傷が塞ふさがるのだろうが、とにかく何事もなくて良かったと、勇海は改めて声を掛かけようとする……が、しかし。

「そ、そっか……いや、大丈夫なら良かった。けど、ぶつかったのはごめ──ンッ？」

「ホントよ、気を付けなさいよね……ん？　……ナニよ、人の顔、ジッと見て」

　改めて彼女と向き合った勇海の口から、思わず素すっ頓とん狂きような声が漏れてしまう。

　先ほどはそれどころでなく、気付けなかったが──艶つややかな赤毛のサイドテールを靡なびかせる彼女は、学園に来て初めて出会った《金きん竜りゆう》のエイミや、《エルフ》の生徒会長ミリィに勝まさるとも劣おとらない、大層な美少女だった。

　そんじょそこらのアイドルでは顔負けな彼女に、目を奪うばわれるのも無理はない。

　暫しばし見つめ合う形になるが──少女が先に目を逸らし、思わぬことを口走り始めた。

「……ふん、どうせアンタも、こんな体……気持ち悪いって、思ってるんでしょ」

「……へ？　……え、ええっ!?　いや、誰もそんなコト言ってないだろ!?」

「とぼけないでよ！　普ふ通つうの人間は……ゾンビなんて、気持ち悪いと思うんでしょ。分かってるし、そんなコト。……今さら、傷つかないし……ふんっ……」

「だ、だから違うって！　俺は、ただ……ただ、その……」

　言っていいものだろうか、と迷う勇海だが、赤毛の少女の、どこか寂しそうな横顔を見た瞬間──考えるよりも先に、口が動いていた。

「俺は、ただ──何かすっごい可愛かわいい子だなって、見み惚とれてただけだよ！」

「ふんっ──ずべあっ。……は、は……はああああ!?　アンッ……ああ、アンタ、ナニ言って……お、おべっかなんかで誤ご魔ま化かされるとでも思ってんのっ!?」

「おべっかも御お世せ辞じも、考える暇ひまなかったってば！　本気で、正直に、見たまま、思ったまま……素直に言っただけだ！」

「しっ……信じられるワケないでしょ!?　ゾンビよ、アンデッドよ、うがーっ、よ!?　気持ち悪いって専もつぱらの評判よ！　……自分で言ってて悲しくなるわ！　ふざけんなっ！」

「いや俺、別に何も言ってないからね!?　……でもまあ、うがーっ、はよく分からんけどさ……悲しい顔したり、何か怒おこりっぽかったり……そういうのって」

「!?　お、怒りっぽいとか失礼だしっ！　ナニよ、バカにしたいワケっ──」

　嚙かみつく勢いで威い嚇かくしてくる少女に──勇海は真まっ直すぐ目を見つめながら、言った。

「普通だろ──気持ち悪くなんかない。全然、普通の……普通の、女の子だ」

「は。……は、あ？　普通、って……そんなワケ……だってアタシ、ゾンビで……」

「ゾンビとか関係ないって。自動回復魔法？　の影響かな、全然ゾンビに見えないし。それに、そうやってゾンビゾンビって気にしてるのが、何より普通の女の子っぽいし」
















「!?　な、あ……い、意味分かんない。……そんなコト……言われたコト、ない……」

　衝しよう撃げきを受けたように目を見開いた少女が、真っ白な頰を朱しゆに染めて顔を背そむける。

「……アンタ、変……変よ。アタシみたいな、ゾンビ女を……普通の女の子、なんて。……そんな……そんなコト、言うヤツは……」

「へ？　……な、何で近づいてきて……も、もしもし？」

　少女がおもむろに、勇海に近づいてくる。アイドル顔負けの美少女が、瞳ひとみを潤うるませ、頰を朱に染め、その顔をなぜか寄せてきて──これは、これは、まさか。

（まさか──きっきき、キス!?　いや、でも、なな何で急に……ッ!?）

「───んっ」

　なぜなのかなど、分からない。けれどこの端たん整せいな顔立ちの少女は、現に目を閉じ、その瑞みず々みずしい唇くちびるを近づけてきて──緊きん張ちようで固まる勇海に対し、ついに──！

「────かぷっ」

「えっ。…………えっ」

　キス──ではない。何と彼女は、勇海の首筋に嚙みついてきた。それほど痛みはなく、いわゆる甘あま嚙がみというやつだが、しかし突然の蛮ばん行こうに勇海は大おお慌あわてになる。

「ちょ、お……ナニしてんの!?　さ、さっき俺が言ったコト、そんなに気に障さわったのか!?　お……思わず嚙みついてくるほどに!?」

「はむ、はむ……はっ!?　あ、アタシ、ナニを……やっ、これは、我が慢まんできなかっただけで……お、おいしそうなお肉が目の前にあったから、つい、っていうか!?」

「つい、で捕ほ食しよくされかけたの!?　なにこの突然のホラー展開、フイウチッ!?」

「そそそこまで強く嚙んでないでしょおっ!?　お、男の子なら、ちょっと軽く嚙んだくらいで大げさに言うなってのっ、ばかぁっ！」

「い、いやいや……こんなの誰でも驚おどろくってば!?　当たり前だろ!?」

　顔を真っ赤にして無茶を言う少女に、勇海もつい同調して取り乱してしまう。二人して『はあ、はあ』と息切れしていると、少女が軽く手を叩たたきながら言葉を放った。

「と、とにかくこの話は、これで終わり！　アタシに嚙まれたコトは、次まで忘れてなさいっ！　そそそんなコトより……転入生がこんなトコで、ナニしてたのよっ？」

「俺、次もまた嚙まれんの!?　……って、アレ？　何で俺が転入生だと知って……？」

「！　それは……一昨日おとといまでには、通達で聞いてたからよ。人間の、それも男が《人間代表》としてうちの学園に転入するっていうんだもん。学園中、その噂うわさでもちきりだし……それに《亜人》は女の子だけなんだから、当てはまるのはアンタだけでしょ？」

　自信満々に言われてしまえば、納なつ得とくするしかない──とはいえ、昨日の段階では転入が確定していなかったのに、気の早い話だ、と勇海は思う。

（まあ実際、転入するコトになったんだし、別にイイか。それより……せっかくだし、この子に学園までの道、聞いてみるか）

　よし、と一つ頷うなずいた勇海が、腕うで組ぐみして待つ少女に向け、問いかけようとする。

「いや、実は俺……ちょっと困っててさ。キミに聞きたいコトがあるんだけど──」

「むっ。………少女、よ」

「へ？　あん……あ、あんよ？　ちょっと歩きたい系？」

　不ふ明めい瞭りような一言を受け、珍ちん妙みような返答をしてしまう勇海に──赤あか髪がみの少女は少しだけ不ふ機き嫌げんそうな顔を見せたが、己おのれのサイドテールを片手で搔かき上げ、改めて言い放った。

「アタシの名前は〝キミ〟じゃないわ──アタシは、アン＝デッドレイズ＝ミリアード。だから……アン、って呼びなさいよねっ！　……分かったかしら？」

「え？　あ、ああ……あっ、じゃあ……俺はいさみ、結ゆう城き勇海っていうんだ。えーと、まあ好きに呼んでくれても──」

「！　あ、あっそ……じゃあ……い、勇海っ！」

「お、おおっ!?　いきなり名前呼びって……結構、大だい胆たん──」

「ああアンタなんか呼び捨てで充じゆう分ぶんだしっ！　や、やーい、勇海ー。いーさーみー」

「人の名前を悪口のように!?　お、俺に何の怨うらみが!?」

「ぶ、ぶつかってきたりしたでしょ！　……そ、そんなコトよりも、さっき言いかけてたけど……ナニに困ってるっていうのよっ？」

　無理やり話を変えた彼女が、先ほど勇海が中断させられた話を再開する。そもそも話の腰こしを折ったのはアンなのに、と若じやつ干かん腑ふに落ちない勇海だが、ここは素直に尋たずねた。

「あ、ああ……実はその、迷子になっちゃってさ……校舎に行きたいんだけど──」

「は？　校舎へ行くのに迷子、って……アンタ、本気？」

「うっ……いや、恥はずかしいのは分かってるって！　けどほら、〝居住区〟だけでも広すぎだし……転入したばっかじゃ、道に迷っても仕方ないっていうか──！」

「や、そうじゃなく。……アンタ、ほら。後ろ──見てみなさいよ」

「へ？　後ろって……一体ナニが───ぶっ」

　勇海、思わず絶句──それも当然。寮りようを出てから、ずっと探し続けていた校舎が──振ふり向けば、でかでかとそびえ立っているのが、遠目に見えたのだから。

　どうやら今まで、逆方向に向かっていたらしい。なるほど、道理でアンとぶつかった訳だ。茫ぼう然ぜん自じ失しつとなった勇海に、アンが呆あきれ顔で語りかけつつ、

「全く、ドジなのね、アンタ……ま、固まってるトコ悪いけど、先に行くから。遅ち刻こくなんて、すんじゃないわよ？　かぷっ。……それじゃ」

　何でさり気に嚙んだの？　そんなツッコミも出せない程ほど、勇海は呆然と、アンが去りゆくのを見送るしかなかった。




　　　　■■■




　アンに道を──というか校舎の位置を教えてもらったおかげで、ようやく辿たどり着く事ができた。昨日も訪おとずれた中庭まで足を運び、噴ふん水すいを眺ながめて物思いに耽ふける。

「は～っ……昨日はここで、エイミと一戦交えたんだよな。よくよく考えたら、凄すごい暴れっぷりだったし……昨日が休みで良かったよな。ふぅ……」

　所々に傷きず跡あとの残る中庭で、空気を洗い流すように放水を続ける噴水の真横に立ち、深呼吸する。肺の隅すみ々ずみまで綺き麗れいになる心地ここちよさを感じつつ、ふと勇海が辺りを見回すと、

「すぅ～……はぁ[image: ～][image: ～][image: ～]っ……んっ？　……あ、あれっ!?」

　中庭の片かた隅すみで、学園の制服を身に纏まとった女生徒が倒たおれている──何かを求めるように噴水のほうに手を向ける、水色の髪の小こ柄がらな少女だ。

「お、おい──大丈夫か!?　どうしたんだ、貧ひん血けつか!?」

　慌あわてて駆かけ寄った勇海が、少女の肩かたを抱だき起こす。深窓の令れい嬢じようを思わせる顔立ちは上品ながらも病弱そうで、淡い水色の髪が消え入りそうな儚はかなさを醸かもしていた。肩にかかるセミロングの髪を揺ゆらしながら、落ちていた水すい筒とうを指差した彼女が、弱々しい声を漏もらす。

「ふ、ふみぃ……う、ううん……水、水が……」

「水？　飲み物が欲ほしいのか？　よしっ……ちょっと待ってろ！　自じ販はん機きは……」

「……き、昨日まで、そこにあったのに……なくなってて……も、もう……限界……」

「えっ？　昨日まで、そこに………あっ」

　勇海には、思い当たる節がある──昨日、エイミが金色の炎ほのおで燃やし尽つくしたのだ。それを思い出し、当事者の一人として気まずくなりながら、勇海は少女に肩を貸す。

「……よ、よーし！　どこか別のところで、すぐに何か買ってくるから……とりあえずベンチに座って待っててくれ！　ちょっと持ち上げるぞ……よ、っと！」

「ん、んう……わ、わたし……わたし、もう───あ、んっ」

「ふうっ……おしっ、待ってろよ！　確か向こうに自販機が……んおっ？」

　駆け出そうとした勇海が、何かに左ひだり腕うでを引っ張られる感かん触しよくを覚える。蔦つたのように絡からみつき、そのくせ弾だん力りよくがあり、何やら湿しめっている──勇海が恐おそる恐おそる、左腕を確かく認にんすると。

「えっ。……え、これ……えっ？　……キミの、手？」

「……う、うっ……うう、うううっ……ッ──！」

　ベンチに腰かけていた水色の髪の少女の、その手が──軟なん体たい化し、勇海の左腕に絡みついていた。勇海が呆あつ気けに取られ、思考停止した──その直後。

『ぷ──ぷるぷるぷる───っ！』

「え。……え、え……えええ!?　何だコレ……う、うおあああ!?」

　何と腕だけでなく、少女の全身が半液状化し、勇海に絡みついてきた。体操選手でも有り得ないほど柔じゆう軟なんな全身を駆く使しし、狂きよう暴ぼう化したように勇海を拘こう束そくしようとする。

『ぷ……ぷるぷるーっ！　みゅい[image: ～][image: ～][image: ～]……きゅぴーっ！』

「う、うお……ぶっ。く、苦し……お、溺おぼれ……[image: ～][image: ～][image: ～]っ……!?」

　摑つかみどころのない腕に口を塞ふさがれ、外そうにも粘ねん液えきのようなヌメリに阻はばまれ、陸で溺れかける。こうなれば《吸精主》の力を使うしかない──が、この期ごに及およんで勇海は。

（っ……けど、この子だって女の子なのにっ……こんな意識のないような状態で、口付けなんてしちゃ可哀かわい想そうだろっ！　せめてギリギリまで、何か打開策をっ……）

『ぴ、ぴいぃ～……ぷるんっ！　……きゅぴぃ……』

（！　なんだ……この子の、声……なんか、辛つらそうな……そ、そういえば……っ）

　勇海は先ほどの、少女の言葉を思い出していた──『水がないと』。その言葉を頼たよりに、勇海はふらつきながらも、一歩ずつ噴水のほうへと歩みを進める。

『ぴっ、ぴっ……？　むぅ～っ……みゅみゅんっ！』

「っ……もう少し、だから……大人しくしてろ、よっ……！」

　勇海の動きを抵てい抗こうと見なしたのか、少女の拘束が強まる。それでも勇海は着実に、前へと進み──最後に思い切り地を蹴けり、半液状化した少女ごと──噴水に飛び込んだ！

「っ、うお──りゃあっ！　……がふっ!?　ごぼごぼ……」

『!?　ぴっ、ぴいっ。……？　み、ず……みず？　…………』

　思ったより深い噴水に、勇海は再び溺れそうになるが、少女からの拘束はようやく解けた。そのまま揺蕩たゆたうように流れに身を任せていた少女が、穏おだやかさを取り戻もどしていく。

『きゅ……きゅー、きゅー……♪　……？　あ……あれ……？』

　暫しばらくして、半液状化していた体が元通りになっていくと共に──彼女は夢から覚めたように顔を上げる。きょろきょろと辺りを見回すと、ようやく状じよう況きようが理解できたらしい。

「わ、わたし……あっ!?　また自分を、見失って……？　そ、そんな……あっ!?　さ、さっきの人はっ……あの、大だい丈じよう夫ぶですか!?　あのっ──」

「──ぶはっ!?」

「きゃっ!?　あ……ああ、あのっ、そのっ……」

　勇海が勢いよく立ち上がると、少女は驚き、かと思いきや、その顔から血の気が引いた。

「わ、わたし……あなたを、巻き込んで……な、何とお詫わびを、すれば……そのっ」

「はあっ、はあっ……ッ、おいっ！」

「!?　ひんっ……あ、あのっ、あのっ……」

　怒おこられるのを怖こわがっているかのように、少女は委縮してしまう。しかし勇海は、それどころではない。頭を下げようとする顔面蒼そう白はくの少女に向けて──！

「あ、あのっ……ごめんなさっ──！」

「───大丈夫か!?」

「──ふ、えっ？」

　言葉を聞き切らず肩を摑んでしまった勇海だが、何やら呆ぼう然ぜんとして答えない少女に対する心配は、どうにも止められなかった。

「怪け我がはしてないか!?　思いっきり飛び込んじゃったからな……水、必要だったんだよな？　かなり苦しそうだったし……どっか痛いトコとか、あるか!?」

「えっ。……あ、いえ、そのっ!?　だ、大丈夫、大丈夫ですぅ……けど、その……」

「!?　どうした、どこか痛むのか!?　どの辺が痛むんだ──」

「い、いえ、そうじゃなくって!?　あの、その……お、怒って……ないん、ですか？　わたし、あなたを、巻き込んでしまって……ふ、服なんて、びしょびしょですしっ……」

「え、あ、服？　そういえば、そうだな。……これから転入するクラスにいくんだけど、ちょっとヤバいかな……？」

「っ！　や、やっぱり、わたしのせいで……ごめんなさい、わたし……わたしぃ……」

　謝りながら、少女は泣きそうになるが──勇海はといえば、大して気にもせず。

「でも、まあ──キミが大丈夫なら、問題ないって。これくらい、何てコトないし」

「えっ？　……えっ？」

　後あと腐くされなく言った勇海が、笑ってみせた。自然と出てきた本心からの一言だが、何やら少女は衝しよう撃げきを受けたかのように呆然としていて、少しばかり心配になる。

「あ、あのー……大丈夫か？　ていうか俺のほうこそ、ごめんな？　反射的に飛び込んじゃって……制服も、濡ぬらしちゃったし」

「……ふえっ？　……あ、い、いえ！　わたしは、その、こういう体なのでっ。下にいつも、スクール水着を着てるのでっ……だ、大丈夫ですぅ。ほ、ほらっ、ほらっ」

「あ、ホントだ……ってうおお!?　み、見せなくてイイって!?　……で、でもまあ」

　制服を引っ張り、着込んでいたスクール水着を見せつけてくる少女に、勇海は思わず慌てるが──軽く咳せき払ばらいしてから、彼女に手を差し出した。

「とにかく……お互たがい何ともないなら、良かったよ。ほら、風邪かぜ引かないうちに上がるぞ」

「あっ。……は、はいっ!?　え、えっと……手、を……摑んで、イイん……ですか？」

「？　そりゃ……って、もしかして嫌いやだったか？」

「い、いいえ!?　そ、そうじゃなくっ……で、では、そのぅ……えいっ！」

「？　うん……って、ふおおっ？」

　少女の手が触ふれた瞬しゆん間かん、勇海が思わず妙みような声を漏らす。普ふ通つうよりも明らかに、弾力に富み、潤うるおっていて、冷やっこい感触──その持ち主が、少しだけ悲しそうな顔をした。

「……や、やっぱり、変ですよね……いやな感触、ですよね。わたし……《スライム》の、亜人なんです。だから普通の人より、水分が多いっていうか……だから、その」

「スライムの？　あっ、だからなのか。……まあ確かに、普通とは違ちがうけど」

「っ……ご、ごめんなさい！　すぐ離はなしますからっ……えいっ！　……あ、あれ？」

　手を引こうとした少女だが──勇海は彼女の手を、離さなかった。戸と惑まどいに目を白黒させる《スライム》の少女へと、勇海は率そつ直ちよくな感想を口にする。

「全然、嫌な感触じゃないって──むしろちょっと、気持ちいいくらいだし」

「えっ？　……えっ!?　き、気持ちいい、って……えええっ!?」

「いやホント、ぷるぷるしてるし、その割にさらさらだし、イイ感じに冷やっこいし。何か、こう……〝スーパー女の子の手〟！　って感じで……って、あ!?　女の子の手ぇ握にぎって気持ちいいとか、俺、変態っぽい!?　もしかしなくてもキモイ!?」

「ふ、ふええっ!?　そ……そんなコトないですぅ!?　えと……ウ、嬉うれしいです、ヨ？」

「ほ、ホントか？　……うう、イイ子だなぁ……って、いい加減、上がんないとな」

　もしかしたら、気き遣づかってくれているのかもしれない。少女の優やさしさに、目め頭がしらが熱くなる勇海が──噴水の縁ふちに足をかけ、彼女を引き上げつつ、かなり遅おくれた自己紹しよう介かいをする。

「俺──この学園に転入する予定の、結城勇海。今さらだけど……よろしくな」

「！　……あっ……」

　引き上げた拍ひよう子しに彼女の顔が紅あかく見えたのは、気のせいだろうか──円つぶらな瞳ひとみで勇海を見つめ、きゅっ、と結んだ唇くちびるを、ゆっくりと開いた彼女は。

「わ、わたしっ……来くる栖す来らい夢む、といいますぅ。ら……来夢って呼んでくださいっ！　……よろしくお願いしますね……勇海さんっ」

　出会ってから、初めて──笑えみを浮うかべてみせてくれた。




　　　　■■■




　噴水から上がり、その場で軽く水切りした勇海に、水色の髪かみの少女──来夢が、おずおずと頭を下げてくる。

「あ、あの……本当に、ありがとうございました。その……助けて頂いて」

「え？　あ……いやいや、全然どってコトないって。ていうか……あんまりお礼ばっか言われてもくすぐったいし、もう気にしなくていいからさ」

「あっ、そ、そうですよね、ごめんなさ……はわっ!?　あ、謝るのもナシ、ですよねっ。……わ、わたし、なんだかお恥はずかしいですね……は、はうぅ……」

　来夢の紅くなっている顔から、しぱぱっ、と汗あせのような液体が飛び散る。控ひかえめで大人しい子だし、あがり症なのだろうか、と更さらに微笑ほほえましくなった勇海が、ポケットからハンカチを取り出した。

「まあ、お礼ってワケでもないけど……ほら、来夢。ハンカチ、これも濡れちゃってるけど……よかったら、これで汗を拭ふいて──」

「はい？　……勇海さん……今、何と？」

「えっ。……あれ、来夢？　何か、雰ふん囲い気きが……ら、来夢さん？」

　控えめで大人しいはずの来夢の声が、やけに低くなる。一体どうしたのか、と戸惑う勇海に対し、来夢は軽くジト目気味になって語りかけてきた。

「勇海さん……何か勘かん違ちがいしてませんか？　わたしは今、汗なんてかいてませんよ？」
















「え？　い、いやでも……さっきこう、しぱぱー、って……結構な量が」

「ち──違います！　し、失礼ですっ……わたし、汗っかきなんかじゃないですぅ！」

（！　あ……ま、まさか……これはっ!?）

　そこまで言われて、勇海はようやく理解した──女の子に対して、無神経な発言をしてしまった事に。特に汗などデリケートな問題には、触れられたくないのだろう。

　そう、来夢は許せないのだ。乙女おとめとして、汗っかきと思われる事など──！

「これは──お汁しるですっ！　汗っかきじゃなく……わたしは、汁っかきなんです！」

（今の俺には理解できない）

　汁っかき宣言をぶっ放した来夢だが、汗っかきより恥ずかしいのではなかろうか。思わず遠い目をしてしまう勇海に、来夢は頰ほおを膨ふくらませてそっぽを向く。

「ふ、ふーんだっ、ですっ。勇海さんなんて知りませんっ。わたし、行きますからっ」

「あ、ああ……いや、ホントにごめんな？　なんか腑ふに落ちないけど、悪かったよ」

「腑に落ちてくださいっ。もおっ……こ、こほんっ。……では、ええと……」

　怒ったように立ち去ろうとした来夢が、けれど途と中ちゆうで振ふり返り、一声かけてきた。

「……ち、遅ち刻こくしないでくださいねっ、勇海さんっ」

「へ？　そりゃ、まあ……えっ、でも何で──」

「っ。で、ではっ……また、ですぅ！　さ、さよならぁーっ」

　ぱたぱた、と控えめな速度で、来夢は駆かけ去って行った。結果、中庭に一人、取り残される形になった勇海は、

「……な、何で皆みんな、俺の遅刻を心配するんだ……？　過保護か？　??」

　誰だれにともなく、ぽつり、一人わびしく呟つぶやいた。




　　　　■■■




《聖デミグリーン学園》の巨きよ大だいな学舎の内部で、今日から通う事になるクラスの前に、勇海はようやく辿たどり着いた。

（ここが俺の転入する……学園の問題児たちが集められてるクラスか。何かもう、ここに辿り着くだけでも一苦労だったけど……とにかく、ようやく辿り着いたんだな）

　つい昨日学園の中庭で大暴れしたエイミを筆頭とする、学園の〝問題児〟達──そんな彼女達の問題を解決するという重大な使命を帯びた、勇海の心境はというと。

（──待ってろよ、〝問題児〟ちゃん達！　《亜人ちゃん救世委員》の俺が、皆を片かたっ端ぱしから救ってみせるからなっ！　よーしっ……行くぞっ！）

　緊きん張ちようはすれど、気おくれなど微み塵じんもない──腹を決めた勇海が、思い切って扉とびらに手を掛かける。引き戸の扉が音を立てて開くと、そこには──！

「たのもーっ……ッ!?　なっ……そ、そんな……そんな、バカなっ……!?」

　そう、ここは人間と魔ま物ものの〝間まのモノ〟が集つどう、《亜人》学園──今まで過ごしてきた人間の世界とは全く違う、まさしく天てん外がい魔ま境きようの光景が、出で迎むかえてくれるのだ。

「おーいっ、イサミっ。私はここだぞーっ、ここにいるぞーっ」

　唯ゆい一いつ、このクラスにいると知っていた、金色の美少女ドラゴン・エイミをはじめ──

　続いて目に映るのは、一目ではゾンビと分からぬ赤髪の美少女、一目では小こ柄がらで気弱な少女にしか見えない水色髪のスライム娘むすめ……が、なぜ一目で見み抜ぬけるのか、というと。

「──ほぼ知り合いぢゃねーか！　いや出会ったの、ついさっきだけども！」

「な、ナニよ……アタシ達は知ってたわよ。だから、遅刻すんな、って言ったでしょ」

「いや確かに言ってたけども！　なんかもう肩かた透すかしだよ！　緊張して損したわ！」

「勇海さんを、ちょっとだけ、驚おどろかせたくて……けど、ごめんなさい……あう」

「いや俺が勝手に悶もだえてるだけだし、気にしないで！　むしろこっちこそゴメンな!?」

　アンと来夢に向け、勇海がテンション高めに対応すると──なぜか教室の後ろのほうにいたエルフの女教師が、ようやく気付いてこちらを向いた。

「あ、あわわ……う？　……あっ!?　あなたは……何だか濡れちゃってるみたいですけど……転入生の、結城勇海くんですねっ？」

「え？　あ……は、はい！　結城です。その、よろしく──」

「っ……お──お待ちしてましたぁっ！　わたし、このクラスの担当顧こ問もん、ティティ＝コモンエルフと申しますっ！　結城くん、本当にありがとうっ……来てくれてありがとうございますぅ～っ！　も、もぉわたしじゃ、手に負えなくてっ……」

　金きん髪ぱつのボブカットが可愛かわいらしいエルフの女教師、高く見積もっても十代後半にしか見えないティティが、熱ねつ烈れつな歓かん迎げいをしてくれる。この学園の教員は、そのほとんどがエルフで構成されており、それは問題児の集められたクラスといえど例外ではない。

　しかしそんなエルフの教員が手に負えないとは、一体どれほどの問題児なのか。

「て、手に負えないって、一体どんな───ハッ!?」

　ティティが少し体をずらすと、そこに居たのは──瑞みず々みずしい森を思わせる長髪と、細長く尖とがった耳を持つ、見み目め麗うるわしきエルフの生徒会長が──おや？

「……あの、もしもし……ミリィ？　……何でここに？」

「！　…………」

　問題児の集うクラスで、何食わぬ顔で着席していたミリィを見つけ、勇海が尋たずねる。

　対するミリィは暫しばし沈ちん黙もくしていたが、こほん、と咳払いし、ようやく声を上げてきた。

「ア、アー……ワタシ、モンダイジ、ナノデ？　オカシク、ナイデスシ？　オ、オウオウ、カカッテコイヨー、オラー。チュー、デキルモンナラ、シテミロヨー」

「棒読みにも程ほどがあるだろ!?　いや、ここって問題のある子が集まるクラスなんだよな？　生徒会長がいるの、おかしいんじゃないのか？　なあ、ミリィ──」

「……うっ!?　わ、私の中の魔力が疼うずきますっ……！　勇海ちゃんが構ってくれないと、暴走しちゃうかもしれませんっ……くっ、鎮しずまれ私の左ひだり腕うでっ!?」

「ミリィどうした!?　思春期特有のむず痒がゆい病気でも発はつ症しようしちゃったのか!?」

　座ったまま左手を押さえるミリィだが、そんな彼女を見ていたティティが不意に自分の顔を両手で覆おおい、さめざめと泣き出す。

「もぉ……わたしじゃ、手に負えなくて……」

「手に負えないってミリィのコトだったんかい！　何してんの生徒会長!?」

「うう、ミリィ様ぁ～……勘かん弁べんしてくださいよ～……ミリィ様までこのクラスに編入してくるなんて、問題ですよ～……問題児生徒会長ですよ～……」

　ティティは年若く見えるが、エルフは不老のため、外見から年ねん齢れいの判別はできない。

　一方、ミリィは紛まごう事なく十六歳だが──立ち上がり、間ま違ちがいなく年上のはずのティティを伴ともなって教きよう卓たくの前まで進み出て、毅き然ぜんとした態度で言葉を返した。

「いいえ、ティティ先生。そもそも勇海ちゃん……コホン、結城くんに断られた場合、私一人で問題解決に取り組む予定だったのですから。それに私だって、《問題児対策委員》……改め、《亜人ちゃん救世委員》の一人なのです。なればこそ、この学園に不慣れな彼をサポートするのは、至し極ごく当然の措そ置ちでしょう。違いますか？」

「そ、それはそうかも、ですけどぉ。……うう、でもでも、わたしなんかがミリィ様の担任なんてプレッシャーですよ～……うう～」

「ティティ先生ったら……私の事は普ふ通つうの生徒として扱あつかってくださいって、いつも言ってるじゃないですか。もう……」

　同じエルフでも、ハイエルフであるミリィのほうが、身分が高いらしい。意見をあっさり跳はね除のけられて落ち込むティティだが、ミリィは軽くため息を吐ついて話を続けた。

「それより……クラスの皆さんに、結城くんを紹しよう介かいしましょう。いいですね、先生？」

「えっ。……はっ!?　そ、そうでしたっ！　では結城くん、こちらへどうぞっ」

　慌あわてて促うながしてくるティティを不ふ憫びんに思いながらも、勇海は頷うなずいて教きよう壇だんの横に立つ。

（にしても、空席だらけだな……アンや来夢が居たのは意外だったけど、初めて見る顔なんて、ティティ先生を除けば二人分しかないし）

　勇海が初めて見る、二人──片や捕ほ食しよく者の象しよう徴ちようたる鋭するどい爪そう牙がを持つ獣じゆう人じんの娘、片や一いつ角かく獣じゆうのような細長い角つのを持った女子生徒。獣人の娘は興味なさそうに欠伸あくびしているが、角を持った娘は先ほどから勇海を睨にらみつけてきている。

　多少の心配は残るが、それでも大人しいものだ、と勇海は小さくため息を吐いた。

（まあ、そんなに〝問題児〟がいないんだと思えば、むしろ健全──）

「勇海ちゃん……意外と少ない、とお思いかもしれませんが……ごめんなさい。今日は休んでいる子が、あと二人ほどいるのです。その他にも、不登校状態の子や、まだ学園に合流もできていない子もいて……色々と〝問題〟も、ありまして」

「！　……なるほどな。いや、それでも一教室には少ないほうだと思うけど……分かった。教えてくれてありがとな、ミリィ」

「い、いえ、当然ですよっ、えへへ……全力でサポートしますからねっ」

　言葉にせずとも意を察してくれた幼おさな馴な染じみに礼を言うと、彼女は頰を赤らめながらも気合を表明し──そうこうしている間に、ティティによる勇海の紹介が始まった。

「皆さんっ。既すでにご存じでしょうけど……このクラスに、新たな仲間を迎むかえることになりましたっ。何と《種族：人間》にして、かの《救世主》の末まつ裔えい、結城勇海くんで──」

「───回りくどい真似まねは止よせ、先生殿どの」

「ふえっ？　……えっ、えっ？」

　厳しい声で紹介を遮さえぎったのは、先ほどから勇海を睨みつけてきていた、長い角を持った少女だった。あたふたとするティティはどうもアドリブに弱いようだが、そんな彼女に向けられる声は力強いほどに凜り々りしく、同時に容よう赦しやがなかった。

「我々に問題があり、このクラスに集められたのは、先刻承知──だが、本題は違ちがうのだろう？　《救世主の末裔》など、堂々と連れてきて……ナメられたものだな！」

　バン、と机を叩たたき、立ち上がった彼女は、女子にしてはかなり背が高い。勇海も同世代の男子平均と比べれば高いほうだが、それに近いほどはある。

　しかしそれは、彼女の額から伸のびる角を勘かん定じように入れなければの話──その細長い角は、天てん井じように届かんばかりに、威い風ふう堂どう々どうとそびえ立っている。

　そんな彼女が怒いかりを露あらわにするのを見て、ミリィが勇海に耳打ちしてきた。

「彼女は、一ひと角つのユニさん……ご覧の通り、《ユニコーン》の亜人さんです。騎き士しのように誇ほこり高く、潔けつ癖ぺきな方なのですが……それがある意味、問題でして」

「そ、そうなのか……言われてみれば、最初からずっと睨んできてるもんな」

「はい。それに……あれを、見てください。あれは……彼女によるモノなのです」

「え？　あれ、って……──なっ!?」

　ミリィに促され、勇海が見たのは──黒板や壁かべの高い位置にある、何かに貫つらぬかれたような穴。至る所に空いており、暴ぼう虐ぎやくの痕こん跡せきが色いろ濃こく残っている。

　これを彼女が──ユニコーンの少女、ユニがやったのなら、もしかするとエイミ以上の暴あばれん坊ぼうなのかもしれない。

　緊張の糸が張り詰つめる中──ユニが声こわ高だかに言い放った一言とは。

「こんな──このクラス全員を許嫁いいなずけにするようなドスケベ男、私は認めないっ！」

「えっ。……え？　…………」

　聞き違いだろうか──いや、確かに聞こえた。このクラス全員を許嫁に、と。

　完全に呆あつ気けに取られていた勇海だが、己おのれの中で反はん芻すうし終えて──改めて叫さけぶ。

「え──えええっ!?　いや、許嫁ってエイミだけじゃないの!?　み……ミリィ!?」

　事情通の生徒会長に問いかけると──こほん、と咳せき払ばらいしたミリィが、真ま面じ目め顔で答えを返してきた。

「勇海ちゃんの御ご先せん祖ぞ様……つまり《救世主》が、多くの魔物を打ち負かし、最終的には講和に持ち込んだのはご存じですよね？　しかしそんな魔物の中には、《金竜王》以外にも力のある魔物さんはいらっしゃったのです」

「……まさか……いやまさか、とは思うけど──」

　勇海の危き惧ぐは、的中する事となる──ミリィはとうとう、声高に真実を明かした。




「そう、このクラスの全員が──御先祖様同士で約束を交かわした、勇海ちゃんの許嫁なのですっ！　しかも悉ことごとく、暴走の可能性がある〝問題児〟という、おまけつきでっ！」




　突つき付けられた真実に、暫し勇海は呆ぼう然ぜんとし──やがて盛せい大だいに取り乱し始めた。

「──本当の大問題は、皆みんなが《許嫁》ってコトじゃない!?　ご先祖様、ナニやってくれてんの!?　俺一人に全すべてを押し付けすぎじゃない!?」

「《救世主》の一族は女系家族ですし、男子は勇海ちゃんだけですから……本当に大変ですよね。このクラスにいる、全員が……そう、全員が！　許嫁だなんてー……もぉー」

　何やら〝全員〟を強調してくるミリィに、ティティが疑問を率そつ直ちよくに呟つぶやいた。

「？　全員って……ミリィさんは、違いますよね？　エルフは純血主義で──」

「──ティティ先生？　口は禍わざわいの元、という言葉は……ご存じですか？」

「……ひ、ひぃんっ!?　なな何でもないです、何でもーっ!?」

　なぜか怯おびえるティティだが──そんな事はどうでもいいとばかりに、勇海もよく知る問題児が口を挟はさむ。そう、金色の美少女ドラゴン、エイミだ。

「ふんっ──他の誰だれが許嫁だろうと、関係ないな。既に勝負は、ついているようなモノだ。なぜならば──」

「！　……ふんっ、相変わらず傲ごう慢まんね、エイミ。一体何を根こん拠きよに──」

　仲はよろしくないのか、赤あか髪がみのアンが強気に返そうとすると──エイミは構う事なく、己のアドバンテージを主張した。

「私はイサミに、昨日──チュー、されちゃってるんだからなぁーっ！」

「えっ。……ええええっ!?」

「チューされるなんて……もはやこれは求きゆう婚こん、プロポーズされたも同然だ。これがお前達と私の、実力の差……ふっ、思い知ったか」

　エイミは誇らしげだが、一体何と戦っているのか。しかし勇海にツッコんでいる暇ひまはない。何せ、今しがた発したエイミの言葉に、あからさまな怒りを覚える一角獣の娘むすめ──先ほども率先して文句を放ってきた、ユニを相手にしなければならないのだから。

「ちゅ、ちゅ……チューだと!?　やはり、やはり貴様っ……危険人物ではないかっ!?　クラスに転入する前からなんて、予想を超こえたドスケベではないか!?　そうやって……そうやって、皆を許嫁にしてっ……皆の処女を奪うばわんと狙ねらっているのだろ!?」

「しょ。……しょッッッ!?　いや、そっ……そこまでは狙ってないって!?」

「〝そこまでは〟!?　じゃあどこまでなら狙ってると言うのだっ!?　チューか!?　おのれっ……ボロを出してきたなっ!?　このびしょ濡ぬれ男っ……びしょ濡れなのも、スケベの証しよう拠こじゃないか！　何せびしょ濡れなんだからな、間違いないっ！」

「びしょ濡れにどんな偏へん見けんを持ってんの!?　いやもう、落ち着いて……まずは話を──」

「いやだっ、えっちめ！　それ以上近寄ったら、舌を嚙かみ切って自害するぞ!?」

　全く取りつく島もなく、ユニは銀色の髪を振ふり乱し、耳を押さえて後ずさる。勇海が困り果てていると、ミリィが顔から耳まで真っ赤にしながら再び耳打ちしてきた。

「……そ、その、まあ、こう……一角さんは、ちょっと潔けつ癖ぺき症しよう過ぎる、と言いますか……こ、これがまあ、問題点でして、ね……？」

「話も聞いてくれないとか困るんですけど!?　……ってミリィ、顔真っ赤だぞ!?」

「は、い、いえ、あんまりな単語がたくさん飛び出して、ちょっと、その……」

「！　生徒会長殿、危険だッ!?　そんなに近寄るとぶちこまれるぞ!?　分かるのだからな、私！　純潔を失った娘は、見ただけですぐ分かるのだからなッ!?」

「へあっ。ちょ……一角さん、なあっ!?　セクハラ、セクハラですよ!?」

　更さらに顔を紅潮させる初心うぶなミリィだが、ユニは堪たえかねたかのように駆かけ出す。

「とにかくっ……ドスケベ男と一いつ緒しよにいられるかっ！　私はクラスを出ていく！」

「えっ？　……あっ、一角さん、待ってください！　あのっ──」

「断るっ！　止めるなよ、絶対止めるなよ……絶対だからな!?　絶対だぞ──」

「──う、上っ！　気を付けてくださいーっ!?」

「へ？　上って──あわっ」

　ミリィの制止を無視し、教室を出ようとしたユニの末路は──その細く長い角が、扉とびらの上枠わくに突き刺ささってしまった。頭に力を込こめて、引き抜ぬこうとしているが。

「ふんっ、んっ。……てやっ。……えいっ。んんーっ……やあっ。……………」

「えっ。……あ、あー、一角……さん？　だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　勇海が心配そうに声を掛かけると、すう、と深呼吸したユニが発した言葉は。

「…………くっ、殺せ！」

「いや殺さんよ!?　何で瞬またたく間に崖がけっぷちに立ってんの!?　しかも勝手に!?」

　角が突き刺さり、身動きが取れなくなったユニに勇海がツッコむ（性的な意味ではなく）と、そろそろ疲つかれ顔になってきたミリィが解説を挟む。

「彼女は、やたら諦あきらめが早くて……そのくせ誇り高いせいで、救けを求めるどころか拒きよ否ひして、突き刺さったまま『くっ、殺せ！』と叫び続けるのが風物詩となっていて……」

「故意じゃなくて事故なんかい！　暴れん坊かと思ってヒヤヒヤしてたわ！」

　蓋ふたを開ければ、ただの不注意による事故だった。しかしいまだに『くっ、殺せ！』と繰くり返しているシュールなユニを、そろそろ何とかせねば、と勇海が歩み寄る。

「と、とりあえず……それ、外すからな？　動くなよ、えっと……一角さん」

「!?　なっ……そ、そんなコト言って身動きできない私に、えっちなことする気だろう！　エロ同人みたいに……もしくは昨今の少女マンガみたいに！」

「キミ、エロ同人とか少女マンガ読んでんの!?　あーもう……いいから任せろって！」

「い、いやーっ!?　もうダメだ……くっ、殺せぇっ!?　……えっ？」

　人聞き悪い事を叫ぶユニに構わず、勇海は彼女の額と、そこから伸びる角に手を添そえた。できるだけ優やさしく丁てい寧ねいに角を抜くと、ユニが素すっ頓とん狂きような声を漏もらす。

「ふあっ。……え……ど、ドスケベ、貴様……なぜ私を、助けた……？」

「ドスケベで定着させんの止やめてくんない!?　ていうか、何で助けたって……困ってたからだってば。……至し極ごく、普ふ通つうのコトだと思うけど」

「そ、そんな事はない！　私が今みたいに突き刺さっていても、生徒会長殿や先生殿が助けてくれるまでは、ほとんどの奴やつは遠巻きに眺ながめるだけなのに！　な、なのにっ……」

「それキミが『くっ、殺せ！』しか言わないからじゃない!?　いや多分、皆も困ってたんだって……助けが必要なら、ちゃんと助けを求めないと」

「そ、それは……だって、恥はずかしいし……助けてくれるか、分からないし……」

　最初の威い勢せいはどこへやら、もじもじとするユニが、唐突に勇海を見つめてくる。

「だ、だが……誇り高き一いつ角かく獣じゆうの娘として、恩には報むくいねば……い、勇海殿どの！」

「へ？　あ、俺の名前……いやいや、恩なんて大げさだっ──トエェイッ？」

　勇海が発したのは、もはや奇き声せいのそれ。しかし無理もない──ユニは勇海の右手を摑つかみ、なぜか、いきなり、唐突に──自身の豊満な左胸に、あてがったのだから──！

「…………くっ、触さわれ！」

「ヒヒィン──なな、ナニしてるんだ急に!?　ちょ、ひ、一角さん!?」

「ゆ、ユニと呼べ！　あっ。……くっ、呼べ！」

「無理して『くっ』で始めなくてもよくない!?　ていうかエロいコト嫌きらいって言ってたのに、何で自分から!?　一角さん……いやユニ、ホントは興きよう味み津しん々しんなんじゃない!?」

「なっ……そ、そんなワケないだろう!?　そんな……手を繫つないだり、目が合ったら気き恥はずかしくて逸そらしちゃったり、二人で同じ星を見上げて胸がときめいたり、壁かべ際ぎわに追い詰められてドキッとしたり……そんなコト、一いつ切さい興味ないっ！　ほ、本当だッ！」

「なぜだろう微み塵じんも説得力を感じないのは！　ていうか好きなら好きでイイじゃん!?」

　変な所で強ごう情じようなユニと、そんな強情さとは裏腹に手のひらを通して感じる柔やわらかさに、勇海は混乱しっぱなしだが──彼女は『クーッ』と息を吸い、『ころせー』と息を吐はき出す妙みようちくりんな深呼吸を経て、自分の席へ戻もどって行った。
















「くっ……ま、まあ、今日の所は恩に免めんじて、勇海殿をクラスに迎むかえ入れよう……い、一応、だからな。まあその、様子見……うむ、様子見という事で……」

「あ、ああ……そ、それはどうも。……ま、まあよろしく──」

「あっ。……べ、別に認めた訳ではないのだから、勘かん違ちがいするのではないぞ、くっ！」

「無理してツンデレしなくてよくない!?　ていうかそれ、若じやつ干かんアンと被かぶって──」

　ユニにツッコもうとした勇海が、ちょっぴり失言しかけた──その瞬しゆん間かん。

「きゃ……きゃあ───っ!?　や、やめなさいよ、アンタっ!?」

「!?　今の叫び声……アンか!?　何があっ──とあっ!?」

　アンのほうを向いた勇海が、驚おどろきの声を上げる。いつの間に忍しのび寄っていたのか、獣けものの耳を持つ少女がアンを後うしろから羽は交がい締じめにし……何と、その手に嚙みついていた。

「い、いやーっ!?　なな、ナニしてんのよ、もうっ！　アタシを見るなり嚙みついてくるのはやめろって、いつも言ってんでしょーが、ちょっとぉ!?」

「るっ。むー……ケチケチするな、アン。アンの肉、誰よりも新しん鮮せん。すぐ回復するなら、ちょっとくらい分けるべき。味わうだけだし、だいじょーぶ。もぐもぐ」

「そそそんなワケにいくかぁーっ!?　放しなさいっつーの!?」

　じたばたと暴れるアンだが、獣人の少女は嚙みつきっぱなしで放さない。

　ちょっぴり猟りよう奇き的な光景を尻しり目めに、ミリィは至って冷静に勇海へと説明を始める。

「あの方は、狼ろう牙がルゥさん……《人狼ルー・ガルー》と呼ばれる種族で、狼おおかみの亜人さんです。その、いわゆる、えっと……一いつ匹ぴき狼おおかみ？　との事で……」

「い、一匹狼？　その割に、やたらとアンに嚙みついて……っていうか、じゃれついてるけど。……っと、のんびり話してる場合じゃないって！　アン、大丈夫か!?」

「あっ……い、勇海ぃ！　たすっ……助けてぇ～っ！」

　勇海が慌あわてて止めに入ると、涙なみだ目めのアンが両手を伸のばして縋すがりついてきた。

「お、おお!?　珍めずらしく素直だな……そんな抱き着いてくるほど、痛かったのか？」

「うう、アタシ痛覚はやたら鈍にぶいから痛くないし、すぐ回復するけど……あいつ強いから振り解けないし、くすぐったいし、話聞かないんだもん……うう～っ……」

「そ、そっか、よしよし。もう大丈夫だから、な？」

　出会った時と比べて弱気なアンが、勇海にとっては微び妙みように新鮮だった。

　ついつい甘やかしたい気持ちに駆られる勇海だが、しかしアンを庇かばった結果、先ほどまで彼女に嚙みついていたルゥと真正面から対たい峙じする事になってしまう。

「む。オマエ……例の転入生か。そして、ルゥの許嫁いいなずけ……るぅ……」

「！　いや、《許嫁》とかは、イヤなら破は棄きしてイイって聞いたけど……アンをいじめるのはダメだぞ？　さすがにそれは見過ごせないっていうか……あー……その」

　勇海が話しにくそうなのは、初対面という事もあるが、彼女の外見による所も大きい。軽くクセっ毛気味の長い黒くろ髪かみは、ロクに手入れしていないようなのに、鮮あざやかな光こう沢たくで艶つやめいていた。ふわりと柔らかそうな髪かみ質しつと同様の体毛が、手足の先を覆おおっている。

　ふかふかで触さわりたくなる尻尾しつぽは愛らしい、が──その顔立ちはまさに美び貌ぼう、表情には動きが少なく、切れ長の目はいかにもクールだ。

　鋭するどい眼まな差ざしを持つルゥが、その金色の瞳ひとみを勇海に向け、ゆっくりと口を開いた。

「ゆーき、いさみ……いさみ、だな？　ルゥは、狼牙ルゥだ。……ルゥは」

「えっ……おお、ルゥちゃん？　挨あい拶さつしてくれるのか？　えっと、よろしく──」

「ルゥは──孤こ高こうだ。一匹狼だ。ルゥは、強いからだ。だから、いさみ。お前もルゥのコトは放ほうっとけ。許嫁とか、知ったコトではない。ルゥに話しかけるな。分かったか」

「…………えっ」

「あと……ちゃん、ヤメロ。言いたいコト、それだけ。……じゃ、ルゥは行く」

　言い残し、ルゥと名乗った少女は踵きびすを返す。そのまま歩いていく彼女を、あんぐりと口を開けて見送っていた勇海に、ミリィがおずおずと横から語りかけた。

「……と、というワケで、狼牙さんは、孤高の一匹狼らしいですっ」

「こ──孤高の一匹狼が自分で『孤高の一匹狼だ』って申しん告こくしてきたの!?　話しかけてきたの向こうからだし!?　ぜんっぜん孤高じゃないし、むしろ寂さみしがりなんじゃない!?」

「あっ、勇海ちゃん、しっ！　じゅ、獣人さんは耳がいいから、そんな大声っ……！」

「…………むっ」

　ぴくぴくっ、とルゥの狼耳が反応する。ミリィに注意されて口を閉とざした勇海だが、くるり、ルゥは踵を返して再び迫せまってきた。

「寂しがり違ちがう。ルゥは一匹狼。一人で平気。分かるか、解わかれ、判わかったな？」

「何この『わかれ』の三段活用!?　わ、わかったよ……ルゥは一匹狼、だなっ!?」

「む。……ん、わかればよい。いさみ、まぁまぁ素す直なお。ルゥ、満足した。～♪」

　ルゥは言葉通り満足したのか、ふさふさの尻尾をばさばさと左右に揺ゆらして去っていく。ルゥが着席し、耳をぴくぴくと動かしているのを見て、勇海はぽつりと呟つぶやいた。

「……る、ルゥは本当に、孤高の一匹狼だなぁ～……」

「♪　るぅ～♪」

　ばっちり聞こえたらしく、ご機き嫌げんで鼻歌を歌うルゥを見て、勇海はぼんやり考える。

（ていうか狼って、群れを作る生き物だって聞いたコトあるけど……そんなコト言ったらまた揉もめそうだし、黙だまっとこう。……にしても、うん……うーん）

　軽く頭を搔かいた勇海が、自身の背中に縋りつきっぱなしの存在へと語りかけた。

「アンは、その……い、いつまでくっついてるんだ？　もう大丈夫だと思うぞ？」

「う？　……はっ!?　やっ……ち、ちがっ!?　こ、これは……これは、そのっ──！」

「え、あ……わ、分かってるって！　混乱してたんだよな？　分かってるから──」

「あ──アンタに嚙かみついてやろうと思ってただけなんだからぁーっ!?　かぷっ！」

「うわあああナニこの裏切り!?　恩を仇あだで返すとはこのコトか!?」

　嚙まれていた少女を助け、自分が嚙まれる事になるとは。アンに首筋を〝はみはみ〟され、ショックを受ける勇海に、水色の髪かみの乙女おとめが助け船を出してくる。

「あ、アンさん、ダメですよっ！　勇海さん、助けてくれたのに嚙みついちゃ……そんなコトばかりしてたら、嫌われちゃいますよっ？」

「！　はぐっ……ふぇ、別ふえつに、嫌ひらわれたって……あ、あたひは、そんにゃ──」

「アンさんっ！　もうっ……めっ、ですっ！」

「うっ。っ……[image: ～][image: ～][image: ～]っ、あん、もうっ！　わ、分かったわよっ！」

　来夢に宥なだめられ、ようやくアンが嚙みついていた口を離す。やっとの事で解放された勇海は、功労者たる来夢に素直な礼を述べる。

「来夢……ありがとな。何か俺、アンには会った時からやたらと嚙まれるんだけど、何が何だか分かんなくてさ……やっぱ許嫁関係とかで、嫌われてるのかな……」

「そ、そんなコトはないですよ……あっ。でもでも、わたしは勇海さんの味方ですから、そのっ……あ、安心してくださいねっ」

「そ、そっか？　うう……来夢はイイ子だなぁ、よしよし」

「あっ……え、えへ、えへへ……」

　来夢の気き遣づかいに癒いやされた勇海が、つい無造作に彼女の頭を撫なでる。何となく照れくさそうな顔をする来夢だが、金色の輝かがやきを放つ乙女が不満顔をしていた。

「むっ。イサミ、なでなで……っ！　い、イサミっ。私もそれ、昨日みたいにっ──」

　軽く表情を顰しかめたのは、エイミ──彼女も何やら行動を起こそうとするが、しかし。

「い、勇海ちゃん……私だって勇海ちゃんの味方ですよ、忘れないでくださいっ!?」

「！　むっ……ミリィ……」

　タイミング悪くミリィと被ったようで、エイミは勢いを殺そがれて立ち止まる。勇海は勇海で、涙目で訴うつたえかけてくるミリィへの対応で精せい一いつ杯ぱいだ。

「お、おお？　いやいや、分かってるって！　ていうかミリィに味方してもらえないとか、正直、立ち直れないほどキツイと思うし……そこはホント、信じてるってば！」

「えっ？　……そ、そうですか？　そうですか……えへへ、そうですかぁ～？」

　にへら、と顔を綻ほころばせるミリィが、結構ちょろい気がしてきた勇海である。しかしそんなミリィに、今まで黙っていた頼たよりない担当顧こ問もんティティが、小声で話しかけてくる。

「あ、あのー、ミリィ様……じゃなくっ。ミリィさん……例の件、なんですけど」

「！　ええ、分かっています……もちろん、やりますよ。ティティ先生」

「で、でも、大だい丈じよう夫ぶですか……？　仮にも問題児さんなのに、危ないんじゃ……」

「？　ミリィ、ティティ先生……何の話をしてるんだ？　??」

　要領を摑めず尋たずねる勇海に、ミリィが小さく頷うなずき、説明しようとする。

「はい。そもそもこの学園は……亜人達の〝人間界への理解〟を深め、適応力を高める事を目的として存在します。そのために設けられた必修項こう目もくの一つに、実際に人間社会を自分の目で見て学ぶ……すなわち〝学外活動〟が存在するのです」

「〝学外活動〟？　それって、要は……生徒を連れて街に出る、ってコトか？」

「はい……もちろん、教員達による監かん督とくと指導の下もとにです。が……必修項目であるにも拘かかわらず、皆みなさんは問題児であるがゆえに、今まで〝学外活動〟を行えませんでした」

「そ、そうなのか……ん？　……待てよ、〝やる〟って……つ、つまり!?」

「はい、その通り──〝学外活動〟を、ですっ！」

　きっぱりと、確固たる意志を持って、ミリィは言い放った。

　対して、つい先ほど様々な問題を目まの当たりにした勇海は、不ふ安あんに駆かられる。

「お、おいおい……ホントに大丈夫なのか？　ティティ先生も言ってるけど、一応皆って問題児なんだろ？　それこそ、何か問題でも起きたりしたら」

「確かに……その危険性も大いに有り得ます。学外で暴走などしてしまい、街に被ひ害がいなど出してしまった日には、最悪の場合……退学の可能性さえあるでしょう」

「退学、って……じゃあ尚なお更さら、慎しん重ちようを期したほうが──」

「けれど〝学外活動〟は必修項目。これを落としっぱなしでは、卒業できません──クラスメイトには、叶かなえたい夢を持ち、そのための勉強を必要とする子もいます。全員の夢を把は握あくしている訳ではありませんが……私達は、その夢を守らなければなりません」

「！　皆の夢を……守る？」

「昨日までなら、私も二の足を踏ふんでいました──けど、今は勇海ちゃんがいます。《吸精主》の力なら……仮に暴走が起きたとしても、最も迅じん速そくに場を収められるでしょう。……勇海ちゃんに負担を押し付けてしまい、申し訳ないですが、どうか──」

　ミリィが心苦しそうに懇こん願がんしようとするが──言い切る前に、勇海は頷いた。

「──分かった！　皆の夢を守る、なんて言われちゃ……《亜人ちゃん救世委員》として、放っとけないよな。俺でよければ──全力で皆を、サポートしてやる！」

「！　勇海ちゃん……はいっ！　私、信じてますからっ……一いつ緒しよに頑がん張ばりましょう！」

　勇海の快かい諾だくに、ミリィも嬉うれしそうな顔を見せ、〝学外活動〟について更さらに説明する。

「ちなみに〝学外活動〟はクラスメイト同士で、基本的には二人一組となって行います。先ほど言った〝今日はお休みしている二人〟も、活動時には合流しますので」

「おお、明日が初顔合わせ……ってコトか。……それで、俺はどうすればイイんだ？」

「はいっ。勇海ちゃんと私は、残念ですが……すご[image: ～][image: ～][image: ～]っく残念ですが、明日は別行動で、それぞれクラスメイトの〝学外活動〟をサポートする形になります。その際、私達も同じように、誰だれかと組む事になるのですが……勇海ちゃんは、そうですね……」

　うーん、と暫しばらく考え込んだミリィが、勇海のパートナーの名を口にした。

「やはりここは、一番目を離はなせない──エイミさんと」

「──なにっ!?　それは本当かっ!?」

「きゃっ!?　ちょ、ちょっと、エイミさん!?」

　驚おどろくミリィを尻しり目めに、喰くい気味で声を上げたエイミが勇海に飛びついてきた。

「イサミっ……イサミ！　聞いたか、イサミと私が一緒だぞっ！」

「お、おわっ!?　ちょちょっ……だ、抱き着くのはヤバイって……ぉーん!?」

「一緒なら、それなら……デート！　私とデートしよっ、イサミ！」

「へ？　で、デートって……〝学外活動〟は必修項目だっていうし、遊びに行くワケじゃないんだからな!?　そんなコトしてたら、怒おこられちゃうぞ!?」

「ふふんっ……怒られたって、関係ないっ。なぜなら私は、誇ほこり高き《金竜》の娘むすめ──誰にも私は、止められないっ！　邪じや魔まするヤツは──皆、蹴け散ちらしてやるっ！」

「蹴散らすのは一番ダメだっての!?　退学にされちゃうぞ、エイミーっ!?」

　何とか思い直させようと説得する勇海に、ミリィも助け船を出そうと口を挟はさむ。

「え、エイミさん、ダメですよっ！　基本的には二人で組むとはいえ、勇海ちゃんは皆さんを見て回らないといけないんですからっ……エイミさんだって、その……許嫁いいなずけならっ。……勇海ちゃんを、サポートしてあげるくらいでないと……そう、私のようにっ」

「？　訳の分からない事を……許嫁だからこそ、デートして絆きずなを深めるものだろう？　せっかく二人でお外に出るんだ、たっくさん遊ばないと、もったいないじゃないか」

「で、ですから、〝学外活動〟は遊びでは……もうっ、聞いてくださーいっ!?」

　しかしエイミの顔は、既すでにミリィから勇海のほうを向いていた──一向に取りつく島のない彼女が、それでも邪じや気きのない笑顔で語りかけてくる。

「なっ、イサミ──絶対、ぜーったい……デート、しようなっ！」

《金竜》は、思い込んだら一直線──その性質をダイレクトに実感し、困り果てる勇海に、それでもエイミは止まらない。

　この学園に来て最初の、大きな山場──〝学外活動〟を前に、あまりにもフリーダムな不安の種を抱かかえる事となった。

















第三章　亜人ちゃん、学外活動のススメ









　人じん魔まの争いが終結してから、およそ百年以上。その間に、人間世界の文化は飛ひ躍やく的な進化を遂とげていた。中でも《救世主》の生国であり、エルフとの親交も深く、過去には〝火の国〟と謳うたわれた──この日本は、特に目覚ましい発展を見せている。

　太陽が中天に差し掛かかる正午、勇いさ海みは人間世界の文明で最さい先せん端たんと呼べる日本都心部の街並みを横切り、学園からそれほど離れていない森林公園に辿たどり着いた。

「はあっ、はあっ……や、やっと着いたな……えーと、学園の皆は……？」

　そう、ここが〝学外活動〟の中心地点にして集合場所。公園の中央には魔術の力を用いて彫ほられた、ミスリル製の彫ちよう像ぞうが建っている。モデルは《エルフの賢けん者じや》──かつて《救世主》の仲間として世界を救った、《聖デミグリーン学園》の学園長でもある女性だ。

　そんな彫像のモデルと同じく、長く尖とがった耳を持つエルフの少女──《聖デミグリーン学園》の生徒会長ミリィが、勇海を見つけて嬉しそうに駆け寄ってきた。

「あっ……勇海ちゃーんっ。遅おそいじゃないですかっ。〝学外活動〟、もう始まっちゃってますよ？　皆さん、もう街を回り始めてますし……」

「！　あ、ああ……いや、そのな？　ちょっと色々、問題があって……」

「？　問題、ですか？　……あっ、そういえば勇海ちゃんのパートナーは……ん？　勇海ちゃん、何か背中、光ってません？　…………えっ」

　勇海の背後に回ったミリィが、硬こう直ちよくする。そう、勇海自身、気付いている──ここへ来るのが遅おくれた理由、自分の背中に抱き着いて離れない、金色に輝く美少女の存在に。

「……ごろごろ……んふー、イサミの背中、気持ちイイなー……もうずっと、こうしていたいぞ……ごろごろ」

「え──エイミさん!?　まさか学園から、ずっと勇海ちゃんの背中にくっついてきたんですか!?　歩きにくいでしょう!?　というかナニやってるんですかーっ!?」

　ミリィの言う通り、勇海はここまでエイミを背中にくっつけ、二に人にん羽ば織おりのような体勢のまま二人で歩いてきた。完全に背負っていない分、小泣き爺じじいとかよりはマシだ、と自分に言い聞かせるしかない。まあ、色々と柔やわらかかったとかあるし、まあ、その。

「い、勇海ちゃんの満まん更ざらでもないお顔にも、ちょっぴり異議ありですが～っ……もうっ、エイミさん！　早く離れてくださーいっ!?　〝学外活動〟の時間ですよーっ!?」

「む……あ、あうっ!?　っ、何をする、生徒会長!?　イサミと私のデートを邪魔するならっ……タダでは済まさないぞ!?」

「だからデートじゃありませんっ！　もうっ……勇海ちゃんからも、ビシーッ、と言ってください！」

「……おおっ!?　そ、そうだなっ……そうだぞ、エイミ！　皆、もう〝学外活動〟始めちゃってるみたいだし……遊んでる場合じゃないぞ！」

　勇海にまで窘たしなめられて、むう、と少し不ふ機き嫌げん顔のエイミである。

　とにかく、ようやくエイミが離れたのを見て、ミリィが改めて語りかけてくる。

「むぅ～……まあとにかくっ。エイミさんが勇海ちゃんから離れないのは、逆に好都合です。〝学外活動〟が二人一組なのには……それなりに理由がありますから」

「？　迷子対策とかか？　片方が迷子になったら、もう片方が報告するとか？」

「それもありますけど……もう一つ、大きな理由があります。そう、皆さんが《亜人》である事……その稀き少しよう価値を狙ねらう悪人から、身を守るためです」

「!?　《亜人》の稀少価値を、って……どういうコトだ!?」

　剣けん吞のんな響ひびきに勇海が身を乗り出すと、ミリィも厳げん粛しゆくに説明を始めた。

「人間と魔物の間に生まれた存在……《亜人》の多くは、その身に魔物の特とく徴ちようを有しています。例えば一ひと角つのさんのユニコーンの角は絶大な治ち癒ゆの力を秘ひめていますし、狼ろう牙がさんの爪そう牙がは全すべてを切り裂さく鋭するどい刃やいば。エイミさんに至っては、《金きん竜りゆう》の角つのや鱗うろこは純度の高い金そのもの……その価値は、他に類を見ません」

「……魔物は人間世界には入ってこないから、だから狙いやすい《亜人》を狙う、って……そういうコトか？　っ……そんな奴やつら、許しておけるかっ！」

「はい、もちろんですっ──それに人魔の講和がなされた今、《亜人》への危害は重犯罪として厳しく罰ばつし、取り締しまるようになっています。それに学園もあるこの街は、特に《亜人》に対する偏へん見けんも少なく、〝学外活動〟に適した場所ですからっ」

　勇海を安心させるようにミリィが説明すると、エイミはエイミで自信満々に言う。

「ふんっ……まあ私なら、仮に襲おそわれたとしても、どんな奴らでも蹴散らせるけどな。イサミ以外になんて……負けたりしない。どうだ、イサミっ……すごいだろっ？」

　ふんすっ、と強気なエイミだが、勇海の心配はやはり晴れない。

「……いやっ！　エイミが強いのは確かだけど、皆みんながそうとは限らないし……やっぱり心配だ。だって活動は、もう始まってるんだろ？　皆の位置も把握できるワケじゃないし……それに昨日聞いた、暴走のコトだってある。俺達も早く行動しないと──！」

　今にも駆かけ出しそうな勇海に──ぴんっ、とミリィが明るい顔を見せてくる。

「！　ふふっ、ご安心ください。活動を許可されている範はん囲いの境界には、エルフの教員が待機していますし……それにっ！　私達には、これがあるんですっ……うふふー」

　何やら不敵な笑えみを浮うかべたミリィが、鞄かばんから手のひら大のタブレットを取り出した。

「じゃんっ！　これぞエルフの魔法技術により生み出された、魔力感知器──〝エルフ・ポジショニング・システム〟、通つう称しよう《ＥＰＳ》ですっ！　魔物の力を受け継つぐ《亜人》が持つ魔力を感知し、その居場所を表示できる、我が学園必ひつ須すの優すぐれものですよー！」

「お……おおっ!?　形はスマホみたいだけど、魔力専門のＧＰＳみたいな感じか？　じゃあそれを見れば、皆が今どこにいるのかも分かるんだな!?」

「その通りっ！　しかもこのタブレットに触ふれて認にん証しようする事で、触れた相手の魔力を記き憶おくし、表示されているのが誰なのか分かるようになる便利機能まで付いているのですっ。どうですか、勇海ちゃん……すごいでしょうっ？　ねっ、ねっ？」

　よほど自信たっぷりなのか、ミリィが誇らしげな顔を近づけてくる。いつもよりハイテンションな彼女に気け圧おされながら、勇海は慌あわてて肯こう定ていした。

「お、おお？　おお……いや、そんなコトまでできるなんて、エルフの魔法技術はホントにすごいな！　皆の居場所が知れるなら、めちゃくちゃ助かるぞ！」

「はい！　……？　あれ……えっ？」

「？　ミリィ……どうかしたのか？」

「……勇海ちゃん？　あの……撫なでたり、しないのですか？　??」

「えっ。……あっ、えっ!?　な……撫でられたいのか？」

　問う勇海に、ミリィは大きな瞳ひとみで、ジッと見つめてくる。視線による無言の要求を受け、勇海は躊躇ためらいがちに彼女の頭に手を伸のばした。

「よ……よしよーし。エルフは……いや、ミリィは、その……すごいなー？」

「！　ふぁ……そ、そんなコトないですよう。勇海ちゃんたら、もぉ……♡」

　どうやら、ご満まん悦えつのご様子だ。これくらいの事で喜ばれるなんて、と逆に申し訳ない気持ちになってくるが、ミリィは緩ゆるんだ表情を引き締めてから続ける。

「んんっ……こほんっ。さて、そういう訳ですので……勇海ちゃんにも、この《ＥＰＳ》を一つ差し上げます。さあ、どうぞっ」

「えっ。……え!?　お、俺が貰もらってもイイのか？　こんな素す敵てきアイテム!?」

「ええ、もちろんですとも。本来は生徒会長や教員以外は持てないのですが、ご協力いただいている以上、勇海ちゃんも管理側と言えますし。あ、ちなみにアンさんと来らい夢むさんは進んで協力してくださるそうで、既に触れて頂いています」

「えっ？　アンと来夢が……そ、そっか。えーと、どれどれ……」

　受け取った《ＥＰＳ》の表面に指を滑すべらせると、液えき晶しよう画面が薄はつ光こうを放ち、複数の〝○〟印が表示される。その中には、いくつか〝○〟の中に色が付いている物があった。

「なるほど……この丸印が魔力のある場所なんだな。持ち主の位置が真ん中で……この、色が付いてるのって、どういう意味なんだ？」

「あ、それは簡単に言うと……パッと見で分かり易やすくするためです。例えば赤ならアンさん、水色なら来夢さん、という風に。丸印を指で突つくと、名前が浮かび上がりますよ」

「へ、へえ……本当に便利なんだな。えーと……お、ホントだ。アン＝デッドレイズ＝ミリアードと、来くる栖す来夢……アンと来夢は別々の場所で、傍そばに他の誰だれかがいるみたいだな。……誰と一いつ緒しよにいるのかまで分かれば、助かるんだけど」

「うーん、それは……位置情報が筒つつ抜ぬけなんて、プライバシーに関かかわりますし……何せ皆さん、女の子ですから。本人達の許可もなしには、さすがに可哀かわい想そうで……」

「！　そっか……そうだな。うん、ミリィの言う通りだ。俺も《亜人ちゃん救世委員》として……女の子のプライバシーも救うのは、当然だしなっ！」

　ミリィの考えを変な理り屈くつつきで肯定すると、彼女は表情を輝かがやかせて言った。

「！　で、ですよねっ。ふふっ……良かったです、勇海ちゃんにご理解頂けて。まあ、皆さんの位置情報を分かるようにしたければ、勇海ちゃん自身でご本人の許可を取るべき、ということですっ。そのためには……頑がん張ばって好感度を上げましょーっ」

「好感度!?　そういうシステムなワケ!?　いや、言い回しの問題だろうけど……ん？」

　ふと、勇海が《ＥＰＳ》の中心に視線を落とすと──自分の位置を示す丸印に重なっていて気付かなかったが、新緑色の丸印がひっそりと見え隠かくれしていた。

　人差し指で、つん、と突いてみると──《ミリィ＝エルフレア》の文字が。

「おお……ミリィも登録してくれてたんだな。……ん？　けど、好感度……ん？」

「あっ。……コ、コウカンドヲ、アゲマショーッ」

「また棒読みに!?　いやいや、そんな照れ隠ししなくても分かってるって！　幼おさな馴な染じみだから登録してくれてるって……そういうコトだろ？」

「むっ。……分かってないです。分かってないです……んもうっ」

「？　み、ミリィ？　どうしたんだ？　おーい……？」

　急に不機嫌そうに頰ほおを膨ふくらませたミリィに、勇海は戸と惑まどう。が、その拍ひよう子しに《ＥＰＳ》の画面が視界に入って気になるものを見つけ、エイミに語りかけた。

「ん？　……あっ、もう一つ重なってた、この透とう明めいな丸印は……エイミ、だよな？　エイミは、この《ＥＰＳ》には、触さわってくれてないんだな……」

「むっ？　ん……まあ、私は警けい戒かい心しんが強いからな。そんな得体のしれないモノには触りたくないぞ。……けど、好感度……好感度、か……ふむ」

「？　エイミ、どうかしたのか？　急に考え込んで──」

「──イサミ？　その妙みような機械に……私も、触ってほしいか？」

「えっ？　そりゃまあ……そのほうが助かるし、エイミがイヤじゃなければ──」

　勇海が言いながら頷うなずくと──ずいっ、とエイミが食い気味に顔を近づけてくる。

「なら──デートしようっ、イサミっ！　今日一日、私とデートしてくれたらっ……まあ特別っ。その妙な機械に……触ってやっても、いいぞっ？」

「え。……ええっ!?　いやいや、だから今日はダメだって!?　皆の〝学外活動〟、ちゃんと見て回らないとだし、その……で、デート？　したいなら……次の機会にさっ？」

「むっ。……ふーん、そんな事を言うのか？　じゃあ、私はその機械、触らないっ。今日デートしてくれないなら……これからずっと、触らないもんっ」

「んなっ……そ、そんな……エイミ、それは困るってば!?」

「！　ふ、ふふ……どうしようかなー。ん～……やはりデートしないと、ダメだっ♪」

　急なワガママに振ふり回されて慌てる勇海を見て、けれどエイミは何やら楽しそうだ。暫しばし、この押し問答が続くかと思われた──その時。

『う……うわぁぁぁっ!?　な、何て事だ……くっ、殺せぇーっ!?』

「!?　い、今の声は……間ま違ちがいなく一角さん!?」

「！　ああ、叫さけび声の内容で誰なのか判るのも微び妙みようだけど……どう考えてもユニだ！　まさか、何かあったのか!?」

「えっ。……あ、あれっ、イサミ？」

　一気に雲行きが変わり、エイミは戸惑っているようだが、勇海もそれどころではない──つい先ほどミリィから聞いた、世の中には、《亜人》を狙う悪人も存在するという話が頭をよぎり、焦しよう燥そう感に背を押される。

「っ───ミリィ、急ぐぞっ！　ほら……エイミもっ！」

「は、はいっ！　一角さんっ……どうかご無事でっ！」

　勇海とミリィ、互たがいに顔を見合わせ、声のした方へと急いで駆けだした。

　暫し呆ぼう然ぜんとしていたエイミも、はっ、と意識を改めて、

「い、イサミ、待って……ああっ、もうっ！」

　かなり遅おくれて、ではあるが──勇海達の後をついてきた。




　　　　■■■




　ユニの悲鳴は、それほど離はなれていない場所から聞こえてきた。案の定、まだ森林公園を出ておらず、天を衝つくような立派な角の持ち主がすぐに見つかる。

　しかしユニは、公園の出入り口付近で、顔を両手で覆おおっている。何があったのか、と勇海とミリィが焦しよう燥そうしていると──クラスの担当顧こ問もんたるエルフの女教師、ティティが青ざめた顔をしながら、慌てて駆け寄ってきた。

「あわわ、あわわ……あっ!?　ミリィ様……いえ、ミリィさんと、結ゆう城きくん!?」

「ティティ先生、ユニはどうしたんですか!?　顔なんて押さえて……」

「ゆ、結城くん……いえ、何というか、その……えっとぉ……」

　何やら言いにくそうなティティだが、勇海の声が聞こえたユニ本人が返事をしてくる。

「そ、その声は……勇海殿どの？　勇海殿なのか？」

「！　ああ、そうだぞ、ユニ！　どうした？　一体ナニがあったんだ!?」

「う、うう、それが……ひ、ひいっ!?　ひ……ひっ」

「!?　ユニ……どうしたんだ!?　ナニが……いや、ナニを見てるんだ!?」

　恐おそる恐おそる両手のひらを広げたユニが、公園の外側を見て戦せん慄りつする。勇海もユニの視線の先を目で追うが、そこには数名の女性がいるだけだ。

『あら？　あれって亜人の子？』『角が生えてるわ……』『エルフもいるわねー』

　昼休きゆう憩けい中と思おぼしきＯＬのお姉さま方が注目している以外、変わった所はない。

　一体何を恐れているのか、と勇海が戸惑っていると──ユニは急に人ごみを指差し、

「ひ──非処女だぁぁぁ！　非処女がいっぱい歩いてるーっ!?」

「え。……えっ……？」

　大いに角かどの立ちそうな事を口走る。ユニコーンだけに。

　勇海は呆あつ気けに取られ、ミリィも啞あ然ぜんとし、ティティは俯うつむき気味で目を逸そらしていた。

　ただユニだけは顔面蒼そう白はくで、その震ふるえる唇くちびるから弱々しい言葉を紡つむぎ出す。

「な、何て事だ……人の住み暮らす街の娘むすめが、こんなにも当たり前のように純潔を失っているなんて……これが、これが都会……怖こわい……貞てい操そう観念の低さが怖い……」

『ナニよ、あの子……』『じ、時代遅おくれねっ』『ギリッ……』『ふぉっふぉ……若いのう』

「ひいっ。非メイデンが睨にらんでくるぅ……熟練の非処女まで……くっ、殺せっ!?」

　ＯＬのお姉さま方の中に、何やらご年配の方も混ざっている気はするが、どうにも険悪な空気だ。硬こう直ちよくしていた勇海も、慌ててユニを宥なだめようと手を伸ばす。

「ちょっ……ユニ、失礼なコト言うなって！　な、なんか触ふれにくい話だけど……その、人生経験豊富なお姉さま方だからこそ、そ、そういうご経験があるコトを無む闇やみに卑ひ下げするのは、良くないと言いますかですねぇ!?」

『そうよそうよー！』『良いコト言ったわよ、若人わこうどー！』『ふぉっふぉ……若いのう』

　お姉さま方（？）の声せい援えんを浴びる勇海だが、話している内容が内容だけに、顔が熱くなるのを感じる。ともあれ、これで少しはユニも落ち着いてくれる……かと思いきや。

「否いな！　そんな事はない──現にティティ先生は七十八歳にも拘かかわらず、純潔だぞ!?」

「お。…………ちょ、ちょおおお!?　ひ、一角さん、一体ナニをぉー!?」

　思わぬ流れ弾だまをぶち込まれ、慌てに慌てるティティだが、ユニは全く止まらない。

「私も目を……いや、角を疑ったが、ティティ先生の純潔は、この角が教えてくれる。正直、驚おどろいたよ……あの歳としで純潔を保つどころか、男っ気の欠片かけらも感じないのだから」

「ち、ちがっ……違います!?　それは別に、わたしがモテないとか、魅み力りよくがないとかじゃなくっ……きょ、興味がないからで、その気になれば、すすすぐにでもっ!?」

「はは、御ご冗じよう談だんを。この間、屋上で『はぁ～、彼氏とか作ってみたいな～』とか『けど知らない男の人とか怖いし、無理だな～……』とか、一人で黄昏たそがれてたじゃないですか」

「み、みーっ!?　ナニを覗のぞき見てるんですかぁっ!?　だ、だから、違くてっ……え、エルフは長ちよう寿じゆですから……エルフの結けつ婚こん適てき齢れい期きは百歳からですから、焦あせってないですし!?」

「何と……！　聞いたか勇海殿!?　あと二十二年は処女宣言だぞ!?　これぞ乙女おとめの鑑かがみっ、これぞ処女ミラーだ！」

「間違った用法で変なあだ名つけるの、やめてぇぇぇ!?　もういっそ殺してぇ!?」

　もはや涙なみだ目めのティティだが、そんな彼女を見つめる周囲の眼めは生暖かい。

『七十八歳で……うふふ』『頑張ってね、うふふ』『ふぉっふぉ、若……若くねぇな』

　思いがけずお姉さま方の憤ふん懣まんは収まったが、今度はティティが意い気き消しよう沈ちんしてしまっている。担任の先生を慰なぐさめるのも妙な話だが、勇海は何とかフォローしようと語りかけた。

「てぃ、ティティ先生……その、しょ……ごほんっ！　いや、経験がないのは、別に悪いコトじゃないと思います！　ゆ、ユニの言い分じゃないですけど」

「うう……噓うそです……だって結城くん、さっきお姉さま方は人生経験豊富、とか言ってましたぁ……わたしなんてこの歳で経験不足な小こ娘むすめなんですぅ……うっ、うっ」

「い、いやあれは言葉のあやで!?　その……こんなコト言っていいのか、分からないんですけど……俺個人としては、貞操を大切にしてる人のほうが……す、好きですよ？」

「!?　えっ……そ、それは……本当、ですか？　また噓ではなく？」

　縋すがるような上うわ目め遣づかいを向けてくるティティに、勇海は『何で屋外でこんな話をしてるんだろう』と居た堪たまれなくなりつつ、今は彼女を真しん剣けんな目で見つめ返した。

「ほ……本当です。噓なんて吐ついてません。お、男として……二言はないです！」

「！　……う、うう……ふわぁ[image: ～][image: ～][image: ～]ん！　ゆ、結城く[image: ～][image: ～][image: ～]ん！」

「くっ、さ、さすがに恥はずかし……へ？　お、おわあっ!?　ティティ先生!?」

「「！　……………」」

　涙ながらに飛びついてきたティティを、勇海はよろけながらも辛かろうじて受け止める。ユニとミリィから妙な視線を受けている気はするが、今はティティへの対応で精せい一いつ杯ぱいだ。

「うう、結城くん、ありがとうございますぅ～……先生、嬉うれしいです～……先生が行き遅れたら、結城くんがもらってくださいね～……先生の処──」

「ちょ、ティティ先生、落ち着いて！　ここ、外ですから！　いくら冗じよう談だんでも、問題発言はヤバイですって！」

「あ……そ、そうでしたっ！　ふう、ありがとうございます、結城くん。……け、けどですね、冗談なんかじゃなく、わたしは──ほ、ほみょえええっ!?」

「てぃ、ティティ先生ーっ!?　今のは何ですか!?　鳴き声ですか!?」

　謎なぞの奇き声せいを発したティティに勇海が驚くも、彼女はしきりに背中を気にしている。どうしたんだろう、と勇海がティティの後ろに回る、と。

　刺ささっていた──ユニの角が、ティティの背中に。ぷすりと、それはもう見事に。

「ぉぉぉ……ひ、一角さん……な、なにするん、ですかぁ……？」

「ふんっ……教師という聖職につく者が不ふ埒らちな事を仰おつしやっているので、諫いさめているまで。誇ほこり高きユニコーンの娘として、捨て置けませんでしたので。ふんっ」

「何か不ふ機き嫌げんじゃないですか!?　ひんっ……ぐ、ぐりぐりしないでぇ～……ひんっ」

　ユニの額から伸のびる角で、背中を責せめ苛さいなまれるティティ。『ユニは一体どうしちゃったんだ……』と困こん惑わく気味の勇海だが、その袖そでをミリィがくいくいと引っ張る。

「勇海ちゃん、勇海ちゃんー。十六歳の未経験は、どう思いますー？」

「えっ……こ、この上ない程ほどに年相応だと思うけど……？」

「むう。……普ふ通つう、という事ですか……むうー」

　何やら不満らしいミリィだが、勇海には何が何だか分からない。この微妙に気まずい空気を脱だつするため、勇海は今最も重視すべき事に話の矛ほこ先さきを向けた。

「そ、それより！　〝学外活動〟って二人一組なんだよな？　気になってたんだけど……ミリィは誰だれに付くんだ？　もしかして、ユニか？」

「むうー……う？　あ……いえっ。一角さんには、ティティ先生が付くので……私は、別の方に付きます。ええと……昨日お休みしていた二人のうち、一人なのですけど」

　何とかミリィの不満を逸らせたらしく、ほっ、と軽く胸むねを撫なで下ろした勇海に、ミリィは森林公園の内部で生おい茂しげる木々を眺ながめ、ゆっくりと口を開く。

「私は……《キラー・ラビット》のクラスメイトさんに付いています。その方も、なかなか目の離せない事情があって……エイミさんが問題児の〝表番長〟だとすれば、その方は〝裏番長〟のようなものなので。何せ……ご家系が暗殺者なものですから」

「え？　……あ、暗殺者!?　何か物ぶつ騒そうだな……ミリィ、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「あ、それは、はいっ。彼女自身には、暗殺の経験もありませんし……暗殺者とは違う、別の夢もあるそうなので。我が学園も理念に則のつとって、全力でサポートしますよっ。えーと、今、あの辺りにいる方なんですけど……」

「そ、そうなのか？　……？　でも、あの辺りって言われても誰もいないし、《ＥＰＳ》に表示もない……って、あれ？　薄うっすらと丸印が……えっ？」

　液えき晶しよう画面の中にある、消え入りそうなほど薄うすい丸印。ミリィが眺めている辺りを勇海も注視すると、そこには口元までマフラーで覆った、兎うさぎ耳みみを持つ少女がいた。

　だが──勇海は思わず惚ほうけてしまう。流れるストレートの銀ぎん髪ぱつは涼すずやかで、積もりたての新雪のような白しら肌はだが白しろ兎うさぎを彷ほう彿ふつとさせる、まさに〝完美〟の少女だ。

　目を閉じて木こ漏もれ日を浴びる姿は神秘的だが、気配どころか存在感さえ摑つかめない。いっそ幻まぼろしのような佇まいの彼女を見つめつつ、ミリィは軽くため息を吐いた。

「彼女が《キラー・ラビット》の──ミミ＝キラー＝ラ・ビッチさんです。先ほど言ったように、悪いお人ではないのですが……彼女の〝問題〟は人付き合いが極きよく端たんに苦手な事で。私にも全然、心を開いてくれませんし……〝学外活動〟に顔は出すのですが、ああしていつも動かないので、履り行こうの承認印が押せないんですよねぇ……はぁ～……」

「そ、そうなのか。それは困るけど……何かまた、凄すごく……綺き麗れいな子だな」

「ええ、それは──はい？　……んん～？　勇海ちゃん……今、な・ん・と？」

「え、いや正直な感想を──おおお!?　どうしたミリィ、何か怖いぞ!?　さっきといい、何か情じよう緒ちよ不安定じゃない!?　大丈夫か……あれ？　な、なんか《ＥＰＳ》が……」

　慌あわてる勇海の手の内にある《ＥＰＳ》が、突とつ然ぜんに振しん動どうし始める。慌てて確かく認にんすると、画面内の赤い丸、つまりアンを示す印が、チカチカと断続的に点てん滅めつしていた。

　どういう意味なのだろう、と勇海が首を傾かしげると、気付いたミリィが顔色を変える。

「！　勇海ちゃんっ……急いでアンさんの所へ向かってください！　それは、アンさんの身に何か起こっている時の反応ですっ……もしかすると、暴走か、何らかの被ひ害がいに遭あっているのかもっ……！　い、急いでくださいっ！」

「!?　なっ……今度こそ問題が起こったのか!?　ユニの時みたいな単なる珍ちん騒そう動どうじゃなく……今度こそ本当の問題がっ!?」

「勇海殿どの!?　珍騒動とはなんだ、珍騒動とは！　大事なことだぞ!?」

　珍騒動ユニコーン娘が文句を口走るが、そこはスルーしてミリィが勇海に促うながす。

「はいっ……こちらは私とティティ先生に任せてください。勇海ちゃんは当初の予定通り、クラスメイトの皆みなさんをサポートしてください！　頼たよりにしていますから……ねっ」

「！　ああ……任せとけっ！　それじゃ、行ってくるからなっ！」

「勇海殿ーっ!?　貞操は大事だぞ、聞こえているか!?　おーい勇海殿、貞操ーっ！」

　貞操を連呼しすぎて、もはや逆に卑ひ猥わいなユニは、スルーする他ない。

《ＥＰＳ》を確認しつつ、勇海が急いで駆かけ出そうとすると──呼び止める声が一つ。

「あっ──イサミ！　待つんだっ……私とデート、行かないのかっ？」

「なっ、ダメだって!?　ていうか今、非常事態の真まっ只ただ中なかで、そんなコトしてる暇ひま──」

「むうっ。む[image: ～][image: ～][image: ～]っ……何だ、イサミっ。そんな事ばかり言って……私と仕事、どっちが大事なんだっ!?　ちゃんと答えてくれないと……私、ついていかないぞっ!?」

「ちょ、そんな使い古した決まり文句みたいな……どっちって、それは……っ」

　エイミの問いかけに、困り果てる勇海──勇海を呼ぶように点滅し続ける《ＥＰＳ》にも急せかされ、焦った勇海が苦し紛まぎれに放ったのは、

「わ、分かった！　デートくらい、後でいくらでもするからっ──今だけでも、大人しくついてきてくれっ!?　別に手伝ったりはしなくてイイから……頼たのむっ！」

「!?　え……ほ、ホントかっ？　後で、本当に……デート、してくれるのかっ？」

「！　あ、ああ。……もちろん、約束だ！」

「そ、そっか……そっかぁ！　分かった……じゃあ私、イサミの後ろについて、イサミのお仕事……見守ってるっ。応おう援えんしてるからな、イサミっ♪」

「あ、ああっ。それじゃ……行くぞっ！」

　あまりにも嬉しそうなエイミの笑え顔がおは輝かがやかしく、思わずほだされかける勇海だが──今はアンが優先だと、慌てて駆け出す。少し距きよ離りを置いて、色のない丸印がついて来るのを確認し、それを見ていたミリィも、

「あっ、エイミさん。……まあ、あの調子なら勇海ちゃんからは離はなれないでしょうし、大丈夫……ですよね？　うん、うん」

　二度、三度と頷うなずき、納なつ得とくして見送る事にしたらしい。




　　　　■■■




　森林公園を飛び出した勇海が、《ＥＰＳ》を頼りにアンの居場所を捜さがす。商店街の表通りを通り抜ぬけ、人通りの少ない街路樹の並ぶ道へ出ると、すぐさま異変に気付いた。

「ふ……ふぎゃーっ!?　や、やめっ……う、うーみゃーっ!?」

「はあ、はあ……あっ、アン！　……と一いつ緒しよに居るのは……え、ええっ!?」

　アンと一緒に居たのは、ふかふかの尻尾しつぽと狼おおかみの耳を持つ美少女──だが、勇海が驚おどろいたのは人物自体ではなく、その人物が取っていた行動だ。

「や──やめなさいっての、ルゥ!?　何でアンタ、毎回アタシに嚙かみつくのよ!?」

「……ルゥは悪くない。今回は、アンが悪い。がるるぅ……」

「いゃーっ!?　も、もぉヤダぁ!?　助けてぇ……助けて、勇海ーっ!?」

　アンに悲痛な声で呼ばれると、呆あつ気けに取られていた勇海が、はっ、と我に返る。

「あ、アン──大丈夫か!?　ほら、こっちに来いっ！」

「ふ、ううっ……うえっ!?　い、勇海……ホントに助けに来てくれたの……？」

「こら、ルゥ！　アンを嚙んじゃダメだっつの！　早く放すんだ！」

「むっ。おまえは確か、転入生の……いさみ、か」

　嚙みつくのを止めたルゥが、ぺいっ、とアンを放り出し、勇海と向き合う。（雰ふん囲い気きだけは）クールな彼女の鋭するどい眼まな差ざしを受け、勇海はたじろぎながらも事情を尋たずねた。

「ルゥ……こらっ！　何でまた、アンに嚙みついたりするんだ？　アンは嫌いやがってたし、理由もなくそんなコトしちゃダメだぞ。可哀かわい想そうだろ？」

「理由？　……理由なら、ある。アンは、ルゥの邪じや魔まをした。だから、嚙みついた」

「え……邪魔を？　邪魔って、一体何の？」

「ルゥは、お腹なかがすいてただけなのに……ルゥは、アレを」

　もふもふの毛に覆おおわれた手から覗のぞく鋭い爪つめで、ルゥが指し示したのは──路ろ肩かたに停とめられていた、肉にく汁じゆうの滴したたる香こうばしい香かおりが漂ただよってくる、ホットドッグの移動販はん売ばい車だ。

　アンが邪魔をしたというのなら恐おそらく買い食いだろうが、一体何が問題なのだろう。

「あ、あれ？　別に買い食いは禁止されてないよな？　それどころか、社会勉強として推すい奨しようされてるくらいだし……なのに、何で──」

「ルゥは──アレを襲おそって、ごはん食べようとしてただけなのに」

「────えっ」

　聞き違ちがいだろうか、と勇海が自分の耳を疑うも、ルゥは大真ま面じ目めのご様子だ。思わず絶句してしまう勇海だが、アンは勇ゆう敢かんにもルゥの言動を糾きゆう弾だんしにいく。

「あ、アンタねぇ……襲うなんてダメに決まってんでしょ、山さん賊ぞくかっ！　学外活動で人に危害を加えたら、故郷に強制送そう還かんされる可能性もあんのよ!?　止めてやっただけ、ありがたいと思いなさいってのよ！」

「でも、ルゥはお腹すいた。《人狼ルー・ガルー》は、狩かりする種族。だからルゥは、やる」

「ダメだってんでしょーが！　人間社会のルールを守れって、ただそれだけで──！」

「アンはうるさい。ルゥは孤こ高こうだから、断る。止めるなら、また嚙む。るぅー……」

「〝孤高〟はそんな都合のイイ免めん罪ざい符ふじゃないわよ！　少しは人の話を……ってホントに嚙みに来るなぁっ!?　ちょ……や、やめっ──！」

　ゴーイングマイウェイを地で行くルゥが、再びアンに対して牙きばを剝むく──が、アンが嚙みつかれる直前、咄とつ嗟さに勇海の体が動き、

「───い、いててっ!?」

「うう……ふぇ？　……はっ!?　勇海、アンタ……ナニしてんのよっ!?」

　二人の間に割って入った結果、勇海が右みぎ腕うでをルゥに嚙まれる事となる。ルゥは一いつ瞬しゆん、驚いたような顔をしたが、勇海に嚙みついたまま言葉を漏もらした。

「あむっ……ん、はぁっ。……何だ、自分から嚙まれに来るなんて、変なヤツ。でもまあ、いい……いさみの嚙み心地ごこち、意外と悪くない。ので、ルゥは嚙む。あむあむ」

「なっ……やめなさいよ、ルゥ！　人に嚙みつくなんて最低よ!?　嚙まれてるほうは痛いし、居た堪たまれないのよっ……アンタ、嚙まれてる人の気持ち、考えたコトあんの!?」

（おぉ……アンの言う通りだけど、アンが言うなって感じだ……にしても……っ）

　さすがにルゥも手加減して嚙んでいるらしいが、それでも痛いものは痛い。そもそも、今は人通りが少ないとはいえ、天下の往来で嚙まれ続けている訳にもいかないだろう。

　この状じよう況きようを脱だつするために、勇海に取れる手段は──一つだけある。

（《救世主》の──いや！　《吸精主》の力を使う！　精力を吸うこの力を使えば、エイミの時みたいに一時的に脱だつ力りよく状態にできるはずだしっ……それしかない！）

　腹は決まった。勇海が少し視線を下げると、なおも自分の右腕に嚙みついてくる、ルゥの頭が見下ろせる。ぴん、と立った狼の耳が、格好の標的だ。

（みっ……耳なら、ギリギリ……ノーカンだろっ！　よ、よしっ──いくぞっ！）

　自分に言い聞かせ、勇海はルゥの耳を、はむっ、と歯を立てず口に含ふくんだ──その時。

（よしっ、後は吸うだけだっ！　せーのっ──）

「───きゃんっ!?」

（──お、ふっ？　……い、今の声、何だ？　??）

　勇海はまだ、吸っていない。が、甲かん高だかい嬌きよう声せいを発したルゥは、嚙みついていた口を慌てて離し、両手で自分の耳を押さえ、顔を真っ赤にして勇海に語りかけてくる。

「な、なな……なにする、いさみっ……な、なんでルゥの耳、甘あま嚙がみ……る、るぅ？」

「えっ？　あ、いやっ……（この流れで《吸精主》の力なんて、上手うまく説明できる気がしないぞ……え、えーと）……こ、これで分かっただろ？　嚙まれるほうは、そういう居た堪れない気持ちになるんだ！　だから、もう……やっちゃダメだぞ!?」

「る、る……わ、分かった。いさみが言うなら……ルゥ、もうしない。……るぅ」

「え……そっか？　分かってくれて良かった……けど、何か元気がなくなったような……ど、どうしてもっていうなら、アンはダメだけど……俺には嚙みついてイイぞ？」

「!?　そ、それは……ルゥが、他のヤツを嚙むの……いさみは、イヤ、というコトか？」

「へ？　そりゃまあ、可哀想だし……そうとも言う、かな？」

「……そ、そうか。わかった……もう、アンは嚙まない。いさみだけ、嚙む……」

「……う、うん。できるだけ手加減してもらえると、ありがたいけどな？」

　ちょっぴり早まった約束をした気がする勇海だが、一転して大人しくなったルゥを見て、自分の取った行動を振ふり返りながら考察する。

（そういえば……動物は上下関係をハッキリさせる時、耳を嚙んで自分が上だと主張する、って聞いたコトあるな……いや、ルゥは亜人だから同じには考えられないけど、もしかすると《人狼ルー・ガルー》っていう種族に、似たような習性があるのかも……？）

「はう……これが求きゆう婚こん、か……いさみは意外と、積極的だ……ルゥ、こんなコトされたの、生まれて初めて……許嫁いいなずけ、許嫁かー……るるるーん……」

（……いや、なんか……考え過ぎな気がしてきたぞ。う、うーん……？）

　頰ほおを朱しゆに染めてもじもじとしているルゥに、勇海はどう対応していいのか分からなくなる。が、そんな勇海に対し、アンが後ろから声を掛かけてきて、

「……大したお手前ね。おかげで助かったわ……ありがと、変態耳食はみ男さん」

「あ、いやそんな……変態耳食み男!?　ナニその業ごうの深いあだ名、人聞き悪いぞ!?」

「だって事実じゃない。女の子の耳を食んで喜ぶなんて、さすがドスケベ大魔王よね。意外にも、ユニはご慧けい眼がんだったらしいわ」

「いやドスケベで定着させないでくんない!?　な……何でそんなに怒おこってるんだ!?」

　勇海にはさっぱり分からないが、アンは明らかに気を悪くしている。

　困こん惑わくする勇海だが、その耳に、ふとルゥが漏らした声が聞こえてきた。

「るぅ……おなか、すいた……るるるぅ……」

「！　そっか、もうお昼だもんな。……よし。ルゥ、ちょっとおいで」

「る？　……分かった。ルゥ、いさみについてく」

　微かすかに首を傾かしげたルゥだが、すぐさま素す直なおに頷いた。勇海が向かう先は、先さき程ほども見たホットドッグの移動販売車。それを見み据すえながら、ルゥが小声で呟つぶやく。

「いさみ……やっぱり襲うか？　ルゥ、手を貸すぞ。るぅ、るぅ」

「いや違うっつーの！　そんな山賊みたいなコトしなくても、ごはんは手に入れられるんだよ。まあ、見ててくれって。……すいませーん、ちょっとイイですか？」

　軽く手を上げた勇海が、横向きに構えた車で待機する販売員のお姉さんに声を掛ける。

「えっと、ホットドッグを──ちょっと多めに、四つくださーい。すぐ食べるんで、簡単な包装で大だい丈じよう夫ぶですー」

『はァーい。お買い上げありござーす。ゥーィ、オライッ、オラーイッ♡』

「なっ……何だとーっ。血を流すコトなく食料を確保するなんて、すごいぞっ……いさみはもしかして、只ただ者ものじゃないのかっ？」

「いや、普ふ通つうのコトなんだけどね……ていうかルゥ、学園で習ったりしなかったか？　お店では、商品はお金と交こう換かんするって」

「授業、ほぼ寝ねてる。だから知らん。るぅ、るぅ」

「もういっそ潔いさぎよいな……今度からは、ちゃんと起きて勉強しような。まあそれはそうと、苦手なモノとか食べられないモノってあるか？　抜いてもらえるみたいだぞ」

　ルゥに問いかけると、ピン、と彼女は耳を立て、少し弾はずんだ声を上げる。

「辛からいのっ。辛いの、苦手。……抜いて？」

「ああ、えっと……すいません、マスタード抜いてもらえます？　二個分」

「あと……葉っぱも抜いて。でも、トロトロのは、入れて？　るぅ、るぅ」

「葉っぱ……えーと、レタスも抜いてもらえます？　トロトロのは……チーズかな。じゃ、チーズは全部に入れてください。……これでイイか？　ルゥ」

「うん、よいっ。ルゥ、楽しみ……るぅ、るぅ♪」

「そ、そっか？　ホントに嬉うれしそうだな……あ、もうできたみたいだぞ。はいよ、ルゥ。もう一個は俺が持っておくから、足りなかったら言ってくれよ」

「うんっ。ありがと、いさみ……ルゥ、孤高だから感謝する。るるる……♪」

　孤高だからの意味は全く分からないが、包装紙にくるまれたホットドッグを受け取ったルゥは、とにかく嬉しそうだ。

　ただ──アンはといえば、胸の下で腕うで組ぐみし、先程と同様に不満げな様子で。

「ふんっ……ナニよ。アタシを放ほうって、イチャついて……ばかっ。知らない──」

「──アン！　ほら、コレ……アンの分だぞ！」

「──うっ？　え、あっ……？　あ、アタシの、ぶん？」

　勇海が手に提さげていたビニール袋ぶくろからホットドッグを一つ取り出すと、アンは目を白黒させた。腕組みしていた手を咄嗟には動かせず、まごまごとしているアンに、勇海は軽い調子で語りかける。

「もう昼飯時だし、アンだってお腹空すいてるだろ？　遠えん慮りよすんなって。女の子を腹ペコから救うのも、《救世主》の仕事だからな！」

「い、意味分かんないんですけどっ!?　……け、けど、アタシ……そ、そんな」

「……あっ!?　もしかしてホットドッグ、嫌きらいだったか？　それかルゥみたいに、苦手なモノとか入ってたり……ご、ごめんな、気が利きかなくって」

「えっ!?　や、そういうワケじゃないわよ！　あ、アタシは別に、何でも食べれるし」

「お、そうなのか？　それなら良かった。じゃあ……ほら、どうぞ」

「！　え、えっと……う、うん。…………」

　暫しばし逡しゆん巡じゆんしていたアンが、意を決したように、組んでいた腕うでを解いた。

　彼女は勇海を見つめ、差し出されたホットドッグに手を伸のばそうとする──

「い、勇海……その、ありが──」

「いさみ、いさみー。……いーさーみーっ。ルゥ、これ、どうすればイイ？」

「──とふっ!?　る、ルゥ？」

　──が、勇海を呼ぶ声に遮さえぎられ、アンはホットドッグを受け取る前に手を引っ込めてしまった。なぜか憤いきどおっているアンと一いつ緒しよに、勇海もルゥのほうに視線を向けると、

「も、もうっ、ナニよ、ルゥ！　人がせっかく──ん？」

「ルゥ、どうかしたのか？　どうすれば、って──えっ？」

　そこにはホットドッグを抱かかえ、立ち尽つくしているルゥの姿が。包装紙さえ外していないそれを、もふもふの毛で覆おおわれた両手で、ぐっ、と力を込こめて握にぎったかと思いきや。

「るぅ……んっ、んっ。出てこい、出てこい……るっ！　……あっ」

「「え。……───ッ!?」」

　とぅるんっ、とホットドッグが包装紙から飛び出し、哀あわれ地面に──落っこちる寸前、勇海がダイブし、既すんでの所でキャッチした。

「う──うおおっ!?　あ、あぶなっ……ルゥ、どうしたんだ？　手が滑すべったのか？」

「んー……ルゥの手足、ふさふさ。モノ摑つかむの、苦手。るぅ……」

「あ……そ、そっか。気が利かなかったな、俺。うーん、どうしよ──」

「だから、いさみが──食べさせて？　……るっ」

「ヒューッ、なるほどね。……いや、えっ？　……えええ!?　お、俺が、手ずから!?」

　それすなわち、ラブコメ流派『はい、あーん』の構えである。現状では、確かにそれしかないが、しかし恥はずかしい。人通りが少ないとはいえ、ここは屋外なのだ。

　だが、ルゥは純真にも、あーん、と口を開いて待ち構えている。

「あーん。……？　いさみ、早くする。あーん……あーんっ」

「い、いや、ルゥ……さ、さすがにそれは、恥ずかしいっていうかさ!?」

「る？　……うう、ルゥ、お腹ぺこぺこ……つらい。……るぅ、るぅ……」

　ルゥの切れ長の目に、うるっ、と水分が溜たまる。女の子に泣かれそうになると、勇海は弱い──もはや、できる事は一つだけだ。

「う、うぐっ!?　っ……わ、分かったよ！　こ、これも《救世主》として、女の子を救うためっ……そ、それじゃ、いくぞっ……はい、あーん！」

「！　るっ……いただきますっ。あーん……もぐ、もぐ。……っ！」

　勇海の差し出すホットドッグに、ルゥがかぶりつくと──ぱあっ、と表情が輝かがやく。

「おいひぃ……んっ。いさみ、おいしいぞっ。あむ、あむ、るーっ♪」

「あ、ああ、そっか？　恥ずかしいけど、それなら良かった。……にしても……」

「おいしいし、いさみ優やさしいし……ルゥ、なんか幸せだ。……るるーん」

（……なんか、コレ……餌え付づけしてる気分だ。しかも、こんな可愛かわいい子に。………）

「──ちょっと、勇海。……ねえ、ちょっと？」

「……ほあっ!?　あ、アン？　どど、どうしたんだ？」

　ちょっぴりイケナイ感覚に目覚めかけた勇海……が、不意に肩かたを叩たたかれ、現実に引き戻もどされる。またアンが不ふ機き嫌げんになっているのだろうか、と振り返ってみると。

「ん？　…………えっ？」

　勇海の肩を叩いていたのは、アンの右手──ただし、アンが左手で持っている右手だ。微び妙みようにややこしいが、つまり、また片手が取れてしまったらしい。

　しかしなぜ、いつものようにすぐに治さないのか。勇海が困惑していると、アンは淡あわい光を放つ右みぎ腕うでを持ったまま、更さらにとんでもない事を口走ってきた。
















「あ、アタシの腕、取れちゃったから……こ、このままじゃ持てないし、食べれないから……あ、アタシにも、食べさせなさいよっ！　ルゥと同じよーにっ！」

「えっ。……えええっ!?　な、なんでだ!?　いつものように治せばイイだけじゃないのか!?　べ、別に俺が食べさせなくても……」

「そ、それはっ。……お、お腹なかが、すいて？　だからー……な、治せなくて？　ごはん食べたら、治せるようにー……なるっ。……みたいな？」

「えっ……そ、そうなのか？　……腹ペコだと魔ま力りよくが足りなくなる、とか？」

「へ？　……あ、うん、そう。……お、女の子の体って、不思議だから？」

「そっか……アン本人が言うんだから、そうなんだろうな……仕方ないよな……」

「……ソ、ソウソウ。シカタナイノ。アンデッド、ウソツカナイ」

　若じやつ干かん、騙だまされている気がしてきた勇海だが、アン自身が言うのだから信じるしかない。腹を括くくった勇海が、羞しゆう恥ちを押し殺し、空いている手でホットドッグを差し出す。

「じゃ、じゃあ……ど、どうぞ」

「う、うおぅ。ぃ、いただきます……ぱくっ。……もく、もく」

「……ど、どーだ、うまいか!?　はっはっは、さあ、たんと食えーっ！」

「……ぅ、ぅん。……んぐ、んぐ……」

「は、はは……ははは。…………」

　今の勇海は、右手でアンに、左手でルゥに、ホットドッグを食べさせている。黙もく々もくと咀そ嚼しやくし続ける美少女二人を見下ろしながら、勇海は遠い目をした。

（………なんだこの状じよう況きよう………）

「ん、んんー……いさみ、もう一個、ちょーだい？」

「……あ、うん、分かった。ちょっと待っててな。えーと……はい」

「わーい。はくっ、はくっ。んん……おいしー。るーっ♪」

　遠とお吠ぼえのようなルゥの幸せそうな声を聞き、まあ当人が幸せそうなら良いか、と勇海は割り切る事にする。ただ、アンは食べながらも、顔を紅あかくしていたが。

「う、うう……アタシ、ナニしてんだろ……もぐ、もぐ」

　それには勇海も心底同意だが、気を遣つかって口には出さない。そろそろアンも食べ終わるかという頃ころ、ルゥはペロリと二個目を平らげていて。

「けぷ。……おいしかった、るーっ。いさみ、ありがと。ルゥ、孤こ高こうだから感謝する」

「あ、ああ、孤高だからの意味は相変わらず分からんけども……どういたしまして。あっ、ほら、口にケチャップついてるぞ。拭ふくから動くなよ、っと……」

　勇海が紙ナプキンを取り出し、ルゥの口元を拭ぬぐうと、彼女は目を細めて喉のどを鳴らす。

「ん。んんー……至いたれり尽くせり、ルゥ、まんぞく。るるる……るるるぅ……」

「……！　もぐもぐごっくん！　い、勇海、アタシも食べ終わったわよ！　ほら、早く拭いてよ！　もうっ、気が利かないわね！」

「え、あ、ああ……じゃあ、もう一枚取り出して、と……よいしょ」

「ん！　ふ、ふぐぐ……うう、ナニコレ……変……変だぁ……んんっ。……きゅう」

　勇海がアンの口を拭き終えると、ぷしゅーっ、と彼女は蒸気を噴ふく勢いで顔を真っ赤にする。もはやちゃんとケチャップを拭けたのかさえ分からないレベルだが、対照的にマイペースな事に定評のあるルゥは、くぁ、と吞のん気きにあくびしていた。

「くぁ。……んん、ルゥ、お腹いっぱい。……眠ねむくなってきた。ので、集合場所、戻って……寝る。るぅ、るぅ」

「自由か！　いや、別にイイんだけど、ホント気ままな子だなぁ……まあ向こうには、ミリィやティティ先生もいるはずだし、大丈夫か。えーと、アンはどうする？」

「……あ、アタシも、つかれたから……もどる。ルゥにも、つきそわないと、だし……」

「お、おお、ホントに疲つかれてるっぽいな……ルゥ、もう嚙かんだりしちゃダメだからな？」

「！　う、うん……わかってる。嚙むの、いさみだけ……ルゥ、生しよう涯がい、誓ちかう」

「しょ、生涯？　そこまで深刻にならんでもイイけど……う、うん、まあ、頼たのむな？　それじゃ俺は……次は来夢のサポートにいかないと。えーと……ん？」

《ＥＰＳ》を取り出そうとした勇海が、表通りに続く道から喧けん騒そうが聞こえてくるのに気付く。何の騒さわぎか、と耳を澄すまし、聞こえてきた単語は。

『お、鬼おにだ……鬼が出たぞ……！』『や、ヤベェ……ヤベェよ……！』

「？　鬼って、《亜人》のコトか？　えーと、表通りのほうには、今……」

《ＥＰＳ》の画面を確認すると、来夢を示す水色の丸印と、すぐ傍そばに無色の丸印が確認できる。二つの丸印は、先ほど勇海が通り過ぎた辺りにあった。

「来夢のほうで、何かあったのかな……アン、俺、行ってくるから……ルゥを頼むぞ！」

「ん。……分かってるわよ。こっちは大だい丈じよう夫ぶだから、行ってきなさい」

「ああ、任せた！　それじゃ、また後でな──！」

「る？　いさみ、行くのか……ルゥ、残念。またなー。あとでなー」

　もふもふの毛で覆われた手を振ふって、ルゥも送り出してくれる。勇海はよそ見をする事もなく、人通りの多い表通りへの道を駆かけ抜ぬけるのだった。




　勇海が脇わき目めも振らず駆けるのを──いや、先程からずっと彼の仕事ぶりを見つめていた、燃えるような紅ぐ蓮れんの瞳ひとみがあった。

「……い、イサミ……？」

　街路樹の陰かげに隠かくれ、様子を窺うかがっていたエイミが、困こん惑わくの表情を浮うかべる。

「なんで、イサミ……アンやルゥと、あんなコト……あれじゃ、あれじゃ、まるで……」

「くんくん……る？　アレは、ドラゴンの……エイミか？　おーい、ナニしてる？」

「！　っ……っ、ふんっ！」

「？　……どしたんだ、アイツ。……？　何だ……他にも変な臭におい、する？」

　首を傾かしげるルゥに構うことなく、エイミは勇海を追って駆け出した。




　　　　■■■




　元来た道を戻り、表通りを駆ける勇海の目に、人だかりが飛び込んでくる。《ＥＰＳ》に表示されている来夢の位置とも合がつ致ちし、何かが起こっているのは明白だ。

　人の波を泳ぐようにかき分け、苦労して進んだ勇海が──全長２Ｍ以上はあろうかという、長方形の大おお盾たてを持った女性像の横に、水色の髪かみの少女を発見する。

「あっ……おーい、来夢！　はあっ……分かりやすいトコに居てくれて、助かったよ」

「えっ？　あっ……勇海さん!?　こっちにも来てくれたんですかっ？」

「そりゃもちろん……で、何かあったのか？　すごい騒ぎだけど……ん？　っていうか一人か？　もう一人分、誰だれかが近くにいる反応があったのに……」

「え？　い、いえ、一人じゃないですよ？　その、ちゃんと……」

「？　……っ。ふう……わ、悪い、走りっぱなしで疲れて……一息ついていいか？」

「あ、は、はいっ。……え？　い、勇海さん──それはっ!?」

「？　よ、っと──」

　来夢が何やら手を伸のばして制止してくるが、一歩遅おそく──勇海は小休止を取ろうと、真横にあった女性像に手をつく……と。

「───きゃっ」

「…………えっ？」

　その感かん触しよくは、明らかに像の硬かたさとはかけ離はなれていた。予想外の柔やわらかさと人ひと肌はだの温かさを手のひらに感じた勇海が、恐おそる恐おそる顔を上げ、声の主の顔を確認すると。

「あらあら～……お腹になんて触さわられたら、くすぐったいわ～。もう、ダメよ～？」

「──────」

　そこには、見るからに優しそうな美女の顔があった。作り物では有り得ない、春の陽ひ射ざしを思わせる微び笑しようを湛たたえる──そんな彼女のお腹に、不ぶ躾しつけにも手をついていた勇海は。

「ごごご──ごめん!?　その、気付かなくって……あ、いや！　何て言ったらイイのか、その……と、とにかく悪かった！」

　どう弁解しても失礼になる気がして、勇海はただただ謝り倒たおすしかない。平手打ちの一発くらいは覚かく悟ごする勇海に、彼女の取った行動は。

「うふふ、別にイイのよ～。悪気があったワケじゃないし、気にしてないわ～」

「!?　お、おお……何て心の広い……うう、ありがたや、ありがたや……！」

　聖母の微笑と寛かん容ようさで許してくれた彼女に、勇海も思わず手を合わせて拝んでしまう。そんな珍ちん妙みような行動を取る勇海に、横から来夢が口を挟はさんできた。

「い、勇海さんっ。そんなことしてたら、目立っちゃいますよう……ただでさえ、こんなに注目を集めちゃってるのに……」

「あ……そ、そうだよな。後光が差してる気がして、つい……ていうか、注目を集めるのも無理ないか。こんなに、その、えーと……色々と、うん、大きい子だし」

　勇海が言いにくそうにするのも、無理はない。恐らく《亜人》としての特とく徴ちようだろうが、とにかく彼女は大きい──身長が、というだけではなく、まさに勇海には言いにくい……そう、胸であったり、臀でん部ぶであったり、そういった部分も含ふくめてだ。

　学園の女子制服がはち切れんばかりのスタイルに、それでも引っ込むべきところは引っ込んでいる、豊ほう穣じようの神に贔屓ひいきされていそうな彼女について、来夢が説明してくれる。

「彼女は《鬼オーガ》族、別名《オーグリス》ともいう亜人の──鬼き怒ぬ川がわカナ子こさんです。その、見ての通り大きくて……力の強い種族さんで……」

「ああ、力が強いのも何となく分かるよ。あんな大きな盾を軽々と持ってるしさ。アレのせいで一いつ瞬しゆん、像かと思っちゃったし……《鬼》の文化か何かで持ち歩いてるのか？」

「えっ。……あ、いえ……あれは盾ではなく……というか、鬼怒川さんの私物でさえない、と言いますか……注目を集めている原因、と言いますか……」

「へ？　盾じゃない、って……じゃあ一体、ナニを持ち歩いてるんだ？　??」

　勇海が疑問を呟つぶやきつつ、《鬼》の亜人たるカナ子が持つ、長方形の物質を指差すと──その答えは、ざわめく群衆の中の一人が、少し離れた場所から声を上げてきた。

『あ、アンタっ──うちの店の扉とびらに、ナニしてくれてんだよッ！』

「えっ。……えっ、扉？　えっ？」

　カナ子を指差して叫さけんだ中年男性の発言を、勇海は暫しばらく吞のみこめなかった。が、長方形の物質をよくよく見れば──確かにそれは、扉だ。アンティーク調の、木製扉である。

　すぐ傍のアンティーク店に目を向けると、確かに扉の引きちぎられたような跡あとが確認できた。衝しよう撃げきの事実を前に愕がく然ぜんとする勇海に、来夢が事情を説明してくれる。

「その、鬼怒川さんの〝問題〟は、《鬼》の持つ強大な力をセーブできないことに直結してしまって……本人は加減してるつもりでも、こうして色々な物を簡単に壊こわしてしまい……それが原因で、今まで〝学外活動〟にも出られなかった、というわけで……」

「いや、扉をもぎとるほどってどんだけ!?　……ま、まあ本人にも抑おさえきれないんじゃ、仕方ないよな……何とか店の人を説得して、理解してもらおう！」

「は、はいっ。わたし……頑がん張ばってみますっ。あ、あのう──」

　勇海に宣言した来夢が、ふんすっ、と気合を入れ、怒いかれる男性に弁解しようとした。

「さ、先ほどから説明しているように……修しゆう繕ぜんの手配と費用は、《聖デミグリーン学園》で受け持ちますからっ。ですから、そんなに興奮せず……」

『──うるせぇっ！　そういう問題じゃねぇんだよっ！』

「ひんっ!?　あ、あう……あうあう」

「！　来夢……大丈夫か!?　俺の後ろに下がるんだ！」

　野太い声で一いつ喝かつされた来夢が、怯おびえて縮こまってしまう。彼女を自分の背に隠しながらも、勇海は店主と思おぼしき中年男性の心情も察した。

『弁べん償しようとかっ……そんなんで済む問題じゃねぇっ！　さっきから言ってんだろ……！』

「っ。……そうだよな、自分の大切なモノを傷つけられれば、誰だって怒るよな……よし、オッサン！　俺なんかじゃ不足だろうけど、俺にも謝らせて──」

『許してほしけりゃ──おっぱいを！　揉もませてくださいッ！　オナシャスッッッ!!』

「おいナニ言ってんだこのクソオヤジィ!!」

　別に謝らなくていいような気がしてきた。何とも下世話な欲望を吐はき出した店主だが、彼の、そして彼にツッコむ勇海の興奮は止とどまるところを知らない。

『俺の大切な店をっ……ぶっちゃけ何の苦労もなく親しん戚せきから譲ゆずり受けたもんで別に思い入れもないし、アンティークにも興味ねぇからやる気もないし、赤字続きでさっさと売うっ払ぱらいてぇくらいだけど……俺の大切な店を滅め茶ちや苦く茶ちやにしやがって、チクショウッ！』

「なんかもう潰つぶれてイイような気がしてきたけど!?　そんな大切でもないだろ!?」

『だから──おっぱい揉ませてくださいってんだよッ！　あ、それと扉の修理もね』

「もはやおっぱいがメインじゃねーか！　ただのイチャモンだろソレェェェ！」

　勇海も思わず荒あらぶるが、しかしこんな街中で、このような醜しゆう態たいを晒さらしている店主に、他者からの眼めは当然ながら冷たく──！

『うん、わかるわ』『ああ、あのおっぱいだもんな』『鬼おっぱいには敵かなわねーわ』

『おっぱい！』『おっぱい！　おっぱい！』『パイオツカイデーチャンネー！』

「あっこの街が滅ほろぶべきなのかな!?　どいつもこいつもド変態だよチクショウ！」

　野や次じ馬うまの男共は盛り上がり、道行く女性は虫を見るような目を彼らに向けるも──この異様な雰ふん囲い気きを前に、人一倍は体の大きな《鬼》の少女が、頰ほおに手を添そえて呟いた。

「あらあら～……う～ん、困ったわ～……どうしましょう～」

「！　………ッ」

　カナ子が困り顔を見せた、瞬間──勇海が彼女の巨きよ体たいを庇かばうように割って入り、沸ふつ々ふつと煮に立たつような怒いかりを爆ばく発はつさせた。

「──アンタら、いい加減にしとけよッ!?」

「！　……あ、あらあら～？」

「一人の女の子に寄ってたかって……おっぱいはナイだろ、おっぱいは!?　恥はずかしいと思わねーのか!?　いい大人が、年とし頃ごろの女の子に向かってさぁ!?」

『な、何だアイツ……正論吐きやがって！』『全くだぜ、正論だから言い返せねぇが！』

『正直どうかしてたもんな俺達！』『おっぱいに……狂くるわされたのさ……』

　悪ノリしていた野次馬にも良心は残っていたらしい……が、（一応の）被ひ害がい者しやであるアンティーク店の店主は、しつこく食い下がってきた。

『ふざけんじゃねえっ……おっぱい！　あ、違ちがう。俺の、俺の心の傷をッ……どうおっぱいしてくれるんだ!?　……じゃなく、違う違う。えーと、そう……おっぱいだ』

「こっちに非がなかったら、二、三回は確実にどついてるからなアンタ！」

　事実、勇海は結構前から握にぎり拳こぶしを作っていた。もうどついちゃっていいかな、と軽く憤いきどおりつつ、店主に言い返そうとした勇海を──遮さえぎったのは、意外にもカナ子で。

「転入生くん……えーと、勇海くん、だったかしら～？　……ありがとうね～」

「え……き、鬼怒川さん？　いや、こんなの《救世主》としちゃ当然で──」

「カナ子、でイイわ～。うふふ……勇海くん、私のことを庇ってくれて、ありがとう～。だから私も、勇気を出して……自分でも謝ってみるわ～」

「えっ？　ちょ、鬼怒川さん……いや、カナ子さん!?　そ、それはダメだ──！」

　今そんな事をすれば、火に油を注ぎかねない。危き惧ぐした勇海が言い聞かせようとするも、カナ子の一歩は大きく、離れて文句を言っていた店主の前に一瞬で辿たどり着いてしまう。

「あの～。えっと、ですねぇ～……そのぉ～」

「!?　ななななんでい、デカい図ずう体たいしやがってっ。喧けん嘩かでもおっぱじめようと……えっ!?　おっぱい始めようと!?　くそっ、くそっ……ありがとうございますチクショウ！」

「ダメだあのオッサン今すぐどつくしかねぇ！　うおおおっ！」

　勇海が拳を振ふり上げて猛もうダッシュするも、距きよ離りが空きすぎている。今にも店主が魔ま手しゆを伸ばしそうだった、が──先に動いたのはカナ子のほうで。

「──ごめんなさ～いっ」

「え───お、ぶわっふ。……えっ……」

（え？　……お、おおっ？）

　その時、突とつ風ぷうが巻き起こった──巻き起こしたのは、カナ子だ。とはいえ、カナ子は思い切り頭を下げただけ。けれど、それだけで、突風が起こったのである。

「え、え……お、おっぱ……ひっ……ヒイッ」

　つい先ほど、その風圧を真正面から喰らった店主も、ようやく目が覚めたのだろうか。常識外の巨体と、扉さえ軽々と引きちぎる膂りよ力りよく。本来なら一目見れば分かる、圧あつ倒とう的な力量差を自覚してか、もはや恐れおののく事しかできないらしい。

　しかし当のカナ子は、そんな事とは露つゆ知しらず、誠心誠意の謝罪を口にした。

「私、綺き麗れいなアンティークや小物に興味があって～……けどまさか、扉を引きちぎっちゃうなんて、自分でも思ってなかったの～。本当に、迷めい惑わくかけちゃったわ～」

「……ア、イエ、ソンナ。ボクノホウコソ、オッパイ、トカ、アノ」

「けど～、お胸はダメよ～。私も女の子だし、そういうのは好きな人にだけ、ね～？　だから私には、こうして謝ることしかできないの～……ごめんなさい～っ」

「ンボエッ。……イエ、モウイイデス。ゴメンナサイ。コロサナイデクダサイ」

　カナ子が頭を下げるたび、ぶわっ、と突風が店主を襲おそう。結果、店主は震ふるえながら後ろへ引っ込んでしまい、カナ子は屈くつ託たくのない微笑ほほえみを勇海に向けてきた。

「やったわ、勇海くん～。私、許してもらえたみたい～。うふふ、よかった～」

「アッ、ハイ。……と、とりあえず、カナ子さん、来夢……今すぐここを離はなれようか」

「？　よく分からないけど、分かったわ～。うふふ、行きましょ～？」

「は、はい、勇海さん……鬼怒川さんも、できるだけ早く、急ぎましょうっ」

　先導する勇海に、カナ子は頷うなずき、来夢もぴたりと後ろをついて来る。壊れた扉は店先に立てかけ──《破壊者クラツシヤー》カナ子にざわめく表通りを、勇海達は急ぎ足で後にした。
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　幸い、わざわざ追いかけて来るような暇ひま人じんはおらず、勇海達は早々に人目を避さける事ができた。最さい後こう尾びを走っていた来夢が息を切らせ、首にかけていた水すい筒とうで水分補給する。

「ぜえ、ぜえ……ご、ごくんっ。はあっ……た、大変でした、ねっ……ふ、ふうっ」

「あ、ああ、うん。……来夢、大だい丈じよう夫ぶか？　すごい汗あせで──」

「お汁しるですけど。……それはともかく、わたし、体力不足で……でも水分を摂とれば、すぐ回復しますからっ。ごくんっ……ふうっ。ほら、もうお汁、おさまりましたよっ」

　汗ではなく汁と言い張りたい乙女おとめ心ごころは謎なぞだが、来夢の顔色は確かに良くなっている。

　とにかくやっと、一段落──というところで、カナ子が勇海に微笑みかけてきた。

「勇海くん……さっきはありがとうね～。うふふ、勇海くん、かっこよかったわ～」

「へ？　いやあれくらい、当たり前だって。普ふ通つうだろ？」

「そんなことないわ～。ほら私、体がちょっぴり大きいでしょう？　だから今まで、誰だれかに庇われることなんて、一度もなかったの～……うふふ、私、ときめいちゃった～」

「！　……そっか……そっか！　いや、ちゃんと救えたなら、ホントに良かったよ。《亜人ちゃん救世委員》として、冥みよう利りに尽つきるな！」

「うふふ、そうよ～。私、救われちゃったわ～。……でも、ついでと言ってはなんだけど～……もう一つ、勇海くんに、救ってほしいの～……聞いてくれるかしら～？」

「？　そりゃもう……俺にできるコトなら、何でも。それで──何なんだ？」

　勇海が豪ごう快かいに頷くと、カナ子は絶えぬ笑顔に更さらなる喜色を上うわ塗ぬりし──こう言った。

「じゃあじゃあ──ぎゅ～っ、ってさせてねっ？　うふふ～……ええーいっ♪」

「オウヨ！　……えっ？　ぎゅう……牛？　えっ、何を──ふぉ、ふぉおおうっ!?」

「!?　えっ……い、勇海さんっ!?」

　安やす請うけ合いしてしまった勇海が、問い返す間もなく──驚おどろく来夢を尻しり目めに、勇海はカナ子に正面から抱だきしめられた。だが、正面からという事は、つまり。

「!?　ちょ、当たって……っていうか、う……埋うずまってる!?　む……む、胸ェェェ!?」

〝それ〟は彼女自身、先ほど必死で守り抜ぬいたはずの純情──たわわに実りし禁断の果実は誘ゆう惑わくする小こ悪あく魔まのように、アダムとイブを禁きん忌きの園そのへ導くというのか。

　軽く思考が意味不明な勇海だが、包まれるような柔やわらかさの中に、異変を覚える。

「あ、ああ、これ、ヤバ……ん？　う、う……いでっ!?　あ……あだだだだっ!?」

「はぁ～……素す敵てきだわ、勇海ちゃん～……と～っても、落ち着いちゃう～……」

「いやその割には凄すごい力なんですけど!?　ちょ、カナ子さん……カナ子さーんっ!?」

　もはやプロレスのベアハッグを喰らっている状じよう況きよう──万力で締しめ上げられているような痛みに悶もだえる勇海だが、そこで来夢が制止に入ってきた。

「だ、ダメです、鬼怒川さん!?　羨ま……じゃなくっ……あっ、鬼怒川さんは力が強いんですから！　それ以上やったら、勇海さんがしめやかに爆発四散しかねないですよ!?」

「怖こわいコト言わないでくれる!?　シャレにならないから、現実になりそうだから！」

　事実、このままでは本当に危険だ。先ほど破壊された扉とびらの有様を思い出し、勇海は背筋を冷やす……が、カナ子は抱きしめる手を離さない。

「でもでも私、力が強いせいで、誰とも触ふれあえなくて～……寂さびしいの～。それに、こんな風に誰かを『抱きしめた～いっ』って思うの、初めてで～……自分でも止められないわっ。……ん～、けど確かに、勇海くんが爆発したら困るし～……あ、そうだわ～」

　閃ひらめいた、とばかりにカナ子は、一つ提案してくる。

「私が抱きしめてる間、私の《鬼》の力を──勇海くんの《吸精主》の力で吸っちゃえば、万ばん事じ解決ね～っ♪」

「……えっ!?　か、カナ子さん……何で俺の《吸精主》の力を知って!?」

　秘密の漏ろう洩えいに戸と惑まどう勇海に──横から来夢が説明してくる。

「あ、あの……《吸精主》の力のことなら、勇海さんの転入前にミリィさんが説明してくれましたよ？　それはもう、すっごく嬉うれしそうに……自分のことのように自じ慢まんげに」

「ミリィの口の軽さたるや！　……ま、まあ、別に秘密ってワケでもなかったし、いいけども……ん？　けど、吸うって……この状況で、どこから？」

　勇海の力は〝口で吸う〟ことで発動する。つまり、どこかに口を付ける必要がある。しかし抱きしめられている状態で、一体どこに口付けできるというのか。

　思案に暮れる勇海と来夢だが、カナ子はあっさりと──爆ばく弾だん発言をぶちかます。

「ううん、そうね──こうなったら、お胸しか……ないかしら～？」

「「──────」」

　勇海と来夢は、言葉も出なかった。人目が少ないとはいえ、屋外である。こんな所で胸を吸うなど、通報モノだ──呆ほうける勇海に代わり、来夢が慌あわてて反論した。

「だ、ダメに決まってるじゃないですかぁ!?　そんなの、もはや事案ですよ、事案！」

「え～……でもでも、それじゃどうするの～？　このままじゃ、勇海くんが～……」

「手を離せばイイと思うんですけどっ!?　……う、うう～、分かりましたっ……だったらわたしが、何とかしますっ！　え……ええーいっ!?」

「う、うぐぐっ……えっ？　何とか、って……ら、来夢!?」

　言い放った来夢が、次の瞬間──首にかけていた水筒を頭の上で傾かたむけ、思い切り水を被かぶる。その突とつ飛ぴな行動に驚く勇海だが、びしょ濡ぬれの来夢は冷静に語りかけてきた。

「勇海さん……わたしが水分不足で狂きよう暴ぼう化するのは、初めてお会いした時、見せちゃいましたよね？　《スライム》の力を抑おさえられず、膨ぼう張ちようし、手当たり次し第だいに水分を求めてしまうんです。ですが、逆に……水分を大量に被ると……どうなると思います？」

「え？　な、なんだ？　……も、もしかして、凄い力を得るとかっ──！」

「そう──柔らかくなるんです！　それも、とても……す～っごく、ですう！」

「超ちよう地味！　……あ、いや、す、スゴイッスネ！　え、でも……そ、それで？」

　一体この状況を、どう打開しようというのか、全く見えてこない勇海に──

「っ、え……え────いっ！」

「え──お、おおっ!?」「きゃっ。あらあら、冷やっこ～い♪」

　軟なん体たい化した来夢が、気合一声──ぬるっ、と二人の間に割り込んできた。突とつ然ぜんの事に戸惑う勇海だが、カナ子から受ける力が明らかに緩かん和わされ、先ほどより楽になる。

「こ、これは……はっ!?　まさか、来夢がクッションに!?」

「……は、はい。どど、どうです……？　わ、わたしなら、潰つぶされませんし……これなら勇海さんも吸わなくてイイですし、鬼怒川さんも抱きしめられますし……うぃ、ウィンウィン……そう、ウィンウィンですよっ！　……うぃん、うぃん……」

「えっ、究極生命体？　……いや、確かに助かるけど……来夢、何か様子がおかしいぞ!?　名前に〝ベス〟って付きそうなくらい顔も真っ赤だし、無理してるんじゃ……!?」

「……はっ!?　い、いえっ、そんなことないです!?　だ、大丈夫ですっ……はう……」

「ほ、本当か？　ならイイんだけど……にしても、これ……こ、この状況……」

　小こ柄がらな来夢を間に挟はさみ、最後の一画がやたらと長い〝川の字〟となった今──その最後の一画たるカナ子が、待ち望んだ温ぬくもりを遠えん慮りよなく全力で抱きしめると。

「うふふ……えーい、ぎゅーっ♡　わあ～、うふふ、嬉しいわ～♪」

（うぐっ!?　う、うおお……来夢がクッションになってくれてるおかげで、何とか耐たえられる……けど、これ……これ……っ!?）

　下手に余よ裕ゆうができた事で──自分の顔面を包む、たわわに実った禁断の果実を、何よりも柔らかなその感かん触しよくを、存分に堪たん能のうさせられてしまう。

（あっ、これ……あっ、もうダメだな、俺。うん……あっ、おっぱ、あっあっ）

　結局、カナ子の胸に顔面を埋める形になってしまった。吸うのよりはマシなのだろうか。ちなみに、今度は勇海の胸に飛び込む形となっている、来夢はというと。

「は、はわわっ……これ、これっ……だ、ダメです、ダメなやつですっ……わたし、わたし……へ、変になっちゃいますうぅ……ふ、ふわわわーっ!?」

（ああホント、ダメだよコレ……なんだコレ、来夢、超ぷにっぷにしてるよ……しかも顔全体も一いつ緒しよに柔らかいよ。柔らかダブルだよ……ダメになるよ……）

　いつもより柔らかな来夢が勇海の胸に、勇海の顔がカナ子の規格外の胸に──男を駄だ目めにする柔らかさを体の全面で受け、勇海は心神を喪そう失しつしかけている。

　その地じ獄ごくが、いや天国か──とにかく、どれだけ続いただろう。勇海がひっそりと息を引き取りそうになった頃ころ、ようやくカナ子が力を緩ゆるめてくれた。

「──はあっ。とっても良かったわ～……やっぱり人ひと肌はだの温もりって、大切よね～。学園に来てから……ううん、お母さん以外、初めてかも～。うふふ……ステキだったわ～」

「オッフ。……はっ!?　ご、ごほんっ！　ま、満足して貰もらえたなら、死んだ甲か斐いがあったよ。……あれ？　俺、生きてる？　さっき確かに、天国を肌はだで感じたような……」

「？　うふふ、よく分からないけど～……ね、勇海くん。私がまた、寂しくなっちゃったら……またこうして、抱きしめさせてくれるかしら～？　私を救うと思って～……もちろん今回みたいに、来夢ちゃんと一緒でもイイし……〝吸う〟ほうでも、イイから～」

「……えっ!?　い、いや、吸うのはともかく……程ほどになら、分かったよ」

「うふふっ、嬉しい～。ありがとうね、勇海くん～……これから、楽しみだわ～♪」

　るん、と色んな意味で胸を弾はずませるカナ子は、仕草だけなら年相応にも思えた。その豊満な肢し体たいからは目を逸そらして勇海が頷くと──眼下に、沸ふつ騰とうしそうな来夢を見つける。

「い、いさみ、ひゃん……わ、わふ……あんっ。きゅ～……？」

「お──おおお!?　ごめん来夢、抱きっぱなしだった!?　す、すぐ離れるからな!?」

　慌てて勇海が離れると、来夢はふらふらになりつつ口を開いた。

「い、勇海さん……わら、わた、わたひ……集合場所、戻もどりまふね……その、お水、補給しないとですし……た、倒たおれちゃいそ、にゃので……ぷしゅ～」

「お、おお……大丈夫か？　ちゃんと歩けるか？　送っていくぞ？」

「は、はうっ。そ、それは、助かりま──……あれっ？　……あ、あなたは……」

「？　来夢、どうかしたか？　俺の後ろに、誰か……ん？」

　来夢の視線に促うながされ、勇海が振ふり返ると、そこには──金色の髪かみを靡なびかせる美少女ドラゴン、エイミがいた。相変わらず付いて来ていたのだろうが、しかし様子がおかしい。

「イサミ……イサミの、イサミのっ……」

「え、エイミ、どうしたんだ？　俺が何か──」

「───イサミの、バカぁ！」

「!?　え、ちょ……ば、バカって、何で!?」

　突然の罵ば声せいに心当たりなどなく、勇海は面めん喰くらってしまう。が、エイミはぷるぷると肩かたを震ふるわせ、体の所々から《金きん炎えん》を漏もらしつつ不満をぶちまけた。

「イサミはっ……わ、私とのデートは、後回しにしたクセにっ……さっきから皆みんなと、イチャイチャしっぱなしじゃないかっ！　……あれって、デートだろうっ!?」

「……はっ!?　いやいや、違ちがうって!?　これは〝学外活動〟の一いつ環かんでっ──」

「手ずからごはん食べさせたり、抱き合ったり……そんな学外活動、あってたまるか！」

「そこはちょっと否定しきれないけども！　で、でも……誤解だって!?」

「噓うそだっ！　私とは、デートしないくせにっ……そんなに……そ、そんなに……」

　幾いく度どか逡しゆん巡じゆんし、躊躇ためらうような素そ振ぶりを見せたエイミだが──やがて堰せきを切ったかのように、その言葉を吐はき出す。

「そんなに、私が嫌きらいなら──そう言えば、いいだろうっ！」

「!?　なっ……ち、違う！　エイミのコトを嫌いだなんて、全然思ってないって──」

「うるさいっ、聞きたくないっ！　イサミなんてっ……嫌いだあっ！」

「──!?　え、エイミ……ちょ、待ってくれ──！」

　勇海が止めるのも聞かず、エイミは金色の残り火のみを落とし、涙なみだながらに走り去ってしまう。そんな彼女の後姿を目で追う来夢が、慌てた声を上げてきた。

「あっ──エイミさん、ダメっ!?　向こう側は、もう〝学外活動〟の範はん囲い外がいですっ……許可範はん囲いを越こえたら、学園に罰ばつせられちゃうかも──う、くっ……は、はあっ」

「！　来夢、無理するな！　エイミは俺が追いかけるから、来夢は戻って水分補給して……ミリィに事情を説明してくれ！　頼たのんだからな……それじゃ、行ってくる！」

「は、はい、勇海さんっ……境界線には学園の先生も待機してるはずですっ。そこで止められるはずなので、必ず追いつけますっ……エイミさんを、お願いしますね！」

「勇海くん、頑がん張ばってね～。私も、応おう援えんしてるから～。うふふ～」

　切せつ羽ぱ詰つまった来夢の声と、のんびりとしたカナ子の声に送りだされ、勇海はエイミを追って全力で駆かけだした。
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　嫌いだ──そう言い放った勢いで駆け去ったエイミだが、その足は早々に止まる。

「うう……私、何でイサミに、あんなコト……」

　心臓の鼓こ動どうが速くなっているのは、走ってきたのだけが原因ではないだろう。自分の胸を片手で押さえながら、エイミはそれでも頭を振った。

「ッ……いいや、やっぱりイサミが悪いっ！　他の女と、あんなに仲良くしてっ……私とのデートは、後回しにしたくせにっ……なのにっ……っ」

　不満を呟つぶやきながらも、本当はエイミにも、分かっている。勇海はきっと、彼女達のために駆け回っていたのだ。勇海はきっと、そういう男なのだから。

　ワガママを言っていたのは、自分だけ──勇海の話を聞こうともせず、彼を困らせるばかりで。それを自覚しているからこそ、エイミは自己嫌けん悪おに苛さいなまれた。

（……イサミに、合わせる顔がないな……イサミが学園に転入するまでは、会いたくて仕方なかったのに……はあ、私の馬ば鹿か……意地っ張り……）

「──ちょっと、そこのキミ？　うちの学園生よね。ここから先へは行けないわよ？」

「…………ん？」

　不意に呼び止められ、エイミの意識が現実に引き戻される。声を掛かけてきたのはエルフの教員らしく、エイミは自分が活動範囲の境界に来ていた事にようやく気付いた。

「ああ……いつの間にか、こんな所まで来てたのか。……ふん、言われなくても、この先になんて用はない。すぐに戻るから、気にするな」

「そ、そう？　それならイイんだけど……それじゃ〝学外活動〟も、もうすぐ終しゆう了りようの時間だし、早く集合場所に戻りなさ………えっ？」

「？　何だ、何を見て……──っ!?」

　エイミが振り向いた、その瞬しゆん間かん──投と網あみのように、上空から網状の物体が覆おおい被かぶさってきた。そのまま締しめ付けるように拘こう束そくされるが、無む抵てい抗こうでいるエイミではない。

「っ、何だ、こんなものっ……一瞬で焼き尽つくして──うっ!?」

　エイミが炎を放つも、覆い被さってくる何かに触ふれた瞬間、霧む散さんしてしまう。まるで異物が混じったかのような違い和わ感に、エイミは自分を覆う物の正体を推測した。

（これは、まさか……火ひ鼠ねずみの皮が編み込まれているのか!?　しかも……何だ、この臭においは……頭が、クラクラする……く、くそっ……）

　エイミを覆う網から漂ただよう臭い──それを吸い込むたび、まるで〝眠ねむりの魔ま法ほう〟でも掛けられているかのように、意識が不ふ鮮せん明めいに、ぼやけ、遠のいていく。

　エイミに辛かろうじて確かく認にんできたのは、先ほど話していたエルフの教員だが、しかし。

「ッ、アナタ達は、人間……？　……ふん、魔力も感じられない程度の存在が、我々エルフを侮あなどるな──あ？　……きゃっ!?　め……目がっ……!?」

　何かが破は裂れつしたような音の直後、一筋の閃せん光こうが[image: ]ほとばしり、エルフの教員が目を押さえて蹲うずくまる。外傷はないようだが、ショック状態なのか、身動きさえできないようだ。

　その間にエイミは、己おのれを搦からめ捕とる網ごと引っ張られ、四角形の大きな車……恐おそらくトラックの荷台に引きずり込まれてしまう。

　対応の暇ひまさえない、ほとんど一瞬の出来事だった。為なす術すべもなく、もはや縋すがれるものもない──けれど、エイミの脳のう裏りに浮うかぶのは、唯ただ一ひとつ。

（……イサ、ミ……イサミ……）

　その名を、彼の顔を、頭の中で幾度か思い浮かべた──その時。

「エイミィ────ッ！」

（！　え、あ……ま、まさか……？）

　今一番、合わせる顔がなくて──今一番、会いたい人の声が、エイミに届く。

　エイミは網に巻かれたまま、意識が途と切ぎれそうになるのを堪こらえ、靄もやが掛かったようにぼやける視界で、その姿を懸けん命めいに映し出そうとする。

　けれど荷台の扉とびらは、無情にも左右から閉じられていき、

「───エイミィィィィッ!!」

　彼が必死で伸のばしてきた、手と、そして声を、最後に──エイミの視界と意識は、暗くら闇やみへと沈しずんでいった。








第四章　人も魔ま物ものも、亜人ちゃんも









　エイミが、攫さらわれた──勇いさ海みはミリィに連れん絡らくを取りつつ、走り去ったトラックを追いかけた。が、そこは人間と車。当然、あっさりと振り切られてしまう。

　それでも諦あきらめず、《ＥＰＳ》の表示を頼たよりに、エイミを捜さがしていた……が、しかし。

「っ……ダメだ、印の数が多すぎるっ……これじゃ、どれがエイミだかっ……！」

《ＥＰＳ》の液えき晶しように映っているのは、色のない多数の丸印──当然、それらの全すべてが魔物や《亜人》、もしくはエルフという訳ではない。人間にも、多くはないが《魔力》を持つ者はいる。勇海の家系や、アンの母だという《聖女》などが、その例だ。

　そしてそれが、エイミの居場所を特定できない悪因──焦しよう燥そうする勇海だが、その時。

「───勇海ちゃあーんっ！」

「！　この声……ミリィか!?　……ん？　何で上から……お、おおっ!?」

　風に巻かれたミリィが、スカートを翻ひるがえしつつ上空から舞まい降りてくる。ふわり、ほとんど音もなく着地した彼女に、勇海は驚おどろきながらも声を掛けた。

「す、すごいな……ミリィは空も飛べるのか？　今のもエルフの魔法とか？」

「は、はいっ、風の魔法で──って、それより！　エイミさんの行方ゆくえはっ……」

「！　……いや、見つかってない……手がかりすら、まだ……不ふ甲が斐いなくて、悪い」

「えっ……そ、そんな事はありません！　勇海ちゃんの連絡が早かったおかげで、すぐ動けたんです！　今は〝学外活動〟に同行していた他の教員も、総動員して捜そう索さくしていますしっ……そ、そうですっ、現場に倒たおれていた教員さんも、大事なかったですよっ。これも勇海ちゃんの対応が適切だったおかげですっ。だから、悲観はしないでくださいっ」

　それは、不幸中の幸いだろうが──それでも、勇海の自責は晴れない。

　いまだ表情に暗い影かげの差す勇海に、ミリィは躊躇いつつも話を続ける。

「クラスメイトの皆さんは、ティティ先生にお任せし、先に学園へお帰り頂きました。そちらの心配は、ありませんので……」

「そっか……あとはエイミだけか。……エイミも、早く学園に帰らせてあげないと」

「はい……情報は随ずい時じ、捜索中の教員さんから更こう新しんされます。何かあれば、すぐに連絡が来ますので。それと、これは狼牙さんから聞いたのですが……エイミさんの後を、変な臭い……つまり何者かが追っていた、との事です。どうやらエイミさんは、〝学外活動〟の最中から、既すでに尾つけられていたようで……計画的な犯行のようです」

「……例の《亜人》の稀き少しよう価値を狙ねらう連中の仕し業わざ、か……そんな私利私欲の、自分勝手な利益のために、エイミが攫われたなんて……ふざけてるっ！　そんなの……っ」

　沸ふつ々ふつと湧わき立つ怒いかり、急せき込む焦しよう燥そう感。勇海自身、言葉では形容しえない複雑な感情が、心の中でない交ぜになり──ぽつり、口の端はしから漏もれ出た感情は。

「……俺の、せいだ……エイミが、攫われたのは……俺の、責任だ」

「えっ……い、勇海ちゃん？」

　それは己自身を傷つける、諸もろ刃はの剣つるぎだった。

　戸と惑まどうミリィに、勇海の自責は止まることなく、堰せきを切ったように流れ出す。

「俺がエイミを放ほうったらかさず……デートでも何でもしてあげれば、そもそもこんなコトは起こらなかった。俺は、もっとエイミを……見てあげるべきだった」

「なっ……そ、そんな事ありませんっ！　勇海ちゃんは《亜人ちゃん救世委員》として、皆みなさんを見てあげなければいけませんでしたしっ……それに責任というなら、私のほうですっ！　勇海ちゃんを追っているだけなら何も起こらないだろう、なんて高たかを括くくって、エイミさんへの注意を怠おこたってしまいました……だから、悪いのは私で──」

「違ちがう！　ミリィは悪くない……今日ずっと、エイミの近くに居たのは……俺だ。だから、エイミが攫われたのは……俺の、せいだ。……何が、何が《亜人ちゃん救世委員》だ……俺は、エイミのコトを……これっぽっちも、救えてないじゃないか……っ！」

　勇海は落ち込み、うなだれてしまう。自分を責める勇海に、ミリィも深刻な表情を浮かべたが──彼女はすぐさま気を取り直し、勇海に声を掛けてくる。……が、しかし。

「勇海ちゃん、しっかりしてください！　落ち込んでるだけじゃ」

「──よしっ！　エイミを捜すぞ！　早く助けてやらないと！」

「何も──きゃーっ!?　い……勇海ちゃん!?」

　勇海が勢いよく顔を上げて気合を入れると、何か言いかけていたミリィが目を白黒させる。彼女の反応に首を傾かしげながら、勇海はその場で駆かけ足しつつ行動を促うながした。

「ミリィ、ボーっとしてる場合じゃないぞ！　早くエイミを捜しに行こう！」

「あ、そ……それは、そうですけど。……勇海ちゃん、もう立ち直っちゃったんですか？　ついさっきまで、その……お、落ち込んでたような……？」

「え、ああ……けど、落ち込んでるだけじゃナニも解決しないだろ。そんなコトしてる間にも、エイミは泣いてるかもしれないし……だったら、早く救ってやらないと！」

「そ、そうですね、その通りっ……さすが勇海ちゃんですっ！　……うう、けど……私が励はげましてあげたかった、と言いますかぁ……」

「？　ミリィ、声が小さすぎて聞こえないぞ？　……それより、エイミが心配だ。こうなったら魔力のある所、片かたっ端ぱしから洗ってやる！　ミリィ、急ぐぞ！」

「あっ。お、置いてかないでください、勇海ちゃん！　私も行きますから～っ！」

《ＥＰＳ》を片手に駆けだした勇海に、ミリィも慌あわてて追従するのだった。




　　　　■■■




　深く、暗い、真っ暗な闇やみの中に、エイミはいた。意識も虚うつろで身動き一つとれない、この底気味の悪い感覚は、まるで悪夢でも見ている時のようだ。

　そんな状態だからか、響ひびいてくる低い声にも、滲にじみ出るような不快感を覚える。

『へっへへ……まさかこんな上手うまくイクなんてなぁ。ツイてるぜ、俺達』

『ああ、しかもあの《金きん竜りゆう》の半人だぜ……十回生まれ変わって遊んで暮らしても、まだまだ足りねぇくらいだろ。ったく、たまんねーぜ』

　半人──十年ほど前に禁令を敷しかれてから、あまり聞かなくなった《亜人》の蔑べつ称しようだ。久方ぶりに聞くと改めて耳みみ障ざわりだ、と眉まゆを顰ひそめるエイミに、声の主が近づいてくる。

『それに、たまんねーって言や……この見た目だよ。半人ってのは、どいつもこんな美人なのか？　へっへっへ……どれ、もっと近くで──』

　下げ卑びた声が、徐じよ々じよに近づくのを──大だい歓かん迎げいだ、とエイミは心中で呟つぶやく。炎ほのおを乱す火鼠の皮に巻かれていようと、至近距きよ離りからであれば、己の炎は必ず届くと確信していた。

　眠りに落ちそうになるのを必死で堪え、機を待つエイミに──邪じや魔まが入る。

『おい、妙みような気を起こすなよ──半人とはいえ、そいつぁ《金竜》だぞ』

『へ？　そりゃ知ってるが……女は女だろ？　別に、ちょっとくれぇ──』

『馬ば鹿か、違ちげェよ。よく見ろ……金の炎が漏れてやがるだろ。《金竜》の《金きん炎えん》は普ふ通つうの炎とは違う、特別な炎だ。魔ま力りよくの強い《亜人》同士や、金竜自身ならともかく……人間が触ふれりゃ、紐ひもが解けるみてぇに一いつ瞬しゆんでバラバラの黒くろ焦こげだぜ』

『……オェ!?　ま、マジかよ……んなヤツ捕つかまえて、マジで平気なのか？』

　男が飛び退のく音を聞き、「余計な事を」と苛いら立だつエイミだが、制止した男は続ける。

『ビビんなよ、手はあるっつの。こいつ、何か薄うっすらと光ってんだろ？　《金竜の鱗うろこ》だよ──ソレが《金竜》の炎を制御・調節してんだ。そして、頭の角つのに秘められた魔力で、炎を形成してる……つまり、全身の鱗を根こそぎ剝はぎ取って、角を切り獲とっちまえば……抵てい抗こうの術を奪うばえて、しかも高く売れて、一石二鳥よ。……それに、売れると言えば』

　一瞬もったいぶってから──男は私欲に満ちた穢けがらわしい声を吐はき落とす。

『《金竜の逆げき鱗りん》──《金竜》の最も稀少な部位にして最高価値の代しろ物ものよ。煎せんじて飲めば万病を癒いやし、どんな大おお怪け我がでもたちまち治っちまう。十回生まれ変わって遊んでも、何てモンじゃねぇ……小国の一つくらいとなら、交こう換かんできてお釣つりが来るほどだぜ』

『ま……マジかよ!?　や、ヤベェ……スケールでかすぎて、俺もう〝マジかよ〟以外に言えてねぇよ、さっきから！』

『安心しろよ。オマエに気の利きいたコメントなんて、全く期待してねーからよ』

『ま、マジかよ!?　まるで馬鹿にされてるみてぇな気分だぜ、クッソー！』

『……まるで、じゃねーんだけど……まあとにかく、コイツを金にするための作業には、それなりの設備が要いる。鱗と角を剝がし終わってから、好きに遊んでやろうぜ。オマエの言う通り、幸いコイツは人の部分も絶品だしよ……ククク』

　男が言い終えたのを皮切りに、二人分の品のない笑い声が響く。耳の中に砂利を注ぎ込まれているような不快感に、エイミは心の中が黒く染まっていくのを感じた。

（こいつら……私を、商品としか……思ってない。こんな、屑くず共に……《金竜》の誇ほこりを、奪われてたまるか……コイツら、全員……ゼンイン……コロシテ──う、っ!?）

　胸の奥に渦うず巻まく殺意が、まるで実体化したかのように、心臓を叩たたき揺ゆらしてくる。どくん、どくん、鼓こ動どうが大きく刻まれるのに合わせ、体中に悪意が広がっていく。

『？　……おい、コイツなんか、様子が変じゃねーか？　ほ、炎……がっ──』

　聞きたくもないが、男達の声も、なぜか全く耳に入らない。

　心が、闇に吞のまれる──攫われてすら怒り以外は感じなかったエイミが、己おのれの異変に戸惑い、焦燥し、恐おそれ慄おののく。既すんでの所で繫つなぎとめていた意識も、闇に消えてゆく──視界も、感情も、真っ黒に塗ぬり潰つぶされていく中で、唯ゆい一いつ、心に思い浮うかんでくる存在は。

（イサミっ……───助けて、イサミっ───！）

　心の中で、縋すがるような叫さけび声を上げ──エイミの意識は、そこで完全に途と絶だえた。




　　　　■■■




　ミリィと共にエイミを捜していた勇海は、《ＥＰＳ》に表示される無色の丸印を、虱しらみ潰つぶしに当たっていた。が、結果は芳かんばしくなく、焦燥だけが募つのるばかりだ。

「くそっ、ここもダメかっ……！　せめてエイミの印に色が付いてたらな……それを怠ってたのも、俺の責任か……」

「勇海ちゃんは悪くないですっ。私の《ＥＰＳ》にだって、エイミさんは警けい戒かい心しんが強すぎて触れてくれませんでした……けど、それでも、やりようはあったはずなのに……」

「ミリィ……おいおい、ヘコんでる暇ひまはないぞ？　今はエイミを見つけないと！」

「は、はいっ。……あれ!?　いつのまにか私が励まされる側に!?　勇海ちゃん、立ち直るの早すぎませんか!?　あれえっ!?」

　どうも腑ふに落ちない様子のミリィだが、今は本当にそれどころではない。他に捜索中というエルフの教員達も、手がかりは依い然ぜんとして摑つかめていないのだ。

　周辺住民からの聞き込みも、全くと言ってよいほど効果がない──ほとんど手て詰づまりの状じよう況きようで、時間と距離ばかりが過ぎていく。

「エイミ……こうしてる間にも、怖こわい思いをしてるよな……早く助けてやらないと」

「！　……ええ、そうですね。それに……もしかすると、本当に危険なのは……」

「？　ミリィ……どうしたんだ？　何か気になるコトでもあるのか？」

「……い、いいえっ、何でもありません。……それにしても」

　立ち止まったミリィが周囲を見み渡わたしながら、小さなため息と共に声を漏らす。

「最初に居た街から、随ずい分ぶんと離はなれてしまいましたね……もう郊こう外がいです。……エイミさんとの距離が近づけば、私なら何とか魔力を感知できるのですが……」

「ああ……くそっ、せめて方角の見当さえつけられればっ……何か、何か方法は……！」

　手に持つ《ＥＰＳ》の液えき晶しように、どれだけ必死に目を凝こらしても、そこに色は付かない。トラックで攫さらわれたのだから、今も移動中で、離れて行っているのかもしれない。

　どうすれば、どうすれば──募る焦しよう燥そうの中、祈いのるような気持ちで、勇海が呟くのは。

「エイミ……エイミのほうから、俺を呼んでくれれば……」

「……えっ？　それは、つまり……合図を送ってもらう、という事ですか？　……いえ、確かに……それしかないかも、ですね。隙すきを見て、炎で知らせて頂く、とか……」

　何だっていい──エイミが呼ぶのなら、助けを求めるのなら、絶対にそれを見み逃のがさない。見逃してたまるか、と勇海は心に強く念じる。

　エイミ、呼べ、俺を呼べ──勇海が一ひと際きわ強く、心中で叫んだ、その時。

『──……イサミっ……──』

「──？　……ミリィ、今、俺を呼んで……いや、違う。今のは……エイ、ミ？」

「!?　勇海ちゃん、エイミさんが何か……い、勇海ちゃん？」

　心配そうに顔を覗のぞき込んでくるミリィには、エイミの声は聞こえていなかったらしい。

　幻げん聴ちようだったのだろうか、と思いかけた勇海だが──次の瞬間。




『───助けて、イサミっ───！』

「─────!!」




　その声は、以前も聞いた事がある──間ま違ちがいない、エイミだ。まるで出会った日、暴走した時のように、エイミが助けを求めている。

（──あれ？　本当に、それだけだったか……？　それが、初めてだったか？）

　ふと、違い和わ感を覚えた──けれど、その感覚は、エイミの助けを呼ぶ声にかき消された。そうだ、今はエイミを助ける事のほうが先決だ、と勇海は頭を振ふる。

　声が聞こえてから、不思議なほどに、エイミのいる方角まで理解できた。本当にエイミが知らせてきているのかもしれない、と勇海が先立って駆け出す。

「っ！　ミリィ──こっちだ！　エイミは、こっちにいるっ！　──行くぞっ！」

「え……えっ？　い、勇海ちゃん？　何で分かるんですか？」

「エイミの声が聞こえたっ……エイミが、俺を呼んでるんだ！」

「こ、声？　勘かんのようなモノ、ですか？　……あ、けど、そちらは海の方角です。トラックで移動しているなら、さすがに……ん？　……海……海？」

　勇海の後ろを慌てて尾ついてきたミリィが、走りながらも心当たりを呟く。

「この誘ゆう拐かいは、恐らく計画的な犯行……だとすれば、エイミさんが学園生であるという情報も、得ているはず。少なくとも国内にいる限り、我が学園の眼めからは逃れられません……なら、狙ねらいは国外へ逃とう亡ぼう……海から……船で？　──まさかっ！」

　急いで《ＥＰＳ》を取り出したミリィが、画面を確かく認にんしつつ勇海に声を掛かける。

「勇海ちゃんっ──これです、この動いていない印です！　誘拐犯は、きっと海から逃にげるつもりなんですっ……動いていないという事は、仲間の……迎むかえの船を待っているのかもしれません！　それなら、まだ充じゆう分ぶんに間に合うはずですっ！」

「！　おお……おおっ！　よし、じゃあ急ぐぞっ！　全力で走れば──」

「いいえ──勇海ちゃん！　私に摑まってくださいっ……飛んでいきます！」

「え？　飛んで、って……魔法でってコトか？　……あっ」

　振り返って問いかける勇海に、ミリィは既すでに行動で答えていた。

　目を閉じ、両手を広げたミリィの周りで、風が舞まっていた──明らかに、自然発生している現象ではない。ミリィの唱えている言葉に、反応している。

「逆さこうこと莫なき我らが友よ　久遠に揺蕩たゆたう無む窮きゆうの風よ

　我、正しき者の名において願う　我らを彼方かなたへ運び賜たまえ　願う彼方へ運び賜え」

　集中するミリィは、風でスカートがめくれ上がるのも気にせず、詠えい唱しようを締しめ括くくった。

「───《妖精の風切羽エルフインドウ》！」

　ミリィの周りを舞っていた風が、明確な意志と力を持ち、彼女の体を浮き上がらせる。いっそ神秘的にさえ映る姿に見み惚とれていた勇海に、ミリィは手を差し伸のべてきた。

「さあ、行きましょう、勇海ちゃん──全速力で、エイミさんを助けに！」

「……──！　あ、ああ、分かった……じゃあ、その……し、失礼しますっ！」

「はい！　……えっ、あ……きゃんっ!?　……お、おお……お、おおお？」

　一瞬は躊ちゆう躇ちよした勇海だが、振り落とされないよう、ミリィに強く抱だき着く。女の子特有の柔やわらかさと、甘やかな香かおりをダイレクトに感じるが、頭を振って煩ぼん悩のうを振り払はらった。

（う、うおおお……！　みょ、妙なコトを考えるな、俺！　今はエイミを助けるんだっ……そうだ！　待ってろよ、エイミ……今、行くからなっ！）

「……ほ、ほうほう、ほほほぅ……こ、これはこれは……悪くない、ですね……はっ!?　こ、こほんっ。さささあ、行きましょう、とと……飛ばしますよ、文字通りーっ！」

「あ、ああ、頼たのむっ！　……お、おおっ……──ッ!?」

　ミリィが合図すると同時に、力強い風が勇海ごと二人を持ち上げ──ミリィの言葉通り、目も開けられないほどの速度での飛ひ翔しようが始まる。

　思わず息を吞む勇海だが、抱き着いているミリィの胸越ごしに、彼女の鼓動も大きくなっているのが聞こえた。それもそのはず、エイミが囚とらわれているという状況だけに、ミリィも緊きん張ちようしているのだろう。そう思えばこそ、勇海も改めて気が引き締まった。

（そうだっ……抱き着いてる状況くらい、恥はずかしがってる場合じゃない！　こんなにも真しん剣けんなミリィを見習うんだ……よし、気合入れていくぞっ！）

「い、勇海ちゃんが、私に抱き着いて……ど、ドキドキしま……す？　……この魔力」

　全く以もつて勇海の思う通り、真剣な表情をしたミリィが、険しい眼まな差ざしで前方を見み据すえる。勇海も、その視線の先を目で追うと──この世のものとは思えぬ光景を垣かい間ま見みた。

「!?　なっ……なんだ、アレ……金色の、火柱……？」

　それは、天を衝つく勢いで噴ふき上がる、金色の炎ほのお──その麓ふもとは、海沿いの廃はい工業地帯。その一角にある古びた大倉庫から、屋根を突つき破やぶって《金炎》は噴き出していた。

　誰だれの仕し業わざか、考えるまでもない。勇海が思い浮かべたのと同じ名を、ミリィが呟つぶやく。

「魔ま力りよくで識別するまでもなく……エイミさん、ですね。けれど、この状況は……異常です。……勇海ちゃん、急ぎますっ。しっかり抱き着いていてくださいっ！」

「わ、分かった！　……エイミ、無事で居てくれよ……──くっ！」

　更さらに速度が上じよう昇しようし、尋じん常じようでない風圧に、勇海は目を細める──一ひと塊かたまりの疾しつ風ぷうは二人の体を、瞬またたく間に目的地へと運ぶのだった。




　　　　■■■




　勇海とミリィが倉庫の前に降り立つ頃ころには、金色の火柱は消え去っていた。〝消え去っていた〟といえば、火柱が突き抜ぬけていた屋根の真ん中辺りもだ。炎を浴びたはずなのに、燃え広がるような事もない。そこだけが灰も残さず、ぽっかりと焼しよう滅めつしていた。

　明らかに只ただ事ごとではない──その証明として、倉庫内から野太い悲鳴が聞こえてくる。

『ぎ……ギャアアア!?　た、助けてくれぇぇぇ!?』

「！　……ミリィ、行こう！」

「はい！　捜そう索さく中の教員にも応おう援えんを頼みました……まずは私達で、先行しましょう！」

　むんっ、と胸の横で両りよう腕うでを畳たたんで気合を入れるミリィに、勇海も頷うなずきながら倉庫へ入っていく。奥へと続く短い通路の先、扉とびらを開くと、開けた場所に出て──

「あれはっ……エイミ……エイミ───ッ！」

　ようやく、見つけた──天てん井じようの突き抜けた倉庫内の、広い部屋の中心に。

　捜さがし続けていた、金色に輝かがやく美少女、エイミを──だけど、それなのに。

「……？　え、エイミ……エイミ、だよな？」

　彼女の様子は、明らかにおかしい。勇海が呼びかけても、微び動どうだにしない。己が空けた天井の大穴を、じっ、と生気のない目で見上げ続けていた。いつもより多量の《金炎》を放ち、己おのが身の周囲に漂ただよわせ、人とも魔ともつかぬ蠱こ惑わく的な存在感を放っている。

　間ま違ちがいなく、暴走だ──けれど、前に見た時とは違う。無意識ではない、確たる意志を刃やいばのように尖とがらせ、触ふれるもの全すべてを斬きり裂さくように。

　明らかに異質な彼女が、ゆっくりと首を動かし、ようやく勇海のほうを向いた。

「……イサミ……？　イサミ、か……ふふっ、会いたかったぞ、イサミ」

「！　ああっ……俺もだ、エイミ！　大だい丈じよう夫ぶか？　怖くなかったか!?」

「怖い？　……ふふ、そうだな。私は一体、何を怖がってたんだろうな。……全然、平気だ。むしろ……すっきりしてるくらいだ。……なあ、イサミ？」

　エイミが燃えるような紅ぐ蓮れんの瞳ひとみを勇海に向け、どこか熱の籠こもった、艶あでやかな微び笑しようを浮うかべ──事もなげに、軽い調子で言い放つ。

「私と、イサミ以外の──全てを、滅ほろぼそ？」

「…………えっ？」

　一いつ瞬しゆん、彼女が何を言ったのか、勇海には理解できなかった。

　けれどエイミは、虚うつろな表情のまま、熱に浮かされたかのように呟き続ける。

「人間も、魔物も……《亜人》も。全部、全部……邪じや魔まじゃないか？　私は、イサミだけでイイ。だから……滅ぼしちゃおう？」

「……なっ……え、エイミ!?　ナニ言ってるんだ……そんな冗じよう談だんっ──」

　エイミに言い聞かせようとした勇海、だが──それを遮さえぎるように、倉庫の奥から、低く震ふるえた男の声が飛んでくる。

『じょ──冗談なんかじゃねえっ！　そいつは本気だっ……《金竜》なんだ！　人間を滅ぼすコトなんざ、何とも思ってねぇっ……化け物なんだよっ！』

「！　この声……まさかエイミを攫さらった奴やつらか？　……エイミが、化け物……だと？」

『な、なあ、誰か知らねぇけど、助けてくれよ！　男の声ってこたぁ……人間なんだろ!?　早くその化け物を、追おっ払ぱらってくれよ！』

　エイミを攫っておきながら、好き勝手を口にする誘拐犯に、勇海は憤いきどおりを覚える。

　しかし〝化け物〟などと呼ばれたエイミはといえば、恐おそらく物もの陰かげに隠かくれているのであろう男に向けて、何の感情も窺うかがえない目を向ける。

「ほら、こんな奴ら、私達には必要ない。滅ぼしても、何の問題もないだろう？　ふふっ……イサミ、見ていろ。まずは手始めだ。こいつらから……滅ぼしてやる」

『……ひっ!?　あ、あわわ……来るな……く、来るな、化け物ォ!?』

　怯おびえ、取り乱した男が、物陰から転がり出る勢いでエイミから離はなれようとする。

　一方、エイミは──その場に、立ち止まった。逃げる男を、追おうとはしない。

　思い直したのか、いや、違う。エイミは、瑞みず々みずしい薄うす桃もも色いろの唇くちびるを軽く突き出した。口笛を吹ふくような形の唇の奥から──金色の糸が、ゆっくりと紡つむぎ出されていく。

　それは、エイミの《金炎》──数多あまたの細い《金炎》が、織物を作るように重なり、幾いく重えにも紡がれていく。まるで、純金の糸で芸術品でも創つくっているかのように。

　そうして、エイミの眼前に出来上がったのは、美しく──そして恐ろしい質量を秘ひめた、金色の竜だった。まるでそれ自体が一つの生命を持った、幻げん獣じゆうと呼んで遜そん色しよくのない威い容ようを醸かもす《金炎》の竜が、今まさに眼前の敵を滅ぼさんと睨にらんでいる。

　時さえ目を奪うばわれる、幻げん想そう的な光景──だが、ミリィが青ざめた表情で叫さけんだ。

「だ、ダメです、エイミさん！　いくら犯罪者とはいえ、人間に危害を加えたら……学園に居られなくなってしまうかもしれません！　やめて──」

「エイミ──やめろぉぉぉ！」

「！　い──勇海ちゃん!?」

　ミリィの驚おどろく声を背に受けつつ、勇海は反射的に飛び出していた。

　全力で駆かける、が、エイミまでの距きよ離りは遠く、間に合いそうにもない。

（まずい、このままじゃっ……どうすれば……あっ）

　その時、勇海の目に映ったのは──エイミの前の金色の竜と、尻しり餅もちをついて震える男。それを見て、勇海が動いたのは、考えての行動ではない。

「滅びろ───えっ？」

　ついに、金色の竜の体が波打ち、昇しよう竜りゆうとなった──その時、竜と、標的たる男の間に、勇海がその身を投げ出す──！

「えっ……や、イサミ──待って──！」

　勇海は、エイミの生み出した《金炎》の竜に、その身を巻かれてしまった。

「勇海ちゃんっ……そん、なっ……返事をしてくださいっ、勇海ちゃんっ!?」

　ミリィの呼びかけに応こたえる余よ裕ゆうも、勇海にはない。熱い、と感じる以上に、空気さえ燃やし尽つくされるような、言いようのない息苦しさに見み舞まわれた。

　金色の大炎が、ごう、と唸うなりを上げて勇海を包み込んでくる。ただの炎とは違う、ただの熱とは違う、太陽そのものに身を焼かれる感覚に溺おぼれながら、

（あっ──そう、だ。思い出した……俺は、昔───）

　勇海は、まるで夢でも見るかのように──過去の記き憶おくを掘ほり起こしていた。




　　　　■■■




　それは十年近く昔の話、幼い勇海にとっては、物心がついて間もない時期──幼おさな馴な染じみであるミリィと、一ひと月つきの間、ほとんど毎日のように遊んでいた頃の話だ。

　その記憶の中に、ミリィではない、別の少女がいた──体から淡あわい金色の輝きを放つ、幻想的な少女。偶ぐう然ぜんミリィがいなかった時、たった一日だけの、短い出会いだった。

　幼いながら、いかにも誇ほこり高い《金竜》の少女は──勇海に向けて言った。

『弱っちい人間など、みとめない──ゆうき、いさみ！　わたしと、勝負しろ！』

　急にそんな事を告げられ、戸と惑まどう勇海に、けれど少女は容よう赦しやがない。急に襲おそいかかってきて、勇海は慌あわてて逃にげ回るしかなかった。

　やっている事は、今も昔も変わりない──そう、変わりなかった。

『このぉっ、逃げるなっ、ゆうきいさみっ！　うう～……はあああっ！』

　幼くとも、彼女は《金竜》の亜人だ。その小さな体から金色の炎を噴き出す……が、それが不味まずかった。幼い身には強大すぎる力が、事故を呼んだのだ。

『う、あ……ああっ!?　止め、られなっ……あ、あう……ううっ!?』

　苦しげに呻うめく、金色の少女──助けを呼ぼうにも、周りには誰もいない。どうすれば、と右往左往していた勇海が──彼女の口から、辛かろうじて漏もれ出た言葉を聞いた。

『た……たす、けてっ……たすけてっ──』

『！　……───ッ！』

〝たすけて〟と、その言葉を聞いた瞬しゆん間かん──勇海はもう、駆けだしていた。荒あれ狂くるう金色の炎に身を焼かれながら、無我夢中で、本能のように口を突き出し、

『──チュ───ッ！』

『あっ。……あ、あぅ……ふあぁんっ!?』

　少女の柔やわらかなほっぺたに口づけ、彼女の荒あらぶる力を全すべて吸い取った。すると彼女は、見る見るうちに大人しくなり、ぱたっ、とその場に倒たおれ。

　それを見届けた、勇海もまた──腹の辺りに鈍にぶい痛みを覚えながら、意識を失った。




　次に勇海が目を覚ましたのは、真っ白な部屋──初めて入院した勇海は、すぐには分からなかったが、そこは個人用の病室だった。

　事態が吞のみ込めない勇海の耳に、真っ先に聞こえてきたのは──ひっく、ひっく、としゃくるような泣き声。少し身を起こすと、そこには淡い金色の輝きを放つ少女の姿が。

『ひっく、ひ、っく……？　……あっ!?　い、いさみ……目を覚ましたのかっ!?』

　目覚めた勇海に気がつくと、少女は勇海が怪け我が人である事も忘れて飛び掛かかってくる。左の脇わき腹ばらに鈍い痛みを覚えながら、勇海は少女の言葉を聞いた。

『ごめんっ……ごめんなさい、いさみっ……わたし、わたしっ……いさみのこと、ケガさせてっ……キズ、つけてっ……本当に……ごめんなさっ──うきゅっ？』

　謝り倒す少女の頭を──勇海は、不意に撫なでた。いや、何とか動いた手を、頭に載のせただけだが──撫でているつもりで、辛うじて言葉を漏らす。

『キミが、ブジで……よかった』

『！　……あ……いさ、みっ……[image: ～][image: ～][image: ～]っ！　う、うう[image: ～][image: ～][image: ～]っ……！』

　先ほどよりも涙なみだの勢いが増し、泣かせるつもりじゃなかったのに、と勇海が動かせぬ体で慌てる。そんな時間が暫しばらく続いた後、彼女は勇海に告げてきた。

『いさみ。……わたしは、これからすぐ、帰国する。もともと、一日だけの予定だったし……だけど今日、いさみに会えて……本当に、よかった』

　ぽつぽつと、暴れ回っていた時からは想像できない、優やさしい声こわ音ねを紡ぐ。

『いつか、また会おう──ぜったい、ぜったいに、また会おう。わたしは《金竜》だから……きっと、もっと、強くなってしまう。だけど、また会えた、その時は……また、わたしと戦ってくれ。また、わたしを倒してくれ。そうしたら……わたしは』

　まるで、生しよう涯がい唯ゆい一いつの誓ちかいを紡ぐように──《金竜》の少女は、最後にこう言った。




『エイミ＝ドラコ＝エクリシアは──イサミと、ケッコンするっ──！』




　これが、今日まで勇海が忘れていた──エイミと、初めて出会った日の記憶だ。

　事故のショックによる、ごく一時的な記き憶おく喪そう失しつと診しん断だんされていたが──勇海の脳のう裏りに、今この瞬間、確かに蘇よみがえってきた。




　　　　■■■




　金色の炎ほのおに巻かれ、もはや影かげ一つ動かない勇海を、エイミとミリィは絶望的な表情で眺ながめていただろう。当然だ──この状じよう況きようで、助かる見込みなど万に一つもない。

「わ、私は……私は、何て事を……イサミっ──イサミィ───っ！」

　エイミの声が儚はかなく響ひびくも、答える声などない──と、思いきや。

「───ぶっはぁぁぁっ!?　あ……アチチチチッ!?」

「イサっ…………ふぇ？」

　──だが、《金炎》の中から元気に飛び出した勇海に、エイミは目を丸める。声も出ないほど驚いているようだが、先ほどと違ちがい瞳に生気が戻もどっていて、勇海は少し安あん堵どした。

「あ！　エイミ、良かった……機き嫌げんが直ったんだな！　……ってアチチチ!?」

　とはいえ、今はそれどころではない。《金炎》は意志を持った一つの生物のように、今も纏まとわりついてくる。振ふり払はらおうと必死の勇海に、ミリィが慌てて駆け寄ってきた。

「い、勇海ちゃん、大だい丈じよう夫ぶですか!?　今すぐ消しますからっ……え、えーいっ！」

「アチチチッ！　……え、消すって……う、わぶっ!?」

　ミリィの翳かざした両手から、大量の冷水が飛び出してくる。まともに浴びた勇海は頭からずぶ濡ぬれになるが、《金炎》の熱さは感じなくなり、自分の体を改めて見直した。

「はあ、はあっ……あっ。……この火傷やけど……」

　左の脇腹に残る、小さな火傷──それは、今ついたものではない。ずっと昔、エイミと初めて出会った日に、ついていたもの。子供の頃ころは、もっと大きく見えたものだが。

　エイミと出会った確かな証しよう拠こは、こんな所にあったのだ。何で今まで忘れていたのだろう、と苦く笑しようしながらも、勇海は二人に語りかけようとする──

「……二人とも！　心配かけてごめんな、俺はこの通り平気──」

「い、い、い──イサミぃ───っ！」「勇海ちゃ───んっ！」

「へ？　……お、おお……ふ、ふお───っ!?」

　──が、二人の美少女が、勢いよく飛びついてくる。何とか踏ふん張ばった勇海に、エイミとミリィは涙目の顔を擦こすりつけてくる。

「ばか、ばかっ……何であんな事したんだ……危ない、だろっ……うう[image: ～][image: ～][image: ～]っ」

「あ、ああ……そ、そうだな！　いやホント、無我夢中で……お、おっふ」

「勇海ちゃん、勇海ちゃんっ……無茶しないでくださいっ……勇海ちゃんが死んじゃったら、私、私……うう、ぅ[image: ～][image: ～][image: ～]っ……」

　二人は無我夢中の様子だが、抱だき着かれている勇海は、恥はずかしいやら居た堪たまれないやらで大変だ。が、そんな彼に構わず、ミリィはエイミにそのままの体勢で語りかける。

「ぅぅ……エイミさんの炎を受けて、よくご無事で……あっ！　もしかして、エイミさん……直前で、手加減していた……とか？　すりすり」

「えっ、いや……分からない。あの時は、自分が自分じゃなかったような……頭が、ぼんやりしてて……でも、言われてみれば……そうだったの、かも？　すりすり」

（あれ、このまま話を進める系？　そしてなぜ顔を擦りつけてくるんだ？　??）

「うーん……恐おそらく、そうでしょうね。人の身で《金炎》をまともに浴びれば、影も残さず燃もえ尽きてしまうはずです。無事で居られるはずがありませんから……くんくん」

「ああ……それこそが、我々《金竜》の持つ最強の力だからな。くんかくんか」

（えっ、エイミの炎ってそんなヤバイの？　俺、勢いでとんでもないコトしてた？）

　つう、と背筋に冷ひや汗あせが流れる勇海だが、今もなお抱き着いて離はなさないエイミに、ぷう、と頰ほおを膨ふくらませて見上げられる。つい先ほどまでと比べれば、全く怖こわくないが。

「イサミっ……なぜあんな事をしたのか、まだ答えてないぞ!?　一歩間違えれば、命を落としていたかもしれないのに……よりにもよって、あんな屑くずのために！」

「！　……エイミ、それは──エイミが人を傷つけようとしてたから、だよ」

「えっ？　人間を、って……それは……どういう意味、だ？」

　勇海が短く答えると、抱き着いていたエイミの腕うでから力が抜ぬけ、ゆっくりと離れる。表情からは僅わずかな失望が見て取れ、ミリィも空気を読んだのか抱き着くのを止やめると──そこで命拾いした誘ゆう拐かい犯の男が、遠くから不快な笑い声を放つ。

『ひゃ……ひゃははっ！　当たり前だろーが……んんっ、人間さんだぞォ？　人間と化け物なら、人間を取るのが当然だろーが！　半人なんぞ、誰だれが庇かばうかよォ！』

「！　……ははっ……そう、か……そうなのか。……イサミも、結局……」

「いや──全然違うぞ、エイミ。そんな意味で言ったんじゃないって。……ていうか俺は、別に〝人間を〟なんて言ってないしな。──〝人を〟、って言ったんだ」

「…………えっ？」

　失意に滲にじみかけたエイミの目が、僅かに灯ともった期待の火と共に見上げてくる。

　そんな彼女を、勇海は安心させるように笑いかけ、真まっ直すぐに見つめ返した。

「人間も、《亜人》も……言っちゃえば魔ま物ものだって、関係ないって。エイミが誰かを傷つけようとして、本心ではそれを嫌いやがってるなら、そりゃ止めるよ。他の誰でもなく、エイミ自身のためにさ。……それって、何か変か？」

「え？　嫌がってるなら、って……私は嫌がってるなんて、言った覚え……ないぞ？」

「ナニ言ってるんだ──『助けて』って、俺を呼んだじゃないか」

「……えっ？　わ、私が……イサミを？　い、いつの話だ？　さっきか？　??」

　エイミが顔に『？』を浮うかべつつ、ミリィのほうを見た。が、ミリィはミリィで首を横に振り、分からない、と答える。二人は腑ふに落ちないらしい、が──勇海は確かに聞いた。エイミを捜そう索さくしていた時に、彼女の『助けて』という声を。

　そして勇海は此こ処こへ来て、『エイミが嫌がっている』ことを確信したのだ。

「だって、ほら──この光景が、何よりの証拠だろ？」

　勇海は、倉庫内のそこかしこを指差す──と、そこに見えた光景は。

『う、うう……《金竜》、怖こええぇ……怖えぇよ……』

『俺ら、何てモンに手ぇ出そうとしてたんだ……う、うぐっ』

『マジかよ……マジかよぉぉぉ……』

「滅ほろぼす、なんて言ってたけどさ──エイミは誰一人ひとり、命を奪うばってないだろ？」

「────！」

　勇海の言葉に、ハッ、とエイミは目を見開き、ミリィも気付いて驚おどろいた顔をする。

　確かに、勇海の言った通り──倒れている誘拐犯達は、誰もが怯おびえ、震ふるえてはいるが、命に別状は見受けられない。それこそ、ただその場で蹲うずくまっているだけだ。

　エイミは、結局のところ──誰一人、傷つけてなど、いなかったのだ──

「……俺はさ、エイミのコト、尊敬するよ」

「……ふ、えっ？　そ、尊敬？　尊敬って……」

「だって普ふ通つうさ、誘拐なんてされたら、誰でも怖いし……怒おこるはずだ。けどエイミは、怒ってても、滅ぼすなんて言っても──そうしなかった。自分が傷つけられそうになるコトより、相手を傷つけるコトを怖がるなんて……誰にでもできるコトじゃないだろ？」

「うっ、いや……わ、私、あんまり覚えて……ないん、だけど……」

「無意識に相手を傷つけまいとしてたなら、それはそれですごいぞ。もしかしたら俺も、そのおかげで助かったのかもだし……エイミは優しい子なんだなー、って思うよ」

「や、優しい？　わ……私、が？　……そ、そんなはずないっ！　だって私は、誇ほこり高き《金竜》の娘むすめで、地上最強の生物で──……化け物、で……」

「さっきも言ったけど──《金竜》だろうと《亜人》だろうと、関係ない。ここには〝化け物〟なんて名前の〝人〟は、どこにもいない。なあ、エイミ。それはさ……」

　化け物と自じ嘲ちようし、俯うつむいたエイミに──勇海自身、想い出を嚙かみしめるように目を閉じてから、刮かつ目もくして言った。

「今も、昔も──おんなじだ。俺を傷つけたと思って、泣きながら謝ってくれた、子供の頃と変わらず──エイミは、優しい子なんだ」

「えっ。……えっ!?　い、イサミ……あの時の事、覚えてっ──!?」

「ついさっき、思い出したんだけどさ。……けど、それで思ったよ。エイミの真っ直ぐな所、意外と優しい所、感情豊かな所。全部、ひっくるめて……俺は、エイミを」

　一つ、言葉を区切ってから──勇海はハッキリと、真実の想いを口にした。




「エイミっていう女の子を──一人の〝人〟として、前よりもっと好きになったよ」

「え。…………え、ええええええっ!?」




　勇海の素直な発言に、ほぼ絶ぜつ叫きようの声を上げるエイミ──そのまま、ぼんっ、と顔を真っ赤にし、軽く《金炎》を噴ふき出し、完全にフリーズしてしまう。

　一体どうしたんだろう、と首を傾かしげる勇海だが、すぐさまミリィが詰つめ寄ってきた。

「ちょちょちょ……ちょ勇海ちゃん!?　い、今の言葉、どーいう意味ですのー!?」

「（ちょいさみちゃん？）ミリィ、どうした？　言葉遣づかいが変になってるぞ？　いや、どういう意味って、そのまんまの意味だけど……？」

「そ、そんな……はっ!?　じゃあ私は……ミリィちゃんって女の子はどう思います!?」

「どうって……そりゃミリィのコトだって、もちろん好きだけど」

「よしっ！　……うーん、イイんでしょうか!?　でもまあ……よしっ……よしっ！」

（？　??　『人として』好きっていうの、そんなに珍めずらしいか？　うーん？）

　エイミとミリィの過か剰じよう反応に、勇海はちょっぴり置いてけぼりになるのだった。

　とはいえ、先さき程ほどまでの殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きは消え去った。どことなく冗じよう談だんめいた、いつも通りの空気に、勇海は安心する──が、それをぶち壊こわす無ぶ粋すいな声が一つ。

『は……はあああっ!?　い、意味わかんねぇ……半人だぞ!?　そんなモンの肩かた持つなんざ、どうかしてる……あまつさえ、人としてだとか……あ、有り得ねえ！』

「！　……っ、あの屑、まだ言うか……」

　エイミが拳こぶしを握にぎり締しめ、遠くからやじり続ける男を睨にらみつける。その拳を振り翳かざそうと、男の方へ歩を進めようとしたエイミだが──勇海が、片手を上げて制した。

「！　……イサミ、どいて。そいつ殴なぐり殺せない」

「いやいや殴り殺しちゃダメだっつーの！　学園、追い出されちゃうし……まあ、ここは俺に任せとけって」

「？　イサミに任せる、って……あっ。い、イサミ？」

　エイミに背を向けたまま軽く手を振り、勇海は誘拐犯の傍そばへと歩み寄る。すると、男はどこか媚こびを含ふくんだ笑みを浮かべつつ、語りかけてきた。

「へ、へへ……いやぁ、助かったぜ兄ちゃん。あの半人の化け物が俺を殺さないよう、上手うまいコト言いくるめてくれたんだろ？」

「……ああ、そうだな。エイミが他人を傷つけないように、言ったよ」

「へへへ！　いやぁ、エラい目に遭あったもんだよ、ったく。迷めい惑わく料でも頂きたいもんだね。ああ、丁てい重ちように扱あつかってくれよ。何せこちとら……んんっ、人間さんだぞォ──」

「けどな──エイミがアンタを、ぶん殴れないコトと。アンタがエイミを攫さらって……エイミの心を、傷つけた罪と。……それと、これとはなァ……！」

　勇海は肩を震わせた。ここまでに得た怒いかりを、そのまま腕の力として込こめるように。

　悪びれもしない、救いようのない大おお馬ば鹿かの、呆ほうけたツラのど真ん中に向けて──

「それと、これとは───話が、別だろがッッッ!!」

「え───げ、っぶ、おごえぇぇぇっ!?」

　──渾こん身しんの拳を、ド真ん中に叩たたき込んだ──！

　勇海に殴りつけられた男は、小さく宙を舞まい、もんどりうって倒たおれ伏ふした。しん、と身み動じろぎ一つしなくなった男に、勇海は拳を振ふり抜いたままの体勢で言い放つ。

「ざっけんなよ──半人だとか化け物だとか、時代錯さく誤ごなんだよッ！　そんな言葉で、この子達を蔑さげすむような奴やつらのがっ……今の時代、少数派なんだ！　そうだろ、ミリィ!?」

「ふぇっ!?　あ、はい、その通り──確かにごく一部には《亜人》への偏へん見けんを持つ声はありますが……今やそれも昔の話！　人魔の友好が進み、むしろ《亜人》は両種族から尊ばれる存在……〝学外活動〟を受け入れてくれる街の存在が、その証明です！」

「……ん！　そういうコトだ……分かったかっつーの！」

　親指で地を指して言い捨てる勇海だが、倒れた男からの返事はない。けれど、構わない。《亜人》の存在が如何いかなるものか、それを伝えたい人は、別にいるのだから。

「……ってワケだからさ。エイミ……自分を化け物だなんて、言わないでくれよ？」

「！　……う、うん……えっ？　まさか……じゃあ、イサミ……私のためなんかに、代わりに殴ってくれたのか？　……その、手から……血を、出してまで」

「えっ？　……お、おおっ!?　気付かなかった……って、これくらい平気で──」

「ごめん……私のせいで、また傷ついて……私、イサミに迷惑かけて、ばっかりだ……」

「……ファッ!?　いやいや、泣かないでくれってば!?　これは、その……えーとな!?」

　思いがけず涙なみだ目めになるエイミに、女の涙に弱すぎる勇海は──『彼女の代わりに殴った』などと責任を感じさせぬよう、言い訳っぽくとも口を開いた。

「ほら……俺は《救世主》の末まつ裔えいだからな！　誰かの代わりに殴ってもイイんだ──ああ、ウソウソ、すぐバレる噓うそついてゴメンって!?　泣くなってば……ほ、ホントはな!?」

「う、くっ……う？　……ほ、ホントは？」

「え、エイミの綺き麗れいな手は──あんなヤツを殴るためにあるんじゃないしさっ!?」

「えっ。……き、綺麗な手、って。…………？」

　勇海自身、この誤ご魔ま化かし方は無理があるだろう、という自覚はある。

　エイミも呆あつ気けに取られ、ぽかん、としていた……のだが、その直後。

「……[image: ～][image: ～][image: ～]……[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!?　っ……っっっ!?」

「お……おおお!?　どうしたんだエイミ、顔が真っ赤だぞーっ!?」

「ふ、ふにっ!?　くく、来るなっ……い、今、私の顔を見るなぁっ!?　んー、んーっ！」

　今日一番、顔中が真っ赤になり──同じく真っ赤になった〝綺麗な手〟で顔を覆おおい、隠かくれるように蹲ってしまう。その反応に、勇海は首を傾げるしかない。

「え、エイミ、どうしたんだ……まさか、俺の言い方がきざったらし過ぎて、ドンビキして!?　くっ……や、やばい、今さら恥はずかしくなってきた！　うおおおっ……」

「勇海ちゃん、勇海ちゃんー。私の手、私の手はどうですかー？」

「ミリィのちょいちょい対たい抗こうしてくるのは何なの!?　……いや、まあ……ミリィの手も、ホント綺麗だと思うけど。白魚みたいな手、って感じで」

「わーい。えへへー、うれしいですー。さわってもいいですよー？」

「ミリィ、何か微び妙みように幼児退行してない!?　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　白魚のような両手を無む邪じや気きに突つき出してくるミリィが、ちょっぴり心配な勇海だった。

　さて、なかなか珍ちん妙みような状じよう況きようだが──そこに新たな闖ちん入にゆう者しやが割り込んでくる。

「──ミリィ様！　遅おそくなり、誠まことに申し訳ございませんっ……ご無事ですか!?」

「えへへー……はっ!?　こほん、皆みな様さま、よく駆かけつけてくれました。事態は全すべて収束しましたので、安心してください。各自、誘ゆう拐かい犯の拘こう束そくを急いで！　あと、〝様〟は止やめて普通の生徒として接するようにと、いつも言っておりますがっ！」

　駆けつけたのは、応おう援えんに呼んでいたエルフの教員達。ミリィの変わり身に驚く勇海だが、幸いにも教員達は気付く事なく報告してくる。

「ミリィ様……いえ、ミリィさん。あなたの危き惧ぐ通り、連中は船を手配していたようです。指示通り、乗組員共々、全て取り押さえましたので……ご心配なく」

　応援を呼ぶ際、ミリィはそこまで指示を出していたらしく、勇海も思わず感かん嘆たんする。

「ミリィ、すごいな……あんな短い間に、そんな細かいトコまで指示してたのか？　魔ま法ほうで運んでくれたコトといい、頼たよりになるっていうか……何かもう、カッコイイな」

「いえ、そのような……え、カッコイイ？　勇海ちゃん的に私、カッコイイですか？」

「え、ああ、うん……ホントに凄すごい成長してるなー、って。頼たのもしかったよ」

「！　……そ、そうですか……そうですか！　ええ、私、生徒会長ですのでっ。さあ、教員各位、迅じん速そくに行動するのです！　さあさ、無事に帰るまでが救出ですよー！」

『え、ミリィ様、どしたの？』『お疲つかれかしら……』『ていうか遠足じゃないし』

　急に張り切るミリィを見て、余計な事を言ったか、と勇海は後こう悔かいする。指示を出しつつ、ちらっ、ちらっ、とこちらの顔色を窺うかがうのを見ていると、毒気は抜ぬかれるが。

（う、うーん、まあ楽しそうだし、イイか。……けど、これでようやく……ぅ？）

　緊きん張ちようの糸が、緩ゆるんだ瞬しゆん間かん──どくん、勇海は自身の心臓が強く揺ゆれたのを感じた。

　それとほぼ同じタイミングで、聞こえてきたのは、エイミの声……だが、しかし。

「……あ、あの、イサミ……そのっ！　今日は、えと……何て言えば、イイか……」

「………………」

「あ、ありがと……？　いや、ごめん……？　え、ええと、だから──……イサミ？」

　勇海は、何も応こたえられなかった。心臓の次に、ぐらり、世界が揺れる。自分の体が後ろに傾かたむいているのだと、天てん井じようが見えた事で、ようやく気が付けた。

　そのまま仰あお向むけに倒れそうになるが──その前に、エイミが体で受け止めてくれる。

「イサミっ……どうした!?　しっかりしろっ……イサミっ……イサミっ!?」

「えへへ、見てくれてますか、勇海ちゃー……ん？　……──勇海ちゃん!?　っ……誰だれか！　勇海ちゃ……いえ、学園生が倒れました！　手伝って……手伝ってください！」

　エイミの声と、ミリィの声が、遠くなっていく気がした。背中の真ん中、脊せき髄ずいの辺りから力が抜けていくような、不思議な浮ふ遊ゆう感を覚える。

「勇海ちゃん……しっかりしてくださいっ……勇海ちゃん──！」

「イサミっ……イサミっ……イサミぃ──っ！」

　必死で呼びかけてくる二人の声を、子こ守もり唄うたにでもするように──

　──ぷつり、勇海の意識は、完全に途と切ぎれた。




　　　　■■■




　住み始めてから、まだ数日と経たっていない、結ゆう城き勇海の私室にて。

　クラスメイトを代表し、その日のうちに見み舞まいに来たアンと来らい夢むは、深刻な表情で俯うつむき──ミリィが言い放った勇海の状態を、口を揃そろえて発音する。

「「……ただの、過労？」」

「…………はひ」

　答えたミリィが、顔を真っ赤にして俯く。何せ、勇海を部屋まで運びこんできた時のミリィといったら、取り乱し、泣きじゃくり、平静からは程ほど遠とおい有様だったのだ。

　それはもう、子供に戻もどったかのようで──実はベッドに横たわった辺りで目が覚めていた勇海は、半身を起こしながらフォローする。

「いやー、うん、なんか懐なつかしかったぞ？　子供の頃ころを思い出した、っていうか──」

「やーっ!?　忘れて、忘れてくださいっ……違ちがうんですーっ！　ミリィちゃんは、とっても頼れる勇海ちゃんの幼おさな馴な染じみ生徒会長なんですーっ!?　ふえーんっ！」

　フォローが追い討うちになってしまった。まだ微妙に立ち直れていないミリィに、勇海は困ったように人差し指で頰ほおを搔かく。……と、そこでアンが不ふ機き嫌げんそうな声を出した。

「──ていうかアンタねぇ、一体ナニに巻き込まれてんのよ、ナニにっ！」

「お、おおっ!?　あ……アン？」

「ったく……エイミを捜さがしに行って、帰って来たって聞いたら、実は誘拐犯と戦ってたとか、エイミの《金きん炎えん》浴びちゃったとか……後から聞かされるほうの身にもなりなさいよね！　……その上、過労で倒れるなんて……だらしないのよっ、ばーかっ」

「ゆ、誘拐犯と戦ってたワケじゃないけど……そうだよな。心配かけてごめん、アン」

「……ふんっ。べっつに……心配なんて、してないけど……」

　つい、と顔を背そむけたアンの呟つぶやきは、さすがの勇海でも『素す直なおではない』と分かった。

　思わず苦く笑しようしてしまう勇海だが、自身に掛かけられている布ふ団とんの上から、ぽす、と腹の辺りにささやかな重さが加わる。水色の髪かみの少女が、顔を埋うずめていたのだ。

「わたしは、心配しました……こんな無理……もう、しないでください……ひっく」

「！　あ、ああ、分かった！　もうしないから、泣かないでくれよ……よ、よしよし」

「あ。……あ、あふあふ……んんっ。……ぷ……ぷるぷる……♪」

　来夢の側頭部を撫なでると、彼女はあっという間に機き嫌げんが直ったらしい。ほっ、と安あん堵どした勇海が、そういえばと、お見舞いに来ていたもう一人の姿を探す。

「そういえば、エイミはどうしたんだ？　もしかして……もう帰っちゃったのか？」

「あ。……え、えーと、エイミさんは……その、ですね」

「？　ミリィ、どうしたんだ？　エイミは…………んっ？」

　ミリィの視線を追い、勇海は部屋の出入り口である扉とびらのほうに顔を向ける。と、ほんの少しだけ開いていた扉の隙すき間まから、紅ぐ蓮れんの瞳ひとみが覗のぞき込んでいるのを見つけた。

「あ……おーい、エイミ！　そんなトコで、どうしたんだ？　ほら、中に入って──」

「！　あ……あ、あああ……あわ、あわわわわ」

　エイミは何やら『あわあわ』言っているだけで、その場から動こうとはしない。頰を赤らめ、勇海の顔に釘くぎ付づけで、暫しばし見つめ合う形になると──

「あっ。……あ、う……っ……[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！　わ───っ！」

「え──え、エイミ!?　ど、どこ行くんだ、エイミ───っ!?」

　ぼんっ、と噴ふん火かするほど顔全体を真っ赤にし、駆け去ってしまう。窓から外を見てみると、どどど、と猛もうダッシュしていく彼女の姿が見えた。

　どうやらエイミは、そのまま帰ってしまったらしい──が、勇海にしてみれば、彼女の態度の意味は全く分からず。

「……ど、どうしちゃったんだ？　エイミ……」

「「「……サー、ドウシタンデショーネー？」」」

　白々しい棒読み三人娘むすめの言葉を受けた勇海は、ただただ呆気に取られるしかない。

















第五章　彼女達の救い方









〝学外活動〟を終えて、一夜明けた早朝。クラスに登校した勇いさ海みを取り巻く環かん境きようは、転入初日と比べれば──ちょっぴり劇的にささやかな急変を遂とげていた。

「いさみ……いいか？　ルゥは孤こ高こう、一いつ匹ぴき狼おおかみだ。つまり、ルゥは気高く、強い。だから、そんなルゥを、いさみはもっと褒ほめるべき。……分かるな？」

「お、おお……うん、ルゥは、その……すごいなー？　こ、孤高？　だなー？」

「るぅ♪　苦しゅうない。いさみの甘やかしを許す。るるるぅ……♪」

　撫でられて、どうもご機嫌な様子のルゥだが、勇海は困こん惑わく顔を崩くずせない。

　その理由は──赤髪サイドテールの美少女、アンが言げん及きゆうしてきた。

「ねえ、孤高で一匹狼で気高くてお強いルゥさん？　ちょ～っと聞きたいんだけど？」

「む、アンか。ルゥのコト、よく分かってるな。……で、なんだ？」

「……そんな孤高の一匹狼さんが、な～んで……勇海の膝ひざの上に座ってんのよ？」

　そう、アンの言う通り──ルゥは、オン・ザ・勇海の膝の上、なのだ──！

　もう、勇海には何が何だか分からない。一匹狼とは一体なんだったのか。遠い目をする勇海と、いつにもまして不機嫌なアンだが、ルゥは『ふっ』と鼻で笑う。

「ふん、愚ぐ問もんだな──なぜならば」

　自信たっぷり、反らした胸に片手を当て、狼おおかみ娘むすめルゥは、言い放つ──！

「ルゥは───孤高の一匹狼だからだっ！」

「───だから孤高の一匹狼が人とくっついてんのはオカシイでしょーがぁぁぁ!?」

「るー……アンは相変わらず、うるさい。落ち着きがない。なー、いさみー？」

「だぁぁぁ！　人の話を聞けぇ！　べたべたくっつくなぁ！　ああああもおっ！」

　膝の上で勇海に頭を擦こすりつけるルゥを、アンは取り乱す勢いで怒ど鳴なりつける。混乱中の勇海としては助かる、が、唯ただ一ひとつ言える事は──ふかふかの狼耳は、とても気持ちいい。

　勇海自身がルゥをあまり止める気がないのは、これもある。ついでに尻尾しつぽの滑なめらかな毛け触ざわりと、女子特有の柔やわらかさを堪たん能のうしていると──ぬっ、と勇海の頭上に影かげが差した。

「──勇海く～ん？　え～いっ♪」

「へ？　……お、オッフゥ!?」

　微かすかに暗くなったかと思いきや、後頭部を柔らかな何かが、ふわりと包んでくる。圧あつ倒とう的な質量を誇ほこりながら、全すべてを受け入れるような優やさしさを誇る、柔らかな何かが。

　勇海は、この感かん触しよくを知っている──いや！　この柔らかさと、男を駄だ目めにする温かさを知っている！　《鬼オーガ》の名とは反比例する、聖母の如ごとき少女──カナ子こである！

「勇海くん、私ね～……イイコト考えちゃったの～。来らい夢むちゃんをクッション扱あつかいなんてせず～……私のお胸を使えばイイわ、って～。ほら、こっちも柔らかいでしょ～？」

「ちょ……だ、ダメだって、カナ子さん！　そ……それ以上はいけない！」

　同級生にも拘かかわらず〝さん〟付けせずにはいられない雰ふん囲い気きを持ち、そのくせ甘えたがりなところもある彼女は、どうにも始末に負えない。

　が、始末に負えないフリーダム娘は、勇海の膝の上にも鎮ちん座ざしていた。

「む。いさみ、おっぱい大好きか？　はあ、仕方ないヤツだ、全く。ほら、ルゥのも……結構やらかいぞ？　いっちょいっとくか？」

「そんな気軽に差し出すんじゃありません！　くそう、どうなってるんだ、この教室の貞てい操そう観念！　あまりの乱れように異議を申し立てたい次し第だい！」

　左右から両手で挟はさんで押し出した胸を、ずい、と突つき出してくるルゥ。何しろ膝の上という超ちよう接近戦に、あわや理性の崩ほう壊かいを覚かく悟ごした勇海だが、そこに救いの手が──！

「貞操観念と聞いて、誇り高きユニコーンの娘ユニ、只ただ今いま惨さん状じようーっ！（誤字ナシ）」

「うわぁぁぁダメっぽい！　くそう俺に救いなんてどこにもないんだ！」

「おのれ勇海殿どの！　ついに秘ひめていた魔ま性しようを露あらわにしたかっ……かくなる上はクラス皆みんなの純潔を守るため、この私が胸を貸すしかあるまい！　くっ……触さわれ！」

「ほれ見たコトか！　こうなると思ったよ！　全く頼たよれないもん、この子！」

　突とつ然ぜんに現れ、勝手に胸を差し出してくるユニは、事態を悪化させに来ただけである。

　三方向からの柔らかな同時攻こう撃げきを受け、勇海はもはや限界だ。この惨状（まさしく）を前に、勇海が藁わらをも摑つかむ気持ちでアンと来夢を見ると。

「ぐぬぬっ……ああもう、鼻の下伸のばしてんじゃないわよ！　来夢、止めるわよ──」

「……わたし、クッションとしての役目さえ、奪うばわれて……わたし、必要ない子、なんですか……？　所しよ詮せん、スライムじゃ……ダメ、ですかぁ……？」

「しょ、ショック受けてる場合じゃないでしょ!?　……ああもう、必要なくなんてないってば！　し、しっかりしなさいよねっ！」

　残念ながら、アンは気落ちする来夢を励はげますので手て一いつ杯ぱいらしい。

　もはや寄る辺なく、勇海は甘んじて受けるしかない。鬼、人狼、一いつ角かく獣じゆう、それらに属する《亜人》美少女からの、おっぱいトライアングルアタックを。いいじゃん。

（あっ、ダメだ、ナニコレ、ナニこの柔らかさ……あっ、あっ……う、宇宙の法則が、乱れ、あっ……あっあっ、水見式と呼ばれる方法が最も一いつ般ぱん的……あっあっあっあっ）

　その破は壊かい力は、凄すさまじい。人は、ただただ圧倒される時、ロクに頭が働かなくなるものだ。脳の処理が追いつかないのか、与あたえられる感触に溺おぼれていたいがためか。

　分からない──もう、何も分からないまま、勇海は堕おちようとしていた。

　けれど、その時──今度こそ本物の救いの手が、勇海に差し伸べられる。

「──ちょっと、教室でナニしてるんですかっ!?　勇海ちゃんを放しなさーいっ！」

　そう、学園の生徒会長にして、勇海の幼馴染たる──ミリィ＝エルフレアだ──！

　今の今まで勇海に纏まとわりついていた、ユニ・ルゥ・カナ子と、順番に声を上げる。

「げぇっ、生徒会長殿!?　くっ……殺される！」

「むむむ、こりゃたまらん。るぅー」

「退ひけ～、退け～♪　きゃ～っ♪」

　なぜか戦いくさ場ばの如く、けれど吞のん気きかつ楽しそうに散っていく三人。

　そんな彼女達を見送りながら、ミリィは腕うで組ぐみして憤ふん慨がいする。

「全くっ……少し目を離している間に、油断も隙すきもないんですからっ。いいですか？　皆さんも学生の本分として、もっと慎つつしみある行動を心がけて──」

「──結ゆう城きく～んっ♪　先生のお仕事、ちょっと手伝ってくださぁ～いっ。お願い──」

「……ティティ、せ・ん・せ・い？　お仕事は、ご自分でこなすモノですよねぇ……？」

「……ぴっ!?　みみミリィ様!?　あ、や、ミリィさん!?　い、いえ、これは、違ちがくてっ……ごご、ごめんなさぁ[image: ～][image: ～][image: ～]いっ!?」

　エルフの女教師ティティが、ミリィのプレッシャーに圧おされて教室から飛び出す。今度は呆あきれ顔で見送ったミリィが、けれど微かに頰ほおを緩ゆるめながら勇海に語りかけた。

「本当に、しょうがないです……が、これも悪い傾けい向こうではないですよね。勇海ちゃんは、皆に受け入れられてるんですから。ふふっ……やっぱり勇海ちゃんは、すごい──」

「……………」

「──……？　えっと……勇海ちゃん、聞いてますか？　……あ、あのあのー……幼おさな馴な染じみの、ミリィちゃんですよー？　おーい？」

　ミリィが近きん距きよ離りで手を振ふりつつ呼びかけると、無反応だった勇海がようやく動く。ぎ、ぎ、ぎ、と錆さびた機械のように首を回し、微笑と共に言葉を放った。

「──北の国からこんにちは。愛を囁ささやくのに類るい人じん猿えんは歩くスピードが速すぎます。それはバック走ですか？　いいえ、手の込んだ先祖返りです」

「い──勇海ちゃんが壊こわれちゃったぁぁぁ!?　大だい丈じよう夫ぶですか、勇海ちゃん!?」

「ヨウカンを切るのにゴボウを使いましたか？　あら、それは去年の夕飯です。ボク達は明日に生きる獣けものでしょうか。やめてよね、不思議な踊おどりで彼の心を奪うのは」

「勇海ちゃん、しっかりしてください！　正気に戻もどって……勇海ちゃん!?」

「そら見たコトか、オイスターソースは先に掲かかげるべきだったろう？　いい加減にしろよ……いい加減にしろよ！　関東の晴れ模様は主にサザンクロスのためじゃねぇか！　空一面にコウノトリだわ！　くるぶしはっ……くるぶしは、今！　泣いてんだよッッッ！」

「もういいっ……もう、いいですからっ！　休んでください……もう、休んでっ……」

「マリーアントワっ…………はっ？　お、俺は、一体ナニを……み、ミリィ？」

　ミリィに抱だきしめられ、勇海の目に光が戻る。きょろきょろと教室内を見回しながら、勇海はどこか納なつ得とくして、ゆっくりと呟つぶやいた。

「そうか……私は帰ってきたのだな、地球テラに……重力に、導かれて……」

「勇海ちゃん!?　まだどこかおかしいんですか!?　勇海ちゃあん!?」

「い、いや!?　もう大丈夫だから！　ほらこの通り、いつもの俺だぞーっ!?」

　慌あわてて身み振ぶりする勇海に、ミリィは少し疑わしそうだ。が、やがて彼女は安あん堵どのため息を吐つき、改めて話を再開した。

「はあ……もうっ、心配させないでくださいっ。せっかくクラスの皆さんから受け入れられても、そんな調子じゃこれから先、持ちませんよ？　……って、あっ」

「？　ミリィ、どうかしたのか………あっ」

　ミリィが声を上げて間もなく、勇海も気付く。教室の扉とびらの隙すき間まから、紅ぐ蓮れんの瞳ひとみが覗のぞき込んできている事に。軽くデジャヴを覚える勇海だが、おずおずと声を掛かけた。

「お、おーい、エイミ、どうしたんだ？　ほら、教室に入って──」

「!?　あ、ああ、あううっ……あ、あうあう、あっ……[image: ～][image: ～][image: ～]っ……」

　何やら『あうあう』言っているエイミと目が合い、見つめあう体勢に入ると──ぼんっ、と顔を沸ふつ騰とうさせたエイミが、これまたデジャヴのように、

「ふ、ふ……ふわ───っ!?　イサミの顔、まともに見れないーっ！」

　どどどっ、と廊ろう下かを駆かけ去ってしまう。廊下を走ってはいけないとか、そろそろ始業なのにどこへ行くのだろうかとか、ツッコみたい事がない訳ではない。

　けれど、やはりそれ以上に気になるのは、エイミの反応。

「エイミさん……やっぱり、昨日から様子が変わっていますね、勇海ちゃん？」

「！　……ああ、昨日のコトが原因だよな。……俺でさえ分かるよ」

「ええ。……勇海ちゃんは、エイミさんに──」

「ああ。っ……俺は、エイミに──」

　ミリィと勇海は、エイミの態度の理由を、ほとんど同時に口にした──

「とっても──好かれちゃって──」

「すっごく──嫌きらわれちゃったんだな!?」

「───へっ？　……は、はい？」

　──が、ミリィの言葉を勇海が遮さえぎる形になると、どうも彼女は呆あつ気けに取られてしまったらしい。しかし勇海は感情を抑おさえきれず、思い詰つめた表情で言葉を続ける。

「思い返せば、昨日は俺……何か勢いに任せて説教くさいコト言っちゃったし、ミリィを止めておいて自分は誘ゆう拐かい犯をぶん殴なぐっちゃって……あまつさえ、きざったらしいコトまで口走って……そういえばあの時も、エイミ、ドンビキしてたしっ……」

「……い、いえ、そんな事ないと思いますよ？　あの時のエイミさんは、むしろ──」

「気休めは止よしてくれっ！　そもそも出会った時のコトを、昨日まで忘れてたのだって失礼だし……事実、さっきもエイミは……俺の顔なんてまともに見れたモンじゃないって、逃にげ出してったじゃないか！　そ、そういえば、昨日の夜だって……！」

「いえニュアンスに食い違いがあると思うんですけどー!?　い、勇海ちゃん、また勘かん違ちがいしてませんか!?」

「いいや！　俺は、エイミに嫌われたんだ……《亜人ちゃん救世委員》失格だ……！」

「い、いえ、ですからぁ……はっ!?　ほら、エイミさん、戻ってきたみたい──あっ」

　がらっ、と扉の開く音がし、教室の出入り口に注目が集まると──入ってきたのは、エイミではない。長い銀ぎん髪ぱつと兎うさぎ耳みみを持つ、《キラー・ラビット》のミミだった。

　ミリィは人違いを恥はじてか、顔を紅あかくしたが、すぐさま気を取り直して挨あい拶さつする。

「あ……え、えっと。……おはようございます、ミミさん」

「…………おはよ」

「は、はい。……えーと、今日はいつもよりお早いですね？　良いお目覚めでしたか？」

「…………別に」

「そ、そうですか。……え、えーと。…………」

　それ以上は話題の種が見つからないのか、ミリィは黙だまり込んでしまう。

　ミミはといえば、特に気にする様子もなく、窓まど際ぎわの自分の席まで歩いていった。

　まるで音もなく、品の良い動作で着席したミミを見届け、あっという間に気を取り直した立ち直りの早い勇海が、ミリィに語りかける。

「何ていうか……物もの凄すごくクールな子だよな？　〝学外活動〟の時から思ってたけど」

「あっ、もう立ち直ったんですね……は、はい。ただ、御ご覧らんの通り無口な事もあり、クラスの皆さんともコミュニケーション不足なのも〝問題〟で。それで彼女は、いつも独りぼっちで……何かのきっかけがあれば、とも思うのですが、なかなか上手うまくいかず」

「そっか……根っからクールなんだな。……見た目だけクールのルゥとは大違いだな」

「聞こえているぞ、いさみー。……がぶっ」

「は──ぐ、ぐわあああっ!?　ヘタこいたァァァ！」

「い、勇海ちゃ───ん!?　大丈夫ですか!?」

　失言から一発、ルゥに首筋を嚙かまれる勇海を、ミリィが取り乱しつつも案じる。

　まあそれはそれとして、何となくミミを眺ながめていた勇海だが、しかし。

「ん？　……あ、あれっ？」

「あむあむ。……んーむ、嚙み心地ごこち、中々悪くない。やるな、いさみ……あむん」

　ルゥに嚙まれながら、勇海は気付く──白ウサギを思わせる少女、ミミが、じっ、と自分を見ている事に。

　何か用でもあるのだろうか、と声を掛けようとする勇海だが。

「あ、あのー……ミミ、ちゃん？　えっと、俺に何か──」

「！　………ぷい」

「えっ。……？　??」

　すぐにそっぽを向かれ、話をするタイミングを見失ってしまった。

　困こん惑わくする勇海だが、ミリィは特に気付いていないらしく、別の話を振ってくる。

「それにしても……エイミさんは、まだ帰ってこないんですかねー？　勇海ちゃんを嫌いとかは、まあ、あり得ないんですけど……恥ずかしがりすぎは、逆に困り──」

「みみみ──ミリィ様、大変です～っ!?」

「──きゃっ!?　てぃ、ティティ先生？　もうっ、様はやめてくださいと──」

　ミリィが言い終える直前、何やら慌てて駆け込んできたティティに、ミリィは軽く呆れつつ声を掛けようとする……が、どうもそれどころではないらしく。

「き──《金きん竜りゆう王おう》がっ！　《金竜王》が、突とつ然ぜん──この学園に、やって来ると！」

「…………えっ？」

　急報を受け、ミリィが呆気に取られる。ぽかん、と口を開いていたミリィだが、対するティティは息を整え、改めて詳しよう細さいを口にした。

「その……どうやら《金竜王》は、お孫さんを……というか、お孫さんと許嫁いいなずけが上手くいっているのかを心配し、様子を見に来る……とのことで。その、今日の……放課後くらいの時間帯には、もう訪おとずれるそうで。……そ、それで、その」

「……へっ!?　ま、またいきなりですね……けどまあ、様子見くらいなら──」

「もし、上手くいってなかったら──『世界、滅ほろぼしちゃおっかな～』とか……何とか」

「──────」

《金竜王》──それは全すべての生物の頂点とされる《金竜》を統すべる、事実上、地上最強の王。そんな《金竜王》の無茶苦茶な要望に、誰だれもが沈ちん黙もくするしかなかった。




　　　　■■■




　世界は過去に三度、滅めつ亡ぼうの危機に瀕ひんした事がある。

　一度目は、歴史にも残らぬほどの昔話、約一万年前──極大の天変地異によって。

　二度目は、それなりに昔、およそ千年前──突然に現れ、人じん魔まの区別なく全てを滅ぼさんとした、歴史上最悪の意志を持つ災害──《魔王》の出現によって。

　そして最も近い三度目は、それほど遠い昔の話ではない、百年ほど前。

　地上最強の《金竜》族の長おさであり、エイミの祖父である──《金竜王》によって。

　そんな《金竜王》が学園を訪れると聞き、勇海と、そしてつい先ほどつかまったエイミが、生徒会室にてミリィから話を聞かされていた。

「既すでにご存じでしょうが──今日の放課後、学園に《金竜王》様が訪れます。目的は勇海ちゃんとエイミさんの仲の視察……とはいえ、上手くいっていなければ『世界を滅ぼすかも』との事。さすがに冗じよう談だんでしょうが……かつて実際に世界を滅ぼしかけたという伝説的な存在が相手だけに、楽観はできません」

　ふう、と心労のため息を吐いたミリィが、それでも毅き然ぜんと打開案を口にする。

「ゆえに勇海ちゃんとエイミさんには、《金竜王》様に満足してお帰り頂けるよう──二人の仲の良さを見せつけて頂くという〝任務〟をお願いしたいのです！　……です、が」

　言いよどんだミリィが、勇海の隣となり……とは言えないほど離はなれたエイミに問いかける。

「……エイミさんは、なぜ……勇海ちゃんのほうを、一いつ切さい見ようとしないのですか？」

「！　ぁ、ぅ……だ、だって……だって、その……」

　もじもじと口ごもるエイミが、いつもの強気はどこへやら、消え入りそうな声で言う。

「き、昨日……イサミに、助けてもらってから……何だか、イサミの事を考えるだけで、胸がドキドキしちゃうし……顔を見たら、胸がキューっとなっちゃって……ど、どうしようもないんだ。……ぁ、ぁぅぅ……」

「……そ、そうですか。えーっと……」

　頰ほおを赤らめるエイミから、ミリィが視線を移し、ちらり、勇海のほうを見てくるが。

「え、エイミ、それってまさか!?　……不整脈の症しよう状じようか!?　不整脈を起こすほどに、俺の存在がストレスに……!?　くっ、すまん、エイミっ……俺のせいで……！」

「勇海ちゃん、勘違いが度を越こしちゃってますよー!?　そんな心配ないですってば!?　ああもうっ……とにかく二人とも、お願いしますよ!?」

　かくして勇海とエイミは、《金竜王》に仲なか睦むつまじさを見せつけるという〝任務〟を託たくされたが──はっきり言って不安のほうが大きく、命運は放課後に託される事になった。



















　　　　■■■




　天高くそびえる塔とうのような巨きよ体たいが、人間領域の世界へ足を踏ふみ入れようとしていた。エルフの魔法で造られた空間跳ちよう躍やくの扉を通り、樹林地帯の少し開けた場所に降り立つ。

『……どっこいせ。ふん、人間界の空気は軟なん弱じやくで肌はだに合わんわ。かーっ、ぺっぺ』

　どことなく老人じみた口調だが、その巨体は、さすが最強にして純血の《金竜》──そう、まさしく《金竜王》の圧あつ倒とう的な巨きよ軀くを見上げ、出で迎むかえ役のティティは畏い怖ふに慄おののく。

（ひ、ひ、ひぇ[image: ～][image: ～][image: ～]っ！　おっきい、怖こわいっ……しかも体だけじゃなく、魔力も桁けた外はずれ……こ、こんなのが暴れたら、世界なんてホントに滅びちゃうかも……!?）

　ぶるぶると震ふるえるティティを、黄金の竜は体たい軀くと同じ巨きよ大だいな目で見下してくる。

『おい、出迎えの耳長小こ娘むすめ。なぜこんな、森の……いや、山の中か？　こんな辺へん鄙ぴな場所に転送した？　わしの孫まご娘むすめは学園じゃろが。そっちに送らんかい』

「え。……ええっ!?　い、いえ、お孫さんには内ない緒しよで、というのが《金竜王》様からの要望のはずですし……それに《金竜王》様がいらっしゃると知られれば、学園生達がパニックを起こしてしまいかねませんし……そ、その辺りを踏まえて、ここにですねっ」

『ふん、小さき者は神経もか細いのう。……で、孫娘には……ちゃんと秘密にしたか？』

「え、ええっ、そそそれはもちろん、もちろんですっ!?」

　ティティの返答は、もちろん噓うそ──何か起これば対処できるよう、また避ひ難なんも可能なよう、話は学園全体に知れ渡わたっている。いわばこれは、学園ぐるみでの対応なのだ。

　しかし《金竜王》は特に疑いもせず、その巨大な鎌かま首くびで頷うなずいた。

『ふんっ、ま、よかろう。……で、小さき者よ。どうやって我が孫娘の様子を窺うかがう？　こんな場所から、まさか自分の目で確かく認にんしろとでも言うのではなかろうの？』

「ひぇっ……は、はい！　しょしょ少々お待ちください!?　え、えーとっ……」

　自分の体以上ある大きな目に見下ろされ、怯おびえながらも、ティティは魔力を集中する。

　ティティは自分自身、気弱で頼たよりないと自覚してはいるが──同時に、自他共に認める《通信魔法》の達人である。その本領を、今こそ発揮してみせた。

「静せい謐ひつなる水面みなもに映せ　彼かの者の行方ゆくえ　彼の者の姿すがた見み

　───《遠見の水鏡アクア・スクリーン》！」

『！　……ほお～』

　詠えい唱しようしたティティの周囲を、水みず飛沫しぶきが舞まい、意志を持った生物のように中空で四角形の形を成すと──まるで映画館の大スクリーンのように、映像が浮うかび上がった。

　……とはいえ巨大な《金竜王》にしてみれば、テレビの画面程度の大きさに過ぎず、音声も伝わっては来ないのだが、それでも中々に満足しているらしい。

『ほー、ほー。面おも白しろいのー。ちっぽけでビビりで頼りない耳長小人と思っておったが、やるではないか。褒ほめてつかわすぞ、ほっほー』

「うぐっ！　……きょ、恐きよう縮しゆくでーす……」

『さてさて、わしの孫娘はどこに……ん？　……お、おお……おおお!?』

　あけすけな低評価に表情が引きつるティティだったが、《金竜王》は気にも留めず水のスクリーンに注目し──お目当ての孫娘を見つけたらしい。

『えっ……エイミちゅわ───んっ！　おお、おお、大きゅうなってぇ……五年ぶりくらいかのー。くーっ、母さん似の美人に育って、感無量じゃあああ……ううう』

「え？　……き、《金竜王》様は、エイミさんが学園に来る前、一いつ緒しよに住んでたとか……そういうわけではないのですか？」

『うむ、娘むすめが……エイミの母の事じゃが。なんちゅうか、二世帯住宅はイヤとか、そんなワガママ言いおって……わしも体デカいし、一緒に住むの難しかったし……』

「そ、そうでしたか。……どこの世界も、家庭のお悩なやみは似たようなモノですね……」

　ぼそり、《金竜王》の高い位置にある耳には聞こえない小声で、ティティが呟つぶやく。

　案の定、彼には聞こえなかったようで、それよりも本題を気にしていた。

『さて……かの《救世主》の末まつ裔えいたる、例の婿むこ殿どのはどこかの？　……小さき者は小さいだけあって、見分けもつきにくいからのー。分かりにくいわ……ん？』

（同じ人間サイズのエイミさんは、すぐ分かったくせに……あ、見つけたみたい）

『ふむ、あの小こ僧ぞうか……あやつ、エイミとは普ふ段だん、どのような感じじゃ？』

「え。あ、えっと、はい！　そ、それはですねぇっ！」

　急に話を振ふられて驚おどろくティティが、心を落ち着け、用意していた台詞せりふを口にする。

「ええと、彼とエイミさんは常に行動を共にし、周囲が羨うらやむほど仲睦まじいです。今日だって、これから一緒にお出かけしようと、待ち合わせをしていたみたいですよー」

『ふーん。……ホントかのー。ちゃんとエイミの事、幸せにできとるんかのー』

「え、ええ、それはもう！　彼……ええと、結城勇海くん、というのですが。……彼は頼りになりますし、イイ子ですし、とっても魅み力りよく的な子ですから──」

『ふん、あの小僧の人となりなど、興味ないわ。……ま、事は単純じゃ。あやつが万が一にも、我が孫娘を泣かせようものなら……《救世主》の子孫じゃろうと、関係ない』

　ぶふーっ、と一ひと際きわ強い鼻息で森を揺ゆらし、《金竜王》はあっさり述べる。

『もっかい、戦争でも何でも起こして──人間ごと、ぶっ滅ぼしちゃるからのー』

「──────」

『マジじゃからな。……おっ、動きがあったぞ!?　はてさて、どうなるかのう……！』

　事の重大さを改めて認識させられ、完全に硬こう直ちよくするティティだが──野や次じ馬うま根こん性じよう丸出しの《金竜王》は楽しそうに、スクリーンに映る二人を追うのに集中するのだった。




　　　　■■■




　その日の授業が終わった放課後、勇海とエイミは〝居住区〟の奥、学がく舎しやの位置から見れば正反対の方向にある──亜人専門の〝自由商業区〟という区域に、足を運んでいた。

　そこは人間世界でいう商店街と酷こく似じしており、学園生やエルフによる自由労働の権利が認められていた。何せそれぞれが個性の強い《亜人》、中には就労意欲がやたらと高い者もいるし、学業の一いつ環かんとして労働を実体験できる場は、学園でも重宝されている。

　もちろん働くだけでなく、遊びに来る者も多い──が、今回の勇海とエイミに限っては、遊びに来た訳ではない。むしろ、世界の命運に関かかわる任務を携たずさえてきたのだ。

　勇海とエイミの仲睦まじさを、《金竜王》に見せつける──任務というには、どうにも気き恥はずかしい内容だが、《金竜王》は今もどこかでティティの通信魔法を通して勇海達の動向を窺っているはずだし、気は抜ぬけない。

　……いや、どこかで、というか。その居場所は、学園の誰にも筒つつ抜ぬけだが。

（……あの山の中腹、何かキラキラ光ってるし、金色の竜のでっかい背中が見えてるんだよなぁ……アレ、隠かくれてるつもりなのかな……全然、隠れられてないけど……）

　その山も《聖デミグリーン学園》の私有地であり、そこに《金竜王》を転送するという話は、勇海達も聞き及およんでいた。背中を丸めた竜の背に、微び妙みような哀あい愁しゆうを覚える勇海だったが──そんな些さ末まつな事より、勇海は重大な問題を抱かかえている。

「さ、さて！　エイミ、えーと……だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「……ふぁっ!?　え、あ……う、うぬ……じゃなく、うん!?　大丈夫だ、イサミっ!?」

　一緒に歩いていたエイミに語りかけるも、やはり大丈夫そうではない。

　それもそのはず、エイミは勇海の顔も見たくないほどに避さけていたのだ。そんな状態なのに、急にデートのような事をしろと言われても──

（！　……デート……？）

　はた、と勇海が立ち止まると、三歩後ろを付いて来ていたエイミも、ぴた、と歩みを止める。若じやつ干かん慌あわてているのか、彼女はおろおろとした声を上げてきた。

「い、イサミ？　あの……ど、どうかした？　おなか痛いとか？　ちょっと休むか？」

「……なあ、エイミ。今日のコトなんだけどさ」

「！　う、うん……分かってる。おじい様に、その、イサミと、仲良いトコを見せる、えっと、えっと……に、任務だな！　大丈夫、ちゃんと分かってる──」

「いや、エイミ──今日は、デートをしよう」

「え。……で、え、と……えっ？　……えっ、えええええ!?」

　顔を真っ赤にして叫さけび声を上げるエイミに、やはり嫌いやがっているのかな、と勇海は思いつつ、それでもめげる事なく彼女に真っ向から言う。

「ほら、この間の〝学外活動〟の時さ……いくらでもデートする、って約束しただろ？　あの時の約束を……ちゃんと、果たしたいしさ」

「え……あっ、な、なるほどっ。おじい様を納なつ得とくさせる任務のために、一石二鳥──」

「いや、そんなついでみたいな感じじゃなく──俺がエイミと、デートしたいんだ」

「!?　い、イサミが!?　イサミが……私と!?　……そ、そんな……夢みたいな……」

「エイミとは、もっとちゃんと、仲良くなりたいからさ。……って、聞いてる？」

　問いかける勇海だが、エイミは上の空で──思わず不安になり、再度質問する。

「ま、まあ、もちろん……エイミが嫌なら、無む理り強じいなんてしな──」

「───嫌なわけ、ないっ！」

「──いふっ!?　あ、えっ……い、嫌じゃないのか？」

「……あっ!?　いや……じゃなく！　その……えと、もちろん、だけど……え、えと」

　しどろもどろになるエイミが、忙せわしなく身み動じろぎし、焦あせりを体全体で表現する。暫しばし、両手をバタつかせていたが──やがて、俯うつむき気味に、頰ほおを朱しゆに染めながら、

「……よ、よろしく……お願い、します……」

「！　……あ、ああ……こちらこそ、よろしくな！」

　エイミに受け入れられ、ぐっ、と勇海が心の中で握にぎり拳こぶしを作る。自分の至らなさでエイミに避けられていたが──これを機に仲直りし、心の距きよ離りを縮められるかもしれない。

　そう思えばこそ、デートにも気合が入るというもの。ここはバッチリエスコートしようと、勇海は意気込んで一歩を踏み出す……が、しかし。

「よし、じゃあ行こう、エイミ！　あ、どこか行きたいトコとか──」

「あっ……ま、待って、イサミっ！」

「へ？　……お、っと!?」

　不意に左手を軽く引っ張られた勇海が、体勢を崩くずしつつも何とか持ちこたえる。何事かと振り返ると、エイミが──勇海の服の袖そでを、引っ張っているのが目に入った。

「あ。……え、えと、その……で、デートっ。デートだから、その……」

「え、エイミ？　ど、どうしたんだ？　ナニか──」

「……は、離はなれない、よぅ……袖、借りて……い、いい？」

「──────」

　エイミ＝ドラコ＝エクリシア──出会った当初から抱だき着いてくるような、大だい胆たんな美少女ドラゴン。そんな彼女が、上うわ目め遣づかいで、恥はじらい、勇海の袖を摘つまんでくる姿は──

（か………かわいっ!?」

「へ？　か、カワイ……？　誰だれだ？　イサミの知り合いの名前か？」

「あ、いや!?　なな、何でもない、何でもっ……ご、ごほんっ！」

　心の中で叫んだつもりが、無意識に口から出ていたらしい。慌てて咳せき払ばらいして誤ご魔ま化かした勇海が、まずは気を落ち着けるため、冷静に提案を出す事にした。

「え、えっと……袖、摑つかみにくくないか？　何だったら、その……手、手でも、繫つないでみるか？　……な、なんて、はは……」

「……ふ、ふえっ!?　そ、それは、まだ、ちょっと……恥ずかしぃ、から……」

（抱き着いてきたコトもあるクセに……抱き着いてきたコトもあるクセに───っ！）

　過去に起きた事案を、心の中で繰くり返し叫ぶ事で、勇海は落ち着こうとする。まあ正直、却かえって混乱を加速させている気もするが、何とかデートを開始しようと試みた。

「じ、じじ、じゃあ……行かれますかな、エイミさん？　しゃ……Shall we date?」

「!?　う、うう、うんっ……あ、あいどらぶ、てゅぅー！」

　恐おそらく『I would love to.』と言いたかったのだろうが、非常に拙つたない発音で──そんな彼女のたどたどしさにも、勇海は妙みように心打たれるのだった。




　　　　■■■




　自由商業区を進む勇海とエイミは、まず初めに喫きつ茶さ店てんへと向かう。デートの定番といえば定番だし、午後三時という時間帯も、間食にはちょうど良かったからだ。

　出で迎むかえの店員は、授業が終わってから文字通り飛んできたのだろう──有ゆう翼よくの《ハーピー》の亜人たる少女が両手の羽を広げ、二人掛がけのテーブル席へ案内してくれる。

「いらっしゃいッスー！　二名様ご案内、ご注文どうぞッスー！」

「あ、う、うん。超ちよう元気だな……えーと、オススメとか、あるかな？」

「はいッス！　今日は……イイ鶏とりが入ってるんで、チキンソテーとか唐から揚あげッスねー」

（これは彼女なりのブラックジョークなのか……!?　それとも本気なのか……!?）

　軽く思案に暮れる勇海だが、とりあえず唐揚げと飲み物を頼たのむ。向かい側に座っているエイミは、ずっと真っ赤なままの顔を伏ふせ、沈ちん黙もくしてしまっていたが。

「……え、えーと、いい店だな！　落ち着きが……な、ないけど。その代わり明るくて、面おも白しろい店っていうかさ……なっ!?」

「……へ!?　あっ、うん、そうだなっ！　う、うん、ホントに。…………」

「あ、ああ！　……………」

　会話は、あっという間に終わってしまった。勇海も、実のところデートの経験など今までなく、それ以上はどうアクションを起こせばよいのか分からない。

　気まずい沈黙が訪おとずれるも──それほど時を置かず、店員が注文の品を運んでくる。

「おまたせッスー！　お飲み物と鶏の唐揚げ、お持ちしたッスー！」

「お……おおっ!?　早いですね……！　ありがとうございまッス！」

「！　えへへ、照れるッス……ウチのお肉、よく味わうッスよー。なんちゃってー」

（ジョークとしては笑えないッスよ、ハーピーちゃーんっ!?）

　リアクションし辛づらいジョークをぶちかましていった店員だが、とにかくこれを食べていれば間を繫げる。山盛りの鶏の唐揚げを、一つ摘もうとした勇海……だが、その時。

「───い、イサミっ！」

「お、おおっ!?　急に大声なんて出して、どうしたん──」

「──わ、私に、食べさせてっ！　……あ、あーん！」

「だぇっ。……食べさせ……って、これを？　……唐揚げ？」

　勇海が戸と惑まどいつつ問いかけると、エイミはささやかに口を開いたまま、こくこくと頷うなずく。唐揚げを摘んだ体勢で硬直していた勇海が、弾はじけるように慌て始めた。

「そ……それはさすがに恥ずかしいって!?　お店の中だし、いくら何でもっ……！」

「！　けど……アンとルゥには、してた。それも……外で」

「!?　い、いやアレは……そうしないと食べれなかったみたいだし、止やむを得ず……」

「……そっか……私には、したくないか……そっか……ごめんな、無理言って……」

「うおおッ!?　そ、そんな顔するなってば……く、ううっ……っ──！」

　エイミが泣きそうになると──《金竜王》が見ているだとか、そんな事とは関係なく、勇海の体は勝手に動き出す。羞しゆう恥ち心しんなど心の戸と棚だなにぶち込んで、唐揚げを摘んだ右手をゆっくりと、エイミのしょんぼり顔の前に持っていき──

「え、エイミ！　はい……あ、あーん」

「……えっ？　い、イサミ？　……い……いい、のか？」

「お、おうともさ！　な、何せ、その……で、デートだしな！　さ、さあっ！」

「！　い、イサミっ……うんっ……あ、ありがとっ。……あ、あーんっ」

　エイミが柔やわらかそうな唇くちびるを、もう少し大きく開き──勇海の摘んでいた唐揚げを、ぱくり、一口で持っていく。……と、その際、勇海の指をエイミの唇が軽く食はみ、

（──ん、んんっ!?　い、今、エイミの口の中に、俺の指がッ……!?　な、なんか普ふ通つうより、ほんのり温かかった……《金竜》だからか!?　そ、そうなのかっ!?）

「んっ!?　……お、おいしい。いつもより、おいしいような……気が、する？」

「……おっふ!?　そ、そっか、それなら良かった！　……って、このお店のおかげだと思うけどな！　は、ははは……」

「む。……そ、そんな事ないっ。じゃあほら、イサミも……は、はいっ、あーんっ」

「えっ。……ま、まさか、それ……えっ」

　一いつ瞬しゆん、己おのが目を疑う勇海──エイミが唐揚げを一つ摘つまみ、突つき付けてきている。エイミの目は〝食べて〟と、口ほどに物を言っていた。いや『あーん』とも言っていたが。

　先ほど勇海自身、エイミにした事だ。恥ずかしいなどという言い訳は、成立しない。

　鶏とり立ちぬ、食わねば──意を決した勇海が、ついに唐揚げへと口を寄せる──！

「は──はぐっ。……もむ、んむっ！」

「ひゃんっ!?　い、今、指が……あっ。い、イサミ、どうだ……？　お、おいしい？」

「（……正直、緊きん張ちようで味なんて分からん……）あ、ああ……何か、その……いつもより、おいしいような……気が、する。……か、かな？」

「……えっ、そうなの!?」

「えっ。……えっ!?　い、いやだって、エイミもさっき……」

「……はっ!?　う、うん、そうだっ！　いつもより、おいしいっ……だから、その……もっと！　……もっと、して……ほしい。……あーん」

「お、おおっ!?　……じゃ、じゃあ……はい、あーん」

「ぱくっ。……んっ♪　ふ、ふぁ……これ、すごぃ……変な、感じだ……ふあぁ……」

　こうして──片方が食べさせたら、もう片方も食べさせる、謎なぞの『はい、あーん、させ合う機械』が誕生した。この珍ちん妙みような状じよう況きように疑問を覚えつつも、何とか皿を平らげると。

「……ご、ごちそうさま。その、エイミ……あ、ありがとう？　……かな？」

「……ふぁっ？　あ、う……こ、こちら、こそ……あ、あうあう……？」

　やはりエイミも恥ずかしかったのか、噴ふん火かする勢いで──いや、実際に体の各所から、ぽぽぽっ、と《金きん炎えん》が漏もれ出ている。目を回しているのが、どうにも心配だ。

　とはいえ、もう唐揚げはない。これでようやく人ひと心ここ地ち──

「──はーい、唐揚げお待ちーッス！　いっぱい食べるッスよー！」

「えっ。……えっ、あれ……えっ？」

　どーん、と目の前のテーブルに唐揚げを追加され、勇海は呆ぼう然ぜんとしつつ尋たずねた。

「え……あ、あの？　もう、その……頂いたん、ですけど？」

「アレ？　あ、そッスかー！　あはは、またやっちゃったッスー！　いやー、ウチ、鳥とり頭あたまなんで、うっかり忘れちゃうんスよねー！　あははー！」

（こ、この仕事、向いてないんじゃ……!?）

「まあ、それサービスってコトで、どうぞッス！　それじゃー！」

「……へっ!?　え、ちょっ……い、いいのかな……にしても、これは」

　まさかの唐揚げ追加である。既すでに結構な量だっただけに、なかなかお腹なかに重い。とはいえ、先さき程ほどのような『はい、あーん』を敢かん行こうする必要はないし、精神的には楽だ。

　少なくとも、勇海はそう思っていた──思っていたのだが。

「……い、イサミっ。……はい、あーん」

　なぜだろう、エイミは今一度、摘んだ唐揚げを勇海に突き付けてきている。まさか、もしや、よもや──勇海の頭によぎった危き惧ぐを、エイミは顔を紅あかくしたまま口にした。

「わっ……わんもあせっ」

「ほ、本気で言ってるのかいエイミくーん!?　俺ぁちょいと信じられないよォ!?」

「ほ、本気だ。も、もうワンセット……いくぞっ、イサミっ。はい……あ、あ～んっ」

「くそう目がマジだ！　このままでは高タンパクで知られる鶏肉を過か剰じように摂せつ取しゆするコトで筋肉ムキムキになっちまうぜ！　の、望むところさ！　あ、あーんっ！」

　こうして、妙なテンションで押し切る事にした勇海と、相変わらず顔を真っ赤にしたエイミが──まさかの『はい、あーん』２ラウンド目に勤いそしむのだった。




　　　　■■■




『ありがとございましたッスー！　またお越こし願うッスよー！』

　ハーピー娘むすめの元気な声に送り出された、勇海とエイミは──店員さんの元気さとは真逆に、憔しよう悴すいしきり、ふらふらとした足取りで喫茶店を出た。

「……え、エイミ……大だい丈じよう夫ぶか？　あ、歩けるか？」

「だ、大丈夫、だけど……夢、見てるみたいだ……す、すごかった……」

「ああ……食べ過ぎてふらふらだし、確かに夢の中みたいだよな。ふ、ふう～……」

　話の内容がすれ違ちがっている気もする。だが、今はそれを気にする時ではない。何といっても、デートなのだから──勇海は気合を入れ直し、エイミに左手を差し出した。

「そ、それじゃ、行こうか！　次は……っと、ちょっと食べ過ぎちゃったし、落ち着きたいな。少しここら辺を、散歩でもしようか？」

「あっ……う、うんっ。じゃあ、またイサミの袖そでを………あっ」

「？　エイミ……どうしたんだ？　摑つかまないのか？」

　エイミが伸のばしかけた右手を、咄とつ嗟さに引いた。どうしたのだろう、と勇海が首を傾かしげていると、エイミは暫しばし逡しゆん巡じゆんしながらも、震ふるえる唇から言葉を漏らした。

「う、腕うでにっ。……イサミの、腕に……抱だき着いちゃ……だ、ダメ？」

「へ？　……え、ええっ!?　いやそれは、さすがに大だい胆たんすぎじゃないか!?」

「け、けど……来夢とカナ子も、抱き着いてた……だ、だから、私も……」

「い、いや、だからアレは、止やむに止やまれずっていうかさ!?」

「あ……っ。ご、ごめんっ。ダメなら、イイんだ。イサミを困らせるつもりなんて、ないから……だから、その──きゃっ」

　慌あわてて後ずさろうとしたエイミだが、自身のふらつく足に躓つまずき、転んでしまいそうになる──が、慌てて駆かけ寄った勇海が、彼女の体を抱き留める。……すると。

「!?　エイミッ──っとおっ!?　だ、大丈夫かっ!?」

「あっ……い、イサミ、ありが……──っ!?　あ、あわわ……!?」

「？　……あっ。……お、おおお……おおっ？」

　期せずして、抱き締しめる形になってしまい──目と鼻の距きよ離りに、冴さえ冴ざえと白い肌はだ、すらりと通った鼻筋、潤うるんで炎のように揺ゆらめく紅ぐ蓮れんの瞳ひとみ。

　そして、薄うっすらと艶なまめかしく湿しめった、薄うす桃もも色いろの唇が、ある。

「………え、エイミ………」

「………い、イサミ………」

　熱っぽいエイミの体から、《金炎》が漏れ出ている事も、今は気にならない。

　暫し、勇海はエイミと、見つめ合い──そこは二人だけの世界となっていた。




　　　　■■■




《金竜王》が背中を丸めて待機する山中で、同じく待機していたティティが水の巨きよ大だいスクリーンに映る勇海とエイミの様子を見て、心の中で嬌きよう声せいを上げる。

（きゃ……きゃ[image: ～][image: ～][image: ～]っ！　結城くんとエイミさん、イイ感じじゃないですか～！　ていうか、イイなぁ、イイなぁ……食べさせっこしたり、抱き合ったり、なんか少女マンガみたいです！　わたしも頼たのんだら、結城くん、エスコートしてくれませんかね～……）

　妄もう想そうが昂たかぶりかけるティティだが、すぐに自分の仕事を思い出して気を引き締める。

（おおっと！　浮うかれてる場合じゃないですっ。お仕事、お仕事……まあ一時はどうなるかと思いましたけど、これなら《金竜王》さんも満足して──）

『……うーん、どーにも……物足りんのう』

「えっ。……は、はい？」

　ティティは聞こえてきた言葉に我が耳を疑うも、《金竜王》は独り言のように呟つぶやく。

『なーんかのう……二人の距離が遠いっちゅうか。豪ごう勇ゆうかつ積極的で知られる《金竜》にしては、大人しいっちゅうかのー……二人は本当に、仲良いんかのう』

「えええ!?　いやいや仲良すぎるくらいですよ!?　『はい、あーん』したり、抱き合ったりっ……どう見ても不純異性交遊ですっ！　あっ、学生としてマズイ気がしてきた！」

『何を言うか……許嫁いいなずけなら食べさせ合いは、口移しがデフォじゃろ。それに腕を組む程度……人間界の書物でも確か、繫つながったまま街を歩いてフットーするとか何とか──』

「それ少女マンガですからぁ！　読んでるんですか!?　米こめ粒つぶみたいになると思いますけど！　第一、学生のあの子達にさせませんからね!?　教職者として──」

『……あぁん？　小こ娘むすめ、誰だれにそんな口利きいとんのじゃ？』

「…………ぴっ!?」

　絶好調でツッコんでいたティティだが、《金竜王》に一ひと睨にらみされ口を噤つぐんでしまう。つい忘れていたが、相手は世界を滅ほろぼせる実力者──機き嫌げんを損そこねるのは、愚ぐ策さくだ。

　青ざめるティティに、けれど《金竜王》は、ふんっ、と鼻息を吹ふいてそっぽを向く。

『ふんっ。……まあ良い、しゃーないわ。どーもあの小こ僧ぞう、鈍にぶそうじゃしのー。可愛かわいい孫まご娘むすめのために……もう一押し、してくるとするかのー。よっ、と……』

「……えっ？　ちょ、ナニを………───ッ!?」

《金竜王》がおもむろに巨きよ体たいを起こした瞬しゆん間かん、丸まっていた背中から、黄金こがね色の翼つばさが盛り出てきて──鳥というより蝙蝠こうもりの形状に似た翼を、大きく左右へと広げると。

「ま、待ってください、《金竜王》さ───きゃあッ!?」

　一瞬、山が揺れたと錯さつ覚かくするほどの豪ごう風ふうが、ティティに吹き付けられ──目を開き、風が止む頃ころには、あの《金竜王》の巨体が完全に消え去ってしまった。




　　　　■■■




　エイミと抱き合い、見つめ合う形になっていた勇海は──ごくり、唾つばと一いつ緒しよに緊張を喉のど奥おくへ送り込んでから、惚ほうけるエイミへと落ち着いて語りかけた。

「エイミ。あのさ……さっきから、の話なんだけど。アンや来夢、ルゥやカナ子さんと、やったコト……っていうヤツ」

「！　え、あ……う、うん。それがどうかしたか、イサミ？」

　瞳を潤ませて見つめてくるエイミに、勇海はゆっくりと頷うなずきながら答える。

「誰かがやったから自分もやる、なんて──無理しなくて、イイんじゃないか？」

「……えっ!?　ど、どういう意味だ？　まさか、イサミ……イヤ、だった……？」

「い、いやそうじゃなく！　だから、せっかくの、その……で、デート？　なんだし……エイミが本当にやりたいコトをするほうが、イイと思うんだ、もちろん、さっきのもやりたかったコトなら、それはそれでイイんだけどさ。他にも、色々とあるだろ？」

「そ、それはもちろん。……け、けど、イイのか……？　その……迷めい惑わくじゃ……」

　さっきアレほど大胆な事をしておいて、今さら──と勇海も思わなくはなかったが、あえてそれは言げん及きゆうせず、安心させようと笑ってみせた。

「迷惑なんかじゃないって。俺だってエイミのしたいコトを、今は一番したいんだ。だって、俺は今──エイミのコトを、もっとよく知りたいんだからさ」

「！　……い、イサミ……！」

　勇海の言葉に、エイミは宝石のように瞳を輝かがやかせる。まるで汚けがれを知らない無む垢くな眼まな差ざしで、彼女が望む〝したい事〟とは。

「そ、それじゃ、それじゃ……あっ。……イサミと、したい事…………」

「？　遠えん慮りよしなくてイイぞ？　ご飯……は、さっきアレだけ食べたし、まだ早いか。じゃあ、えーと、服とか？　……あ、アクセサリーとか……す、少しくらい頑がん張ばるぞ？」

　いくつか予想を口にしてみるも、エイミからの反応はない。いや、反応がないというより──エイミは勇海の顔の下のほう、鼻、いや、口の辺りに注目していた。

「？　??　あの、エイミ……俺の口、何かついてるか？　……か、唐から揚あげの油？」

「……ち、ちう……ちう～……」

「エイミ、何で目を閉じたんだ？　ちう……って何なんだ？」

「………………」

「エイミ？　聞いてるか？　おーい……おーい？」

　眠ねむり姫ひめのように目を閉じ、硬こう直ちよくするエイミに、勇海が呼びかけ続けていた──その時。

「「────ッ[image: !!?]」」

　ぶわり、周囲を襲おそったのは一いち陣じんの突とつ風ぷう。直後、ずどん、と音を立てて大地が揺れた。

「な、なっ……なんだ!?　……え、ええっ？」

　地に足を踏ふみしめ、エイミごと転てん倒とうするのは免まぬかれた勇海だったが──突とつ如じよとして頭上に現れた影かげ、そして金色の巨大な〝生物〟に、目を丸める。

　それは、金色の竜りゆう──紛まぎれもなく、《金竜王》その人だった。

（え……な、何で……さっき、確かに山の中に……あそこから、一っ飛びしてきたっていうのか？　……こ、この巨体で、軽々と……？）

　軽々と飛び越えているのは物理法則の壁かべさえもか、と勇海が戦せん慄りつしていると──その威い容ように似つかわしい、地の底から響ひびく地鳴りのような声が届いてきた。

『《救世主》の末まつ裔えいにして、我が愛いとしき孫娘の婿むこ殿どのよ……おぬしは知る由よしもなかろうが、わしはおぬしらの動向を、全すべて見通しておったぞ……』

「えっ（……あっ!?　そういえば、そういう話だった！）な、何だってー。俺達の……で、デートを。……監かん視しされてたなんて、これっぽっちも気付かなかったずぇー」

　我ながら白々しいと思う勇海だが、しかし《金竜王》は、なぜ顔を出してきたのか。確か、〝おしのび（笑）〟と聞いていたのに──

『だがしかぁし──なぁぁぁんたる無様よおぉぉぉっ!!』

「どぅおあっ!?　み、耳が……って、え？　ぶ、無様……？」

『黙だまって見ておれば、まるで積極性の足りぬ、逢おう瀬せとも呼べぬ児じ戯ぎの繰くり返し……許嫁が聞いて呆あきれるわっ！　やはりおぬしのような者に、孫娘を任せては──』

「──おじい様、イサミに酷ひどいこと言わないで！　そんなこと言うおじい様、嫌きらいっ！」

『おおおエイミちゃん、ごめ～ん!?　冗じよう談だんじゃし、じーじのこと嫌いにならんで～！』

　エイミに咎とがめられた瞬間、巨体の威容もひっくり返る勢いで謝り倒たおす《金竜王》。

　勇海も思わず気が抜ぬけそうになるが、気を取り直して《金竜王》に問いただす。

「ちょ……待ってくれ、《金竜王》さん！　さっきの俺達、一体ナニがいけなかったっていうんだ!?　俺達は、普ふ通つうに仲良くデートしてただけで──」

『あぁん？　普通に、じゃと……？　けっ、あんな上うわっ面つらの逢瀬なんぞ、何の証明にもならんわ。まあ……確固たる証しよう拠この見せ方は、一つだけあるがの……』

「!?　確固たる証拠、って……い、一体どうすれば？　??」

　重ねて問うた勇海に、《金竜王》は──くわっ、と巨大な目を更さらに見開き、叫さけぶ。

『古今東西、万ばん国こく共通の愛の証明方法など──接せつ吻ぷん以外になかろうがぁぁぁ！』

「せっ？　……せっぷん……はっ!?　せ──接吻んんん!?」

　接吻、すなわち口付け、つまり──キスの事である。大胆を通り越こした無茶ぶりに、エイミも顔を真っ赤にして慌てていた。

「な、なななっ……!?　な、何で私のしたい事……はっ!?　い、いや、それは──」

「──ふざけんなっ！　そんなコト、できるワケないだろッ！」

「えっ。……あ、あう……」

　きっとエイミは、祖父である《金竜王》の心ない要求に傷ついたのだろう。どことなくしょんぼり顔のエイミを見て、勇海の心に火が点ついた。

「エイミは……誰よりも真まっ直すぐで、気高い女の子だ！　そんな子がこんな屋外でキスなんてハレンチなコトっ……できるワケないだろ!?　考えさえしなかったはずだ！」

「えっ、アッハイ。……い、イサミの言うとおりデス……」

「そもそもっ……そんな恥はずかしい目に遭あわせるなんて、エイミが可哀かわい想そうだろっ！　俺はこの子に、そんなコトを強要するつもりはないッ！」

「!?　あ……い、イサミ……そんなにも、私のためを思って……？」

　エイミは感動したかのように、紅蓮の瞳を潤ませる──勇海は勇海で、こうなったら言いたい事は全て言ってやる、と《金竜王》を睨みつけた。

「大体……孫娘を見も知らない俺なんかの許嫁にしたり、無茶苦茶すぎるだろっ！　子供の頃だって、エイミは俺と戦ってでも拒きよ否ひするほど、嫌いやがってたんだぞっ……昔の約束だか何だか知らないけど……そんなモンでエイミの人生を縛しばり付けるなっ！」

『……ほう？　人じん魔まの講和の条件を、そんなモン呼ばわりか……小僧、自分が何を言っているのか、分かっておるのか？　言葉次し第だいでは、貴様など一瞬で塵ちりに──』

「知るかっ！　自分の命を惜おしんで、《救世主》なんて務まるかっ！」

『……ほおぉぉぉぉぉ？　このわしに向けて、何たる不ふ遜そんな言動。くくっ、気に入ったぞ……そこまで言うなら、人魔の講和など無に帰し、再び戦乱を巻き起こそうか──』

「──お待ちください、《金竜王》様！」

「!?　その声は……み、ミリィ!?」

　勇海が声の上がってきたほうを確かく認にんすると、そこには確かにミリィがいた。彼女は勇海に一つ頷いてから、《金竜王》へと説得を始める。

「当学園の生徒会長として、事の成り行きは見守らせて頂いておりました──が、先ほどからの許嫁の件。それは口約束と窺うかがっておりますし……当時の《救世主》様は、子孫たる当人同士が望まなければ、反ほ故ごにしても構わないと仰おつしやったそうですね？」

『！　…………』

「それに人魔の講和が成されてから、もう百年以上──今いま更さら《金竜王》様の一存で戦乱を起こそうと、ついてゆく魔物もおりません。……どうか、ご深しん慮りよください。先進たるあなたを軽かろんじる訳ではありませんが……どうか若人わこうどの未来は、若人に託たくして──」

　整然と説得を続けるミリィ──だが、その時、《金竜王》の大口が開いた。

『──知った事かぁぁぁ！　たとえ口約束だろうと、約束は約束っ……あの時、《救世主》の娘むすめが何と言おうと……反故にする事など、わしが許さぬわぁ！』

「え。……ええっ!?　そ、それはあまりにも、身勝手で──」

『うるさい、うるさいっ！　もう良い……もう分かったわ！』

　無理やり話を打ち切った《金竜王》が、その大きすぎる矛ほこ先さきを向けるのは──

『婿むこよ──いいや、結城勇海よ！　手始めに貴様を滅ぼし……種族の縁えんを結ぶ約束も、人魔の友好も、全て白紙に帰してくれるッ！』

「え。……は、はあっ!?　いや、いきなりナニを──」

『問答無用！　──スウウウゥゥゥッ』

　話も聞こうとしない《金竜王》は、何かを溜ためるように大きく息を吸い込み始める。その合間に、ミリィが勇海へと声を掛かけた。

「勇海ちゃんっ……《金竜》族は一いち途ずで、それだけに思い込みが激しい種族……もはや歯止めは利ききません。こうなった時に備え、この一帯の方々を避ひ難なんさせるよう、前もって教員に指示は出していますが……《金竜王》を放置すれば学園が……いえ、それどころか、この一帯は焼け野原にされてしまうでしょう……！」

「なっ……それじゃ一体、どうすれば……？」

「……唯ゆい一いつ、対たい抗こうできそうなのは……《エルフの賢けん者じや》たる学園長のみ。ですが……学園長は多た忙ぼうのため、今は学園を離はなれています。残された手段は、ここにいる私達で……力ちから尽ずくで、止める事。……もはや、それしか……」

「……つ、つまり、倒すしかない……ってコトか？　……っ」

　首が痛くなるほど見上げなければならない、金色の竜の巨体を見上げ、勇海もさすがに気け圧おされる。対する《金竜王》は、もはや潰ついえた言葉の代わりに戦せん端たんを開いた。

『スウゥ──……我が孫娘のために……滅ほろびよ、人間！　──ゴアアァァァッ!!』

　人間など一ひと吞のみにできそうな大口から噴ふき出す、灼しやく熱ねつの大だい炎えん──《金炎》とは違ちがうが、まさに炎の海とも呼ぶべき災さい厄やくが降り注いできた。

「っ！　エイミ、ミリィ、逃にげろッ──！」

　その脅きよう威いを前にした勇海は、反射的に前へ出て、二人を庇かばおうとする──

「──下がってなさい、勇海っ！」

「!?　な……き、キミはっ……アン!?」

　──が、一歩先に飛び出したのは、物もの陰かげから飛び出した赤あか髪がみの少女アンだった。なぜか自身の左ひだり腕うでを取り外し、右腕で持った状態で、それを盾たてのように掲かかげ──

「──はあああああっ！」

「!?　……う、うわっ!?　……おおっ!?」

　刹せつ那な、アンの掲げた左腕が光り輝き──勇海達の目の前に、不ふ可か侵しんの透とう明めいな結界を作り出す。降り注ぐ炎の海は、アンの生み出した結界に弾はじかれて散り散りになる。

　絶ぜつ妙みようなタイミングで助けに入ってくれたアンに──ミリィは驚おどろきもせず声をかけた。

「アンさん……助かりました。ご助力、痛み入ります」

「……えっ!?　ミリィは知ってたのか？　アンも居たって……」

　今日で何度目か、呆あつ気けに取られる勇海に、アンは表情を崩くずさず説明した。

「そりゃ、アタシに声をかけてきたのがミリィだもの。当然でしょ？」

「そ、そっか……けど、アン……この力って、一体？」

「ふんっ……アタシをただ腕が取れやすいだけの、かわいそーなゾンビっ娘こだと思った？　おあいにく様……ママが《聖女》だって言ったでしょ？　アタシの両腕は、たとえ無意識でも同時に取れるコトはないわ……そして取れたほうの腕には、アタシの魔力を集中して注ぎ込むコトで──アタシは、アタシだけの力を発現できる」

　真しん紅くのサイドテールを跳はねさせて、見み目め麗うるわしき美少女は、凜り々りしく言葉を解き放つ。

「これがアタシ、ゾンビと聖女の《亜人》の力──《生命の樹セフイロト》の──全てを遮さえぎる不可侵の盾、《慈悲の左腕チヤリテイー・レフテイー》よ──！」

　その頼たのもしく、力強い言葉に、勇海は思わず高こう揚ようした。

「お、おおっ……何かすごいな、アン!?　頼たよりになるぞっ！」

「！　……ふ、ふん、べっつに……そ、それほどでも？　ないけどぉ？」

　つん、とそっぽを向くアンだが、微び妙みように頰ほおが緩ゆるんでいるのは気のせいだろうか。ちなみに、そんな勇海の後ろには、どうやら水色の髪の小こ柄がらな少女も来ていたらしく。

「わ、わたしもいますよ、勇海さんっ。……わたしは、特に何もできないですけど……」

「お……おお、来夢っ!?　いや、来てくれただけで嬉うれしいって!?　よしよーし」

「あぅ。……え、えへへ、ですぅ……ぷるぷる」

　撫なでられて嬉しそうな来夢──だが、今は和なごんでいる場合ではない。《金竜王》の低く唸うなるような声が、地鳴りのように響く。

『赤毛の小こ娘むすめ……《聖女》の血筋か。何やら覚えがあるのう……厄やつ介かいな力よ』

「……ふんっ、褒ほめ言葉と思っておくわ。ま、無む駄だだと分かったら、まずは話を──」

『じゃが──こちらの炎なら、どうかの。……コオォォォ……』

　アンの言葉を遮り、《金竜王》が全身の金きん鱗りんを輝かがやかせ、己おのが口の前に──一ひと塊かたまりの《金炎》を生み出す。エイミの芸術品を思わせる美しさとは違う、荒あら々あらしい、破は壊かいの権ごん化げだ。

『知れ、《金竜》の本領を──刻め、散りゆく魂たましいに──我らの最強たる所以ゆえんを──！』

　ついに発射された《金炎》が、ゆっくりと落ちてくる。太陽が迫せまるような圧あつ迫ぱく感を前に、それでも結界を張り続けるアンは、自信を崩さなかった……が。

「ふんっ、さっきと何が違うって──……え？　……あ、あれっ？」

　結界に触ふれた《金炎》が、散らない──先ほどとは違い、きし、きし、と音を立て、透明の壁かべとせめぎあい──ほんの数秒後、ガラス細工が地に落ちるように、あっさりと。

　ぱりんっ──音を立てて、結界が破られた。

「えっ？　……う、うそ……そんな──あっ」

　その結果、一番前に居たアンに、《金炎》は真っ先に襲おそい掛かる。左腕を持ったまま呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすアンに、炎が達する直前──

「アン───危ないッ！」

「えっ……きゃ、あっ!?　い……勇海っ!?　……えっ？」

　勇海は、思い切り彼女を突つき飛ばした。しかし、それが意味するのは。

「なっ……い……勇海ぃぃぃっ!?」

　悲鳴を上げるアンの代わりに、勇海が《金炎》の脅威に晒さらされてしまう──その光景に目を見開いたのは、アンだけではなかった。

「!?　い、イサミ……イサミっ!?　……な、なんて事、をっ……──!?」

　どくん、勇海に危機が降りかかるのを見たエイミの体が、撥はねるほど強く震ふるえる──が、《金炎》の着ちやく弾だんした地点には、一人分の影かげが蠢うごめいていて。

「───ぷはっ!?　あ、危なっ……危き機き一いつ髪ぱつだった……！」

「!?　い、勇海ちゃんっ……ご無事だったのですね!?　よ、よかったですっ……」

「し、心配しましたぁ……はう……」

　ミリィと来夢が安あん堵どの表情を浮うかべると、つい先ほどまで泣きそうな顔をしていたアンも、ほっ、と胸を撫で下ろす──が、《金竜王》だけは冷ややかな声を送ってきた。

『ふん……小さき者は、狙ねらいをつけにくくて困るわ。じゃが、よかろう……今度こそ、完全に滅ぼしてやろうぞ。そう、結城勇海よ、貴様を──！』

「────黙だまれ」

『!?　え……エイミちゃん？　今のはまさか、じいに向かって……っ!?』

　響ひびいたのは、エイミの据すわった声──目の前の巨きよ大だいな竜を、もはや祖父だとは認識できていないかのように、彼女は睨にらみつけながら。

「イサミを……滅ぼす、だと？　ふざけるなっ……それだけは、絶対に許さない……貴様が何者であろうと、この世界にどんな残ざん酷こくな事が起ころうと、それだけはっ……！」

「え、エイミ？　……どうしたんだ、エイミ！　俺は無事でっ──」

　勇海が呼びかけるも、けれど今のエイミには、全く聞こえていないようで。

　まるで、産うぶ声ごえを上げるように──エイミの中に、〝それ〟は生まれた。

「……、……ぁ、ぁ……っ──ああああああああッ!!」

　エイミを中心に、嵐あらしが吹ふき荒あれる──それは目に映る、破は壊かい衝しよう動どうの具象化だった。真っ黒な感情が実体化し、渦うずを巻き、エイミの体に纏まとわりついていく。

『──なっ!?　……え、エイミちゃん……いや、エイミ、一体……──!?』

　金色の竜が、世界をも滅ぼせる存在が、その巨きよ軀くを震わせた。

　今やエイミはエイミであって、エイミではない──女子制服といつの間に入れ替かわったのか、禍まが々まがしい黒衣がその身を覆おおっていた。極大の魔力が《金炎》に変質して外側へ溢あふれ出し、形あるもの全すべてを焼き滅ぼさんと吹き荒すさんでいる。

『っ……このわしが……地上最強の《金竜》の王たるわしが……怖おそれている、だと……許せん……それだけは、何があっても許されん！　グオォォォォ!!』

　一たび血が騒さわげば、たとえ相手が身内であろうと、その事は頭から抜ぬけ落ちてしまう──それが《金竜》の性質である事は、お伽とぎ話ばなしにも伝えられる事だ。

《金竜王》は、先ほど勇海が受けた物より、更さらに巨大な《金炎》を形成していた。エイミごと、その場にある何もかもを焼しよう滅めつさせんとする、〝地上最強〟の全力だ。

「……スゥゥ───ハアァァァ……」

　対して黒衣を纏うエイミは、その艶つやめいた唇くちびるで口笛を吹くように、金色の糸を紡つむぎ出す。極ごく細ぼその金糸が、美び麗れいな金の竜を作り上げ、その細長い体を波打たせる。

　純血の《金竜》と、人の血を持つ《亜人の金竜》との間に、浮かぶ《金炎》──けれど、《金竜王》の生み出した《金炎》のほうが、圧あつ倒とう的に巨大だ。比べ物にもならない。

『───滅びよおおおおッ!!』

　ついに発射された、一塊の《金炎》。まるで小さな太陽が、迫ってきているようだ。

　対して、エイミもついに、《金炎》の小竜を飛び立たせた──が、それは、もはや。

「────滅ぼす」

　それは、もはや──炎ではなく、一筋の〝光〟だった。残り火の余よ韻いんさえ残さず、超ちよう高こう速そくで飛び立った金色の竜が、《金竜王》の放った大炎の中心を貫つらぬく。

『……なっ……あ、ご……ごぉぉぉっ!?』

　貫かれた《金炎》は紐ひもが解ほどけるように一いつ瞬しゆんで分解され、金色の竜がその先の《金竜王》を撃うち抜く。塔とうのような巨軀が、よろめいて後ろへ倒たおれた。

「え……エイミ？　ナニよ……す、すごいじゃない！　や、やっちゃえ──」

《金炎》同士の力押しで圧倒したエイミに、思わずアンも感かん嘆たんする──が、ミリィは。

「だっ──ダメですっ！　エイミさん、落ち着いてっ……正気に戻もどってください！」

「──へっ!?　な、何でよ、ミリィ……今のエイミ、すっごいじゃない!?　このまま《金竜王》を倒してもらったほうが──」

「ダメですっ……ダメなんです！　このままでは──世界が滅んでしまいます！」

「は、はいっ!?　いや、確かに普ふ通つうの力じゃないけど……そんなコト。………」

　アンの声が徐じよ々じよに自信を失っていく中、ミリィは制止の声を上げ続けていた。

　けれどエイミには、まるで聞こえていないようだ。ただ、目の前にある全てを破壊せんと、荒れ狂くるう雄お叫たけびを《金炎》と共に巻き散らしている。

『っ……ぐ、ううっ……滅ほろぼしてやるっ……皆みんな、ミンナ……キエロォォォ！』

　一ひと際きわの《金炎》が嵐のように舞まい、エイミの開けた背中が光り輝くと──エイミの後方で、ミリィが切せつ羽ぱ詰つまった声を漏もらす。

「！　あれは……《金竜の逆げき鱗りん》……エイミさんの逆鱗は、背中に!?　……けど、何て凝ぎよう縮しゆくされた魔力……あの逆鱗が、エイミさんを暴走させている原因？　っ……いえ」

《金竜の逆鱗》──それは万病を癒いやし、どんな傷も一瞬で治ち療りようする霊れい薬やくとなり得る代しろ物もの。けれど、それに触れる事は、即すなわち〝死〟を意味し──

「最大の引き金は──勇海ちゃんに危機が及およんだ事──！　あの瞬間からエイミさんは、今までにない完全な暴走を始めた……勇海ちゃんこそが、エイミさんの逆鱗──!?」

〝竜の逆鱗に触れるな〟──それは、今のエイミのためにある言葉なのかもしれない。

　今のエイミは、近寄るモノ、目に映るモノ、全てを滅ぼす事しか頭にない。

　その口から、体の各所から、エイミは《金炎》を溢れさせる。背中の逆鱗から噴き出す、一際大きな炎が翼つばさのように広がろうとするのを見て、ミリィは悲痛な叫さけびを放った。

「っ……ダメ……ダメですっ……誰だれかっ──エイミさんを、止めてぇ──!?」

「───エイミ───ッ！」

「───えっ？　……い、勇海ちゃんっ!?　駄だ目めです、危険でっ──きゃっ!?」

　既すでに歩み始めていた勇海に、ミリィは制止の声を送ってくるが──エイミの《金きん炎えん》の嵐に、叫び声さえ遮られる。

　勇海は、そんな《金炎》に身を焼かれつつ、それでも進み──ぼんやりと呟つぶやいた。

「こうなったら……止められるのは、俺だけなんだよな。《吸精主》の力で、暴走してる力を吸い取るしかないんだよな。だったら……恥はずかしがってる場合じゃ、ないよな！」

『グ、ウウッ……ウッ？　……イサ、ミ……？』

「ごめんな、エイミ……いくぞっ。……チュ───ッ！」

『エ、ア……ウ──ふ、あああっ──!?』

　勇海がエイミを、後ろから抱だきしめるようにして──その首筋に、吸い付く。すると、あれほど暴れまわっていた《金炎》が見る見るうちに消えていき、

「っ、はっ……あ、んっ。……い、イサミぃ……」

　エイミも──変へん貌ぼうした黒衣はそのままだが、いつもの彼女に戻っていた。《吸精》の影えい響きようか、若じやつ干かんの疲つかれは窺うかがえるものの、勇海に声をかけてくる……が、しかし。

「イサミっ……私、また助けられた、のか……？　っ……あのっ。迷めい惑わくかけて、ごめん……けど、ありがと……──？　イサミ……イサミ!?　な、あっ──」

　勇海の体を見たエイミの声が、俄にわかに狼ろう狽ばいする。

　荒れ狂う《金炎》の嵐を、暴走するエイミの強大な力の中を、真まっ直すぐ進んできた勇海の体は──子供の頃ころから残っていた火傷やけどなど目立たぬ程ほどに、傷つき果てていたのだから。

　エイミは目を見開き、声さえ発せないでいると──勇海は、たった一言。

「……ごめん、な……エイミ……」

　それだけ言い残して──その意識を、闇やみに沈しずめた。




　　　　■■■




　後ろからエイミを抱きしめていた勇海が、ぴくりとも動かなくなった。彼の口からは息いき遣づかいが絶え、密着している胸からは鼓こ動どうの一つも感じない。

「イサミ……イサミ？　起きて……起きてくれ、イサミ……起きてよ……あっ」

　ずるり、勇海の体が地に落ち、一いつ切さいの抵てい抗こうもなく無造作に横たわる。

「冗じよう談だん……冗談ですよね、勇海ちゃん？　また、いつものように……勇海、ちゃん？」

「起きてよ、ねえっ……アタシみたいに、ゾンビになってでも……起きなさいよっ!?」

「勇海さんっ……勇海さんっ！　こんなの、うそ……うそ、ですぅ……！」

　勇海は、死んだ──その事実を吞のみ込めないのは、彼に駆かけ寄って来たミリィも、アンも、来夢も、同じ。ただ一人、エイミだけが、その大きな目から、大おお粒つぶの涙なみだを零こぼし、

「イサミ……イサミッ……！　ひ、ひぐっ……う、うああっ───」

　膝ひざをついてうなだれ、慟どう哭こくしようとした───その時。

「エイミ───顔を上げて、見ろ。いさみを……見ろ」

「────えっ？」

　予想もしない声を受け、エイミが思わず振ふり向くと──そこにいたのは、両手足に滑なめらかな毛皮を、頭に狼おおかみの耳を生やした、《人狼ルー・ガルー》の少女──狼ろう牙がルゥだった。

　そして、顔を上げろと言った、その意味を──エイミは少し遅おくれて理解する。

「安心しろ、エイミ殿どの──誇ほこり高きユニコーンの娘むすめたる私が、勇海殿を死なせはせん！」

「!?　お、お前は……ゆ、ユニっ!?」

　天をも衝つくような長い角つのを、その持ち主たるユニが、頭こうべを垂らし勇海の腹部へと当てた。角の先せん端たんに灯ともった光は、今までに見たどんな聖なる奇き跡せきよりも清せい浄じように、勇海の全身を包み込み、火傷を癒していき──ユニは角を輝かがやかせ続けながら、凜りんとして言い放った。

「一いつ角かく獣じゆうの角は、穢けがれ無き純潔の象しよう徴ちよう──全てを癒す《純潔の光バージン・ライト》──！　この私に、治せない傷など──ないッ！」

　その様子を横目で見ていたルゥが、小さく呟く。

「……だいじょぶみたいだな、いさみ。ルゥ、安心した。……さて、と」

　ルゥが視線をやった先を、エイミも見つめると──そこには、荒あらぶる金竜の姿が。

『許さん……許さんぞォォォ！　わしを脅おびやかす者は、全てっ……灰にしてくれるッ！』

「！　おじい様……まさか、まだ……っ、ルゥ！　下がれっ……滅ぼされるぞ!?」

　今の《金竜王》は、理性が吹っ飛んでいる状態だ。孫まご娘むすめであるエイミさえ認にん識しきしていないだろうし、目に映る全てを滅ぼす事しか考えていないはず──だが、ルゥは。

「知らん。エイミはそこで、いさみを守ってろ。こっちは……ルゥに任せてな」

「な、ナニ言って……《金竜王》だぞ！　たかが《人狼》一人で敵かなうはず──」

「知らん、と言った。……ルゥだって、怒おこってる。いさみを傷つけられて……怒ってる」

「!?　え……る、ルゥ？　……な、何だ……何だ、その力はっ……!?」

　刹せつ那な、ルゥの体中に膨ぼう大だいな魔ま力りよくが漲みなぎるのを、エイミは見た。それは《金竜王》やエイミとさえ遜そん色しよくのない、強きよう[image: 靭]じん無比の力を湛たたえている。

《金竜王》もその力を感じたのか、間かん髪はつ入れず息を吸い込み、

『スゥッ───滅びよ、小さき者！　グオオォォォッ!!』

　波打つ《金炎》が、荒れ狂う金色の海のように、ルゥを吞みこまんと襲おそい掛かかる。

　けれど、ルゥは逃にげなかった──いや、それどころか、彼女は前方へと跳ちよう躍やくした。

「……えっ!?　ろ、狼牙さん、何をっ──！」

　ミリィが戸と惑まどうのも無理はない、明らかな自殺行こう為いだ。けれど、金色の炎の海へ飛び込んだルゥは、怯ひるむどころか更に加速し──退たい屈くつそうに呟く。

「───遅おそい。ルゥには全て、見えている」

『………な、あっ!?』

　炎の海に吞みこまれたかに見えた、ルゥは──炎の波を、その一つ一つを、踊おどるように躱かわしていた。揺ゆらめく《金炎》の、それら全てが本当に見えているのか、波間を見み極きわめ泳ぐように搔かき分けていき──ついに一度も当たる事なく、《金竜王》に辿たどり着く。

「いくら体がデカくても、お前はルゥに敵わない──覚えとけ、でかぶつ」

　右みぎ腕うでを振りかぶったルゥの、柔やわらかな毛に覆われた手先から、鋭するどい爪つめが顔を出す。

　巨竜のそれと比べれば、遥はるかに小さなその爪が──見る者全てを圧倒する、銀ぎん灰かい色しよくの輝きを放つと同時に、真っ直ぐ縦に振り下ろされると。

『ごっ……ごおおおおおっ!?』

　真正面から爪そう撃げきを受けた《金竜王》の、塔のような巨きよ軀くが──大きく後ろに吹ふっ飛とばされる。とんっ、と軽かろやかに着地したルゥは、くしくしと片手で顔を洗いつつ呟いた。

「〝孤こ高こう〟は誰にも捕とらえられない──《人狼》を、見み縊くびるな──」

　ふんっ、と鼻息を一つ吐はき捨すてたルゥに、ミリィが慌あわてて駆け寄っていく。

「ろ、狼牙さん……なぜ、あなた達がここに!?　教員が避ひ難なん誘ゆう導どうしているはずでは……」

「知らん。ルゥは孤高だから。行きたいトコに……いさみのトコに、行くだけだ」

「い、いえ、一角さんも来てますしね……というか、危険ですからっ──」

「ルゥとユニだけじゃ、ないぞ？　……ここに来てるの」

「え？　お二人以外にも、って……あっ!?」

『グウウウゥ……！　おのれ……おのれ、貴様らァァァ……！』

　ミリィが問いかける間もなく、先ほど吹っ飛ばされた《金竜王》が立ち上がろうとする。牙きばを食いしばり苛いら立だちを体現する巨竜が、けれどその身を何かに引っ張られた。

『──ガッ!?　な、なんじゃ……わしの脚あしに、何かっ……──!?』

《金竜王》の大樹にも似た左ひだり脚あしに──常人と比べれば体の大きな少女がいた。それでも竜の巨軀と比すれば遥かに小さい……にも拘かかわらず、その両りよう腕うでが巨竜を拘こう束そくしている。

「あらあら～……ダメよ、そんなに暴れちゃ……皆、困っちゃうわ～」

《金竜王》の左脚を摑つかんでいたのは、《鬼》の娘──鬼き怒ぬ川がわカナ子。いつもの茫ぼう洋ようとした笑え顔がおに、どこか底知れぬ畏い怖ふと、言いようもない威い圧あつが滲にじみ出ている。

「あまつさえ……勇海くんに、あんなことして～……そんなことしたら、私……自分を、抑おさえられなくなっちゃうわ～。うふふ……ねえ……知ってるかしらあっ……!?」

『!!　は……放せ！　やめっ……ぐっ……ぐおおおおっ!?』

　大樹のような左脚を摑んでいた、カナ子の両腕が──ミシリ、万力で締しめ付けるような鈍にぶい音を響ひびかせる。抜ぬけ出そうと暴れる《金竜王》を、けれどカナ子は意にも介かいさず、

「ふっ……！　はあっ……らああああああっ!!」

『ぐ、お、あっ──アアアアアッ!?』

　誰もが目を疑う光景──カナ子は、《金竜王》を──投げ飛ばした。

「《鬼》を怒らせたら──怖こわいのよ？　……うふふ～」

（……カナ子は怒らせないよう、気を付けよう……）

　にこやかに微笑ほほえむカナ子を遠目に見て、エイミは心に小さく誓ちかうのだった。

　さて、《人狼》に薙なぎ倒たおされ、《鬼》に投げ飛ばされた《金竜王》は──そのたびに周囲へ甚じん大だいな被ひ害がいをもたらしながら、それでも戦う事を止やめようとはしない。

『ふざけるなっ……ふざけるなっ！　こんな事になったのも……結城勇海っ……貴様のせいじゃあ！　もはや骨さえ残さぬっ……存在ごと滅めつしてくれるわァァァ！』

「！　いけないっ……い、勇海ちゃんっ！」

《金竜王》が何度目かの《金炎》で狙ねらうのは──ユニに治療されている勇海と、その場に集つどうエイミ達。一いち網もう打だ尽じんにせんとばかりに、脅きよう威いが迫せまる。

　完全に不意を突つかれた──《金炎》はエイミ達ごと、勇海を吞み込む……と思いきや。

「────えっ？」

　捕ほ食しよく者しやのように牙を剝むく、全すべてを滅する《金炎》が──透とう明めいな氷の棺ひつぎに閉とざされ、〝殺されて〟いた。突とつ然ぜん、冬でも訪おとずれたかのような白銀の世界に、透すき通った声が響く。

「無む駄だよ──ここから先は、通れないわ。炎でさえ──死ぬもの」

　気配さえ感じさせず、夢む幻げんのように勇海達の傍かたわらに、彼女は現れた。新雪のような白しら肌はだの、大きな耳持つ《キラー・ラビット》──ミミ＝キラー＝ラ・ビッチだ。

「《暗殺兎の氷結世界ブリザー・ラ・ビツチ》──足を踏ふみ入れれば、死ぬわ」

　何者も立ち入れぬ、白銀世界の主が、その場の全てを支配していた。いつの間にか勇海を膝ひざ枕まくらしていた来夢が、ミミを見上げながら声を掛ける。

「み、ミミさんも来て──えっ？　……な、何で勇海さんを、そんなに見つめて……」

　横たわる勇海の顔を、じっ、と眺ながめていたミミが──すい、と顔を逸そらして言った。

「……別に、ただのきまぐれ。彼は、まだ……死なせないし」

「えっ？　そ、そうなんです……か？　??」

　要領を得ない来夢に、けれどミミは、それ以上は何も答えない。

　それに、今は──それどころではない。《金竜王》は、まだ健在なのだから。

『っ……わしは、わしは《金竜王》だぞ……何なんだ……何者だ、貴様らは……！』

　突然に現れた《亜人》の少女達に、盤ばん上じようを完全にひっくり返され、《金竜王》が切せつ羽ぱ詰つまった声を漏もらすと──エイミも同様の違い和わ感に囚とらわれる。

（おじい様は、現時点で地上最強の生物とも評されていたはず……それをルゥ達は、一人一人で、局地的にとはいえ上回っていた……いや、それは私も……だったのか？）

　勇海に《吸精》される前の記き憶おくは曖あい昧まいだが、おぼろげに《金竜王》を圧あつ倒とうした覚えがある。そして、《金竜王》に抗こうする者達の共通点──そこにエイミは気が付いた。

（私を含ふくめ──ルゥ達は、〝問題児〟と呼ばれる《亜人》？　……どういう事だ？）

　これは、ただの偶ぐう然ぜんなのか──と考えかけたエイミの耳に、届いたのはユニの声。

「……馬ば鹿かな……どうなっている？　勇海殿……勇海殿？」

「？　……ユニ、どうした？　イサミの治ち療りようは……できたのか？」

　エイミが問いかけるも、顔の青ざめたユニは答えず──代わりにアンが口を開いた。

「勇海……勇海の、魂たましいが……戻もどって、こない……戻って、こないの……」

「…………は？」

「まだ、まだ死んでない……肉体は、完全に治ってる。なのに……なのに！　息をしてくれないのっ……このままじゃ、勇海っ……ホントに、死んじゃうッ！」

　エイミにも、理解できた──勇海の意識は、深い死の淵ふちに沈んでいると。このままではアンの言う通り、勇海は死んでしまう。それが理解できた時、エイミの取った行動は、

「……ふ、くくっ……ははっ……はははっ」

「!?　え、エイミさん……？　き、気を確かに持ってください、エイミさんっ!?」

　来夢が正気を疑っているようだが、違ちがう──エイミは、嬉うれしくて笑ったのだ。

　勇海の死が、ではない。自分が勇海に、唯ゆい一いつしてあげられる事が、あったから。

「良かった……こんな私にも、勇海のために……勇海を救ってあげるために、できることが……あったんだ。……良かった……本当に、良かった」

「？　え、エイミさん……──な、何をっ!?」

　来夢が、目を見開く──エイミはおもむろに、自身の背の中ほどに手を当て──

「───ふ、あ───んうッ!?」

　己おのれの逆げき鱗りんを──もぎ取った。

　エイミは、周囲の皆みなの驚おどろきも、自身の背に血が滴したたるのも気にせず、微笑んだ。

「これで……イサミを、助けられる。……ふうっ───」

　凝ぎよう縮しゆくされた魔力で煌こう々こうと輝く逆鱗は、一口で吞のみこめる大きさではなかったが──エイミの口から紡つむがれる、金糸のような《金きん炎えん》が、ゆっくりと解きほぐしていった。

《金竜の逆鱗》は、普ふ通つうには加工できない──唯一無二の方法は、その持ち主の《金炎》により、自らの意志で煎せんじる事。これは《金竜》だけが知る、秘伝の法だ。

　そして、丁てい寧ねいに解きほぐされた逆鱗が、ついに──万ばん物ぶつの霊れい薬やくとして、再誕する。

「！　……き……キレイ……」

　アンが呟つぶやく通り、煎じられた逆鱗は光が粒りゆう子しのように流れ、美しい金色の輝きを放っていた。流星のように光が飛び散る、万物の霊薬を、エイミは勇海の口に注いでいく。

「イサミ……苦かったら、ごめん。けど、これが私の全て……私の全てを……あげる」

　そうして、全てが勇海の口中に注ぎ込まれた──次の瞬しゆん間かん。

「……ご……ごほっ！　う、……けほっ!?　……はあっ……」

「！　勇海……大だい丈じよう夫ぶなの、勇海!?」

「勇海さんっ！　勇海さんがっ……生き返りましたあっ！」

　喜びの声を上げる、アンと来夢の声を受け──エイミも、小さく微笑み。

「……ふふ、よかった……イサミ……ホントに。…………」

「──勇海ちゃん!?　今、生き返ったって……え？　エイミさん……エイミさん──!?」

　勇海が息を吹き返したのを見届けて──ミリィの声を受けつつ、エイミは倒れた。




　　　　■■■




　体の中に、力が漲るのを、勇海は感じていた。

　その理由も、不思議と理解できた──エイミが、力をくれたのだ。目覚めの良い朝のような心地ここちで目を覚ました勇海を、真っ先に出で迎むかえたのは──幼おさな馴な染じみの悲痛な声。

「エイミさん……なぜ、なぜこんな無茶を……何の準備もなく逆鱗を引き抜くなんて、そんな事をしたら……死んでしまうと、エイミさん自身が分かっているでしょうっ!?」

　焦しよう燥そうするミリィの声に、倒れたエイミは応こたえられず、代わりにユニが問いかける。

「せ、生徒会長殿どの？　死ぬなどとは、大げさでは……別に、傷きず痕あとさえ癒いやせば──」

「違うんですっ……傷よりも問題なのは……膨ぼう大だいな魔ま力りよくの源である逆鱗を、一気に引き抜いてしまった事なんです！　魔力は精力でもあり、生命力でもあります……それは、他者に与あたえられるモノでは代だい替たいできません。エイミさん自身の魔力でない限り──」

　絶望の表情を浮うかべるエイミに──勇海が、来夢の膝枕から身を起こしつつ言う。

「つまり──エイミに《金竜》の力が、戻ればイイんだな？」

「！　い、勇海ちゃんっ!?　目が、覚めて……っ……あ、ああっ……よかった……っ！　けど、けど今度は、エイミさんがっ……」

「大丈夫だ、ミリィ──俺に、任せとけ」

「えっ？　ま、任せる、って……勇海ちゃん？」

　ミリィが要領を得ないのも、無理はないだろう──勇海自身、なぜ言い切れるのか、分からない。けれど不思議と、自分のやるべき事が、できる事が、理解できた。

　倒れるエイミの傍そばに、勇海がしゃがみ込むと、彼女は薄うっすらと目を開く。

「……イサミ……良かった。無事……だったん、だ」

「ああ。エイミのおかげだ……エイミのおかげで、俺は生き返れたよ」

「そっかぁ……よかった……ホントに、よかった。私……イサミのために、できたんだな……ふ、ふふっ……イサミ。これでお別れ、だけど……私、私……イサミの事──」

「ってなワケで──今日二回目だけど、ごめんな？　───チュッ」

「みっ。……え？　……え、え……ふええええええっ!?」

　薄うす目めだったエイミが、思わず目を見開く。近くにいたミリィ達も、絶句する──何せ勇海が、エイミのほっぺたに、口付けをかましたのだから──！

「は、はわっ……はわわっ!?　い、イサミ、ナニを!?　そそ、そんっ……きゅうんっ」

「ンンン………ふうっ！　……これでよし、と！」

「ひ、ひうひう……ぉ、ぉぉ……？　あーうー……──ッ!?」

　何やら惚ほうけていたエイミだが、勇海が口を離すと、キリっ、と表情を引き締めた。

「……ふっ、め、冥めい土どの土産みやげとしては、悪くない……えへ。……け、けふんっ。……イサミ、ありがとな……私、最さい期ごの、最期に………幸せ──」

「エイミ？　最期じゃないぞ。ほら、体──もう、平気だろ？」

「へ？　いや、そんな事……アレ？　……お、おお……お、おおっ？」

　エイミが疑問を顔に浮かべたまま、恐おそる恐おそる立ち上がろうとすると──すっくと、いとも容易たやすく、自身の両足で地を踏みしめた。危うい様子は、微み塵じんも窺うかがえない。

　ぽかん、と口を開いていたミリィが、突如慌あわて始める。

「……へ、へあっ？　え、エイミさん……えっ!?　……えっ、何で平気なんです!?」

「ああ──それはさっき、俺がエイミにもらった《金竜》の力を返したからさ。まあ、全部を返せたワケじゃないみたいだけど……とりあえず、助けられて良かったよ」

「え、ええっ!?　返した、って……何で勇海ちゃんに、そんな力……はっ!?」

　信じられないようなミリィだったが、すぐさま一つの仮定を出し、同時に首を捻ひねる。

「まさか勇海ちゃんの力は、〝チューで魔力を抽ちゆう出しゆつする〟だけでなく──〝チューで魔力を注入する〟事も!?　け、けどそんな力……〝お母様〟からも、聞いてない……」

「ミリィ……チューチューって、何かネズミみたいだぞ？　ちょっとカワイイけど」

「冗じよう談だんなんて言ってる場合じゃ──えっ、カワイイ？　……そ、そうですか？　え、えへへ……ちゅー、ちゅー♪」

「まあ、確かに俺自身──何でできるのか、よく分からないけど。……けど、今はそんなコトを考える時じゃないよな。俺にできるコトは……もう、分かってる」

「ちゅ……えっ？　……い、勇海ちゃん、どこへっ!?」

　問うてくるミリィに軽く手を振ふって、勇海は歩みを進めた。向かう先までの道中、一いつ角かく獣じゆうの娘むすめと、兎うさぎ耳みみの娘に、それぞれ声を掛かける。

「ユニ、怪け我がを治してくれて、ありがとな。えっと、ミミちゃん……って呼んでも、イイのかな？　……守ってくれて、助かったよ」

「！　れ、礼など要いらぬっ。私が勇海殿を、勝手に治しただけで……くっ、褒ほめろ！」

「……別に。ただの気まぐれ。礼を言われる筋合いは……ないわ」

　不思議な対応をしてくるユニと、ついっと顔を背そむけるミミ。

　二人を横切ると、孤こ高こうを重んじる狼おおかみ少女と、色々な意味で立派な体の鬼オーガの娘に出会う。

「ルゥ、カナ子さんも……皆の代わりに戦ってくれて、ありがとう。怪我、ないか？」

「む、へーきだ。……いさみも怪我、治ったか。よかった、よかった。……るぅ♪」

「うふふ、勇海くんのためだもの～。ぜ～んぜん、大丈夫よ～♪」

　うんうん、と腕うで組ぐみして頷うなずくルゥと、いつも通りの朗ほがらかな微び笑しようを浮かべるカナ子。

　最前線で戦っていた、そんな二人にも笑いかけ、勇海は更さらに前へ進む。

　だが、それはつまり勇海自身が最前線に──《金竜王》の前に立つ事を意味する。

『!!　貴様だ……貴様が全ての元げん凶きようだ！　貴様をッ……滅めつしてくれるわァァァ！』

「……だよな。元々、俺に怒おこってたんだ……俺が決着つけないと、収まらないよなッ！」

「い、イサミ!?　おじい様に敵かなうはずっ……ダメだ、逃にげて!?　でないと、また──！」

　死んでしまう──最後まで聞かずとも、エイミの言いたい事が理解できた。

　勇海とて、そう思う──普段の勇海なら、そう思う。

「早く逃げっ──てっ？　……い、イサミ……それ……えええっ!?」

　エイミの驚く声が、背中越ごしに響ひびいてくる。それも、そのはず。今の、今の勇海は。

　──その身から、《金炎》を発しているのだから──！

「……ふ、え？　勇海、何でアンタ……だって《金炎》って、《金竜》しか……？　??」

　困こん惑わくを隠かくせないアンが呟くと、同じくミリィも戸と惑まどいつつ、それでも推測を口にした。

「勇海ちゃんの……勇海ちゃんの、本当の力は……〝口付けで吸い取った力を、自分の物にする〟事……!?　エイミさんの逆鱗を飲んで、それで《金炎》を扱あつかえるように……」

「は……はあっ!?　《吸精主》って……そんな無茶苦茶までできるワケ!?」

「そ、そんな話は聞いた事もないです！　けど……そうでもないと、エイミさんに力を返せた理由が説明できませんし……いえ、でも……勇海ちゃんに、なぜそんな力が……」

　己おのれの推測に疑問を持つミリィ。だが──勇海は補足するように付け加えた。

「いや、正確には──もっと前からだよ。ほら、港の倉庫でエイミの《金炎》を浴びた時、俺が無事だったのも……それ以前に、エイミに力を貰もらってたからみたいだ。あの時は分からなかったけど……今は、不思議と理解できる」

「え……じゃあ、あの時勇海ちゃんが助かったのは、エイミさんが手加減してた訳じゃなかった、と？　……そ、それで助かったというなら、まるで……勇海ちゃん自身が《金竜》に……あるいは、その力を得て、同等の存在になったかのような……」

　ミリィは自信がないようだが、彼女の考えが正しい事は、勇海が今まさに発している《金炎》が証明している。更に付け加えるなら、誘ゆう拐かいされたエイミを捜さがしていた時、勇海にだけ聞こえた『助けて』という声も、エイミの力を吸収していたからだ。

　口付けで吸収した力を、己おのれの体内に〝融ゆう合ごうさせる〟──これが勇海の、真の力──！

『……き、貴様……貴様ッ！　ふざけるなっ……小さき者が、人間如ごときがっ……《金竜》の極ごく意いを操あやつるなど、許されぬっ！　もう一度っ……今度こそ、滅ほろびよ──ッ!!』

　取り乱した《金竜王》が、焦燥に駆かられるまま、巨きよ大だいな口の前で《金炎》を形成する──それは、今までで最大の力。世界を滅ぼしかけた存在の、全身全ぜん霊れい。

　いくら勇海が《金竜》と同等の力を持ったとしても、まともに受ければ無事ではすまないかもしれない──破は壊かいの象しよう徴ちようの完成形が、勇海へと降りかかる、と。

「い、イサミっ……危ないっ!?　い──イサミっ──!?」

　エイミの声を受けど、勇海は避さけもせず、コン、コン、とノック音を耳にしながら──ついに、金色の大炎に吞み込まれてしまった。

　今度こそ、勇海の姿は完全に焼失し──《金竜王》が、勝利を確信する。

『はっ……ふ、ふははははぁっ！　今度こそ、今度こそわしの勝ちじゃ！　所しよ詮せんは、俄にわか《金竜》よ！　わしの力に、敵うはずも──』

「──どこ見てるんだ？　俺は──こっちだ！」

『は。……なっ……なにィ───!?』

　勇海は、《金竜王》の頭上を飛ひ翔しようしていた──そしてその傍かたわらには、ミリィの姿も。耳元でノックは、ワープ魔ま法ほうの合図。勇海と共に転移したミリィが、魔法による強風を巻き起こし、勇海を更に飛翔させる。

「っ……細かい事は、もうイイですっ！　今は、いってくださいっ、勇海ちゃん──思いっきりぃっ──やっちゃえ───っ！」

　飛翔しながら──勇海は拳こぶしを、振りかざした。《金きん炎えん》を噴ふき出す、拳を。

「確かに俺じゃ、エイミやアンタみたいな、洗練された使い方はできない……いや、そもそも俺なんかじゃ、できるコトなんて、一つしかない。……一つしか、な」

　攫さらわれたエイミを助けた、あの時もそうだった──戦い方など知らない勇海に、それでもエイミの代わりにできる、たった一つのシンプルな方法。

「こんなにも、暴れてくれやがって……皆みんなを、危険に曝さらしてまで。しかも、その理由が……こんな屋外で、エイミにキスを強要するなんてっ……ッ！」

『!?　な、なんだ……何を言っておる!?　う、うう……おおおおっ!?』

「覚えとけ、おじいちゃんっ……身内だからって──限度ってモンがあるんだよ！」

　勇海の右みぎ腕うでから噴き出す《金炎》が膨ぼう張ちようして──《金竜王》の巨きよ体たいにも劣おとらぬ、巨大化した《金炎の右腕》で、ぐっ、と握にぎり拳を作り──その拳を、大きく振りかぶり、




「女の子の唇くちびるはッ───世界の命運より、重いんだぞッ───ばっきゃろぉぉぉ！」

『世界軽くね!?　あ、お……グ、グオオオオオオッ!?』




　ごう、と唸うなりを上げて撃うち抜ぬかれた《金炎の右腕》が、《金竜王》の巨きよ軀くを──ついに地面へ、横よこ倒だおしにした。それを見届けた勇海は、《金炎》を収めつつ、声を送る。

「軽くなんてない。少なくとも、《救世主》が命かけて救う価値はあるもんだ」

『！　……ッ……ッ、ぐううううっ……！』

　暫しばし、悔くやしそうな呻うめき声を漏もらしていた《金竜王》が、勢いよく巨体を起こす。いまだ萎なえぬ戦意を以もつて、勇海を睨にらみつける……が、しかし。

『認めぬ、認めぬっ……！　貴様は結局、何だかんだと理り屈くつをこねて、エイミを軽かろんじているのを誤ご魔ま化かしているだけだ！　でなければっ……接せつ吻ぷんくらい、簡単に──！』

『───いい加減にしなさい、《金竜王》』

『!?　……な……お、お前は……《エルフの賢けん者じや》──ッ!?』

　突とつ如じよ響ひびいてきた声と共に現れたのは──かつて《救世主》と共に戦った《エルフの賢者》にして《聖デミグリーン学園》の学園長。彼女の登場に、ミリィが驚おどろきの声を上げる。

「えっ。お……お母様っ!?　……あ、いえ、学園長っ!?」

「……へっ!?　《エルフの賢者》って……み、ミリィのお母さんなのか!?」

「あ、う。……え、えへ、自分から勇海ちゃんに言うのは、自じ慢まんしてるみたいで恥はずかしくて、その……って、それより！　お、お仕事があったはずでは……？」

　ミリィが問いかけると──なるほど、どことなくミリィに似た、けれど色っぽい雰ふん囲い気きの彼女が、魔法による力で中空に静止しつつ、落ち着いた声で述べ始める。

「ええ、ミリィ。別件の仕事で忙いそがしかったのですが……ティティから通信を受け、転移魔法で飛んできました。……さて《金竜王》……話は全すべて、ティティから聞きましたが」

『！　ふんっ……なんじゃ、文句でもあるなら、貴様も滅ぼして──』

「アナタ──恋れん愛あい事情に関して、人に言える事なんて、何もないでしょう？」

『えっ。……えっ、いや、えっ……えっ』

　何やら急に慌てだした《金竜王》に、その場で聞いていた勇海達は首を傾かしげる。

　対して、エルフの学園長は何やら呆あきれたような顔で、容よう赦しやなく続きを口にした。

「だってアナタ、人魔の友好が結ばれた時、友好の証あかしとして当時の人間界のお姫ひめ様さまと婚こん姻いんを結んでおきながら──十年間、指先一つ触ふれる事もできなかったじゃないですか」

『なっ、ちょっ──ま、待てぇぇぇ！　それは言っちゃアカンやつじゃろぉぉぉ!?』

　完全に取り乱す《金竜王》だが、勇海は学園長に向かい、更に突つっ込こんで尋たずねる。

「えっ。十年間、指先一つって……えっ。ミリィのお母さん……それホントですか？」

「あら勇海くん、娘がお世話になってますー。……うふふ、本当よ？　まあ《金竜》も寿じゆ命みようが長いから、のんびりだ、というのもあるでしょうけど……触れるどころか目を合わせただけで、大きい体を真っ赤にして、レッドドラゴンみたいになってたらしいわよ」

「お、おお……？　なんか……体も態度も大きい割には、意外っていうか……」

「ねー。で、逆にお姫様のほうが自分の寿命を案じて『薹とう立ちぬ。やらねば』と一大決心し、猛もうアタックして、ようやく……という事らしいわ。うふふ、無ぶ様ざまね」

　優やさしい顔で容赦のない学園長に──いつの間にか勇海の傍そばに集まっていた少女達の中から、アンがぼんやりと呟つぶやいた。

「《金竜王》の純っぷりはともかく……エイミに流れてる《金竜》の血って、四分の一なのね。まあそうでもないと、あの巨竜から、このサイズにはならないか……んっ？」

　サイズの話が出てきて、アンがつい思った事は──恐おそらく勇海と、同じだろう。

（そのお姫様って……あの大きさの《金竜王》と、どうやって……）

「……み、皆さん、深く考えるのはやめましょう。……やめましょうね！」

「……お、おうっ」「そ……そうね」

　焦あせって促うながしてくるミリィの言葉に、勇海もアンも、同意するしかないのだった。

　さて、先ほどまで荒あらぶっていた《金竜王》は一転、巨体でもじもじしつつ言う。

『じゃ、じゃってぇ……一いつ緒しよにいて噂うわさとかされると、恥ずかしいしぃ……』

「結けつ婚こんまでして何言ってんですか。……とにかく、アナタ自身がそんな有様なのに、孫世代には接吻を要求するのは、おかしいでしょう？　そんな事も分からないのですか？」

『ぐっ!?　いや、だがっ……許嫁いいなずけは認めさせる！　他でもない、エイミのために！』

「!?　エイミのためにって……どういう意味だ？」

　勇海が問いかけると、《金竜王》は微かすかにうなだれつつ声を漏らす。

『先ほど暴走していた、エイミの力……明らかに異常なのは、分かっておる。放ほうっておけば、確実に悪あしき未来が待っておるだろう事も。……それを解決できるのは、結城勇海しかいないと……《エルフの賢者》から聞き、わしはエイミを学園に送った』

「……えっ？　じゃあ、つまり……俺がエイミと結ばれれば、安心だから……だから、あんなに許嫁にさせようとしてたって……そういうコトか!?」

『……そうじゃ……そうじゃあ！　エイミを不幸にせんため、それが一番の道じゃろ!?　じゃから──結城勇海！　おぬしがエイミに全すべてを捧ささげれば、それで解決──』

「──いいや、それは違ちがうっ！　それだけじゃ──何も解決しない！」

『!?　……な、何じゃ？　何が違うという!?』

「アンタの言い分じゃ、エイミさえ救われれば……他はどうでもいい、と言ってるのも同然だ！　そんなの……俺には、認められない！」

『なっ──なにっ!?　ならば貴様、エイミを救うつもりなどないと──』

「そんなコトは、一言も言ってない！　俺はエイミだって、救ってみせる！　けど、この学園の〝問題児〟は──エイミだけじゃないんだ！」

《金竜王》の声を遮さえぎった勇海が──一度、周囲を見回した。その場にいるクラスメイト達の顔を順番に眺ながめ、改めて口を開く。

「《亜人ちゃん救世委員》なんて言っても、最初は……俺は《救世主》の末まつ裔えいだから、だから皆を救わなきゃって義務感が、心のどこかにあった。それがきっと、後ろめたかったから……皆に口付けて《吸精》するコトも、躊躇ためらってたんだと思う」

「！　……イサミ……」

「けど、実際に皆と接して……エイミのコトを思い出して。俺の考えは、変わった」

　見守るエイミに、勇海は一つ笑い返してから、堂々と胸を張って言う。

「《救世主》の末裔だからとか、委員だからとか──義務感なんかで、やるんじゃない。俺は俺の意志で──皆を、救ってみせる！　《吸精》しないと救えないなら、もう躊躇ったりなんてしない！　それで皆が、責任を取れと言うのなら──」

　勇海は、満身の力を込こめ──強く、声高に、揺ゆるぎなく、宣言する──！




「俺の人生を賭かけてでも──一生、面めん倒どうを見てやるッ──！」

「──────！」




　その宣言が放たれて、しん、と辺りが静まり返る。すっきりとした表情で、無意識に拳を握りしめていた勇海に──ふと、エイミが漏らした言葉は。

「つ、つまり、イサミは──皆を嫁よめにする、っていう事か？」

「お───えっ？　……あっ」

　思わぬ言葉に、勇海が呆あつ気けにとられる、が──先ほど発した自分の言葉を思い出し、聞きようによっては、確かにそうも聞こえると気付いた。

　思わず愕がく然ぜんとする勇海だが、そんな無茶苦茶を耳にした周囲の反応はというと。

「る？　いさみがルゥの婿むこ、か。ふーむ……ルゥは孤こ高こうだけど、悪くない。るー♪」

　ご機き嫌げんに喉のどを鳴らす《人狼》の少女、狼牙ルゥ。

「い、一夫多妻とは破は廉れん恥ちなっ！　おのれ勇海殿どのぉっ……！　くっ……娶めとれっ！」

　わなわなと震ふるえながら叫さけぶ《ユニコーン》の娘むすめ、一ひと角つのユニ。

「あらあら～……私も、イイのかしら～？　うふふっ……嬉うれしいかも～♪」

　包み込むように母性的な笑えみを湛たたえる《鬼》の子、鬼怒川カナ子。

　そして幼おさな馴な染じみの《エルフ》、ミリィも大おお慌あわてで声を上げる……が。

「……あれっ？　これ〝問題児〟さんだけが対象じゃないですよね？　わ、私も含ふくめて、ですよね？　ね、ねえっ、ミミさん──あれっ？　み、ミミさん？」

　声を掛かけようとするも、ミミは既すでに、音もなく姿を消しており──代わりと言わんばかりに反応したのは、唯ゆい一いつ、不満そうなアンだった。

「ちょっ……何よそれ、いくら何でも無茶苦茶でしょ!?　ねえ、来夢っ──」

「……わ、わあーっ、すごいですね、勇海さんっ。大だい胆たんですーっ」

「ら、来夢の裏切り者ぉーっ!?　アンタそれでイイわけ!?　ハーレムよ、ハーレム!?」

　来夢の裏切りに、アンは食い下がろうとするが──実のところ、勇海も同じ心境だ。誤解を解こうと、身み振ぶり手て振ぶりを交えて声を上げようとする。

「ちょ……待った、誤解だって!?　いや、確かに皆の面倒を見るとは言ったけど……ハーレムとか、そんなつもりじゃないって!?　ていうか何で皆、割と前向きに──」

『……わしの、負けじゃっ……小こ僧ぞう……いや、結城勇海殿っ……！』

「えっ。……あ、あの、《金竜王》さん？」

『わしなんて、一人の嫁にさえたじたじで、最後まで負けっぱなしじゃったのに……こんな《金竜》の王までぶっ飛ばすような、バイオレンスかつ変としか言えん娘達を、片かたっ端ぱしから嫁にするなど……男として、敗北感を禁じえんわ……若じやつ干かん、引くわ……』

「勝手に引かないでもらえません!?　俺だって戸と惑まどってるんスからね!?」

　かなり失礼な発言も飛び出しているが、彼はそのまま背を向け、学園長と話す。

『……《エルフの賢者》よ、わしは帰き還かんするぞ。次代はわしが思うより、ずっと強く、逞たくましかったわ……わしなんぞに、口出しできる事は……何も、ないようじゃ』

「《金竜王》様……本当、すっごいはた迷めい惑わくでしたね。勝手に暴走した挙句、最終的には悉ことごとく負け通して……あ、学園の修しゆう繕ぜん費ひ、ちゃんと払はらってくださいね。後で請せい求きゆうします」

『もうやめて……わしのＨＰはもはやマイナスじゃから……』

　もはや威い厳げんの窺うかがえない《金竜王》に、学園長は〝空間転移〟の魔ま法ほうで巨きよ大だいな扉とびらを造り上げる──が、《金竜王》は最後に振ふり返り、エイミに向けて言った。

『エイミちゃん……本当に、悪かったのう。けど……孫まご娘むすめの幸せを祈いのる気持ちは、本当じゃ。婿むこ殿どのと……まあ、ライバルも多くて大変かもじゃが……幸せに、の』

「！　おじい様……」

『……わしみたいに恥ずかしがってちゃ、いかんぞ。積極的にの。まあ……おぬしはおぬしのおばあちゃんや、お母さん似じゃし、大だい丈じよう夫ぶじゃろ。……それじゃ、またのー』

　言い残して、《金竜王》はその巨きよ体たいを扉に通し──カッ、と閃せん光こうを残し、帰っていく。

　嵐あらしの後の静けさか、ようやく事態が収束した場に、学園長が声を響ひびかせる。

「……ふうっ。学園生の皆みなさん……今日は本当に、お疲つかれ様。迷惑をかけて……ごめんなさいね。……生徒会長は、申し訳ないけれど、後で報告に来てくださる？」

「……あっ、はい!?　おかあさ……あ、いえっ、学園長っ！」

「お願いね。……それでは、皆さん……御ご機き嫌げんよう」

　言い終えた学園長が、たおやかな動作で一礼し、一いつ瞬しゆんで姿を消した。

　今度こそ、全てが終わり──肩かたの力を抜ぬく面々の中、エイミが勇海に語りかけてくる。

「……あ、あの、イサミ……その、今日は本当に、ゴメンっ！　体……大丈夫か？　痛くないか？　《金きん炎えん》なんて出して……その、異常とか」

「おおっ!?　あ……いや、絶好調だよ。逆げき鱗りんを飲ませてもらったおかげかな……体中に力が漲みなぎってるみたいだ。倉庫の時みたいに、後から倒たおれるコトもないと思うし……あっ」

　その時、上半身裸はだかの勇海は気付く──幼い頃ころについた脇わき腹ばらの火傷やけどが、跡あと形かたもなく消しよう滅めつしていたのだ。それも逆鱗によるおかげだろうが、勇海は少し寂さびしさを覚える。

　けれどもう、過去の証しよう拠こは必要ないと──目の前にいるエイミを見て、勇海は思う。

「……何か、不思議だ……きっとイサミは、私が《金炎》を出しちゃっても……そんな私が抱だき着いても、何ともない……唯一の人、なんだな。……あ、あう」

　かあっ、と俯うつむけた顔を紅潮させるエイミに、勇海も釣つられて恥はずかしくなる──が、エイミはすぐさま顔を上げ、勇海に詰きつ問もんしてきた。

「けど……さっき私に、力を返してくれた時。……何でほっぺたなんだ？　……キス」

「……ほあっ!?　そ、そうだよな……やっぱ嫌いやだったよな!?　いや、ついその場の勢いで……だよな、せめておでことか、手とかでも良かったよな……くっ、すまん！」

「むう。……やっぱりイサミ、こういう所は鈍どん感かんだな……何かもうイサミのほうが、おじい様に似てる気がするぞ。……ん、んんっ。こほんっ……すうっ──」

　どうしたのか、エイミが急に息を吸い込み──中空を指差し、叫び声を上げる。

「──ああっ!?　お、おじい様……おじい様が、戻もどってきた!?」

「……えっ!?　何ですってっ……ま、まだ何か文句でもっ!?　……って、あらっ？」

　エイミが指差す方に咄とつ嗟さに振り向いたミリィ、だが──そこには、何もない。他の全員も《金竜王》の姿を捜さがし、勇海も首を傾かしげる──と、その瞬間。




「────ちゅっ♡」

「んぐっ？　……ん、え……───!?」




　何と、エイミの唇くちびるが──勇海の唇に、重ねられた。

　一瞬の出来事だ。完全に不意を突つかれ、勇海は目を白黒させ、何も言えないでいる。

　今日で三度目、それも最後はエイミから放った、渾こん身しんの口付け──そんな大だい胆たん行こう為いに及およんだ張本人は、頰ほおを赤らめ、緩ゆるませて。

「再会した、あの時とは違う──本当の、キスだっ。……うけとれっ♡」

「────！　…………っ」

　金色よりも輝かがやくエイミの笑顔に、完全にあてられ──勇海も顔を真っ赤にした。

　さて、ミリィが振り向き、エイミに声を掛けようとした。何も知らず──と思いきや。

「あの、エイミさん……《金竜王》様、いらっしゃいませんが、何を──」

「──エイミ、いさみにキス、かました。……ルゥ、確かに見たぞ」

「は。……はい？　……は……はいぃぃぃぃぃ!?」

　ルゥの暴ばく露ろに、ミリィが雄お叫たけびにも似た声を上げると──さすがにエイミも焦あせる。

「!?　る、ルゥ、な、なぜ見てたっ!?　おおおじい様が帰ってくるとか、一大事だろ!?」

「ルゥは孤高だから、見たいモノを見る。そしたら、見たくないモノを見た。許せん。いさみは皆、嫁にすると言った。……ルゥも、してもらう。いさみー、るぅー♪」

「いや俺、言ってないからね!?　ちょ、待っ──！」「──待ちなさーいっ!?」

「────!?」

　ルゥを制止しようとした勇海を抑おさえ、上がってくる声──しかしそれは、止める声ではない。抜け駆がけを許せない乙女おとめ達が、戦いの火ひ蓋ぶたを切って落とす声だ。
















「ちょっと勇海！　アンタねえっ……エイミだけ贔屓ひいきしてんじゃないわよ！」

「そ、そうですよぉ！　わたしだって……か、構ってほしいですぅ！」

　アンと来夢が迫せまりくる中、更さらに参戦してくるのは、ユニとカナ子。

「い、勇海殿、何という事を!?　許せんっ……！　くっ、ちづけろ！（キスの要求）」

「抱だきしめるのもイイけど～……キスも、あったかそうね～、うふふ～♪」

　おもちゃ箱をひっくり返したように、一気にてんやわんやになる。再度の嵐が迫り来る、そんな状じよう況きようで──放心状態だった勇海が、ようやく我に返ると。

「……はっ!?　ちょ、皆、落ち着いて……お、おおおっ!?　あ……オアァッ──!?」

　もはや抵てい抗こうもままならず、揉もみくちゃにされ──先行きの不安だけが鮮せん明めいになった。




　　　　■■■




《聖デミグリーン学園》の敷しき地ち内、居住区の奥まった場所にある、学園長の邸てい宅たくにて──ミリィが、絢けん爛らんな卓たくについていた家主に、この日起こった出来事の報告をする。

「──以上です。結果的に、勇海ちゃん……こほんっ。……結城勇海くんのおかげで、事態は解決しました。……我々が危き惧ぐしていた、最大の問題も」

　その問題とは、もちろん《金竜王》の事──ではなく、学園長が口にしたのは。

「そう、解決したのですね──エイミ＝ドラコ＝エクリシアさんの──問題は」

「──はい。……彼女の抱かかえる〝問題〟は、取り払われました。彼のおかげで」

「そう。それは……何よりです。……ミリィさん、エイミさんの……いえ、彼女達の力を、実際に目まの当たりにして……あなたは、どう思いましたか？」

「！　……はい、それは……想像を、絶するものでした。確かに、世界を滅ほろぼしかねません。彼女達の抱える──〝真実の問題〟は」

　神しん妙みような顔で呟つぶやいたミリィに、学園長は小さく頷うなずく。そして、ミリィの母でもある彼女は、厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きは崩くずさぬまま、改めて確かく認にんするように、〝真実〟を口にする。

「人間と魔物──二つの種族が交わり、誕生した《亜人》。けれど彼女達は、不思議と通常の魔物より、遥はるかに大きな力を秘ひめて生まれる。そんな彼女達が、己おのれの抱える〝問題〟を受け入れられず──否定し、全すべてに絶望し、心が闇やみに染まった──その時」

　卓に着いたままの学園長が──娘たるミリィでさえ、焦る姿を一度として見た事もない、そんな彼女が──焦しよう燥そう感を含んだ眼まな差ざしと共に、言い放つ。




「人間も、魔物も、《亜人》も──世界の全てを滅ぼさんとする、《魔王》となる──そう、すなわち──《魔王症しよう候こう群ぐん》の存在こそ、真実の問題──」




　そう言い放った学園長の言葉に、冗じよう談だんの色は一いつ切さい窺えない。更に彼女は付け加えるように、今しがた挙がった問題の対象となる〝問題児〟の名を口にする。

「──アン＝デッドレイズ＝ミリアード、来くる栖す来夢、一角ユニ、狼牙ルゥ、鬼怒川カナ子、ミミ＝キラー＝ラ・ビッチ──今現在、確定しているだけでも、これだけの候補がいます。私達は、この平和になった世界の調停者として……この事態を放置できません」

　もし、いざという時は──その瞳ひとみに悲ひ壮そうな決意を宿しかけた学園長だが、ミリィはそれを察しながらも、否定するように言葉を紡つむいだ。

「けれど──エイミさんの〝問題〟は、取り払われました。私達も予測しなかった……結城勇海くんの、力のおかげで」

「！　ええ、その通り……彼の力は、かつての《救世主》様とも、決定的に違ちがう。吸収した力を、己の内に融ゆう合ごうさせる……その力が一体何なのか、私にもわかりません。……もしかすると、あるいは……彼の力こそが、本当に危険で──」

　言いかけた学園長に──ミリィは微笑ほほえみ、けれどハッキリと断言した。

「大丈夫です──結城くんなら、いいえ、勇海ちゃんなら──絶対に、大丈夫です」

「！　…………」

「危険は、ありません。……いいえ、仮にその力が、危険なものだったとしても……それを持つのが勇海ちゃんなら、問題はありません。だって……」

　一度目を閉じ、一つ頷いたミリィが──刮かつ目もくし、迷いのない眼差しと共に言い放つ。

「私は、勇海ちゃんの事を──信じていますからっ♪」

「……ミリィ」

「それにっ。私だって全力で勇海ちゃんをサポートしますからねっ。だから……大丈夫なんです。勇海ちゃんを信じる、そんな娘むすめを……信じてくださいっ！」

「……ふふっ、誰だれに似たのだか……娘にそこまで言われては、仕方ありませんね」

　薄うっすらと微笑を浮うかべた学園長が、直後には居住まいを正して口を開いた。

「とはいえ、不確定な要素はいくらでもあります。なかなか学園に顔を出さない、あるいはまだ学園に合流していない、そんな〝問題児〟もいるのですから。万ばん全ぜんを期し、その上で、彼女達を正しい方向に導かねばなりません。気を抜いては……いけませんよ？」

「！　はいっ……ミリィ＝エルフレア、勇海ちゃんと一いつ緒しよに──がんばりますっ！」

　ミリィが元気一いつ杯ぱいに言い放つと、学園長は粛しゆく々しゆくと頷いて返す。

　問題の全てが、解決した訳ではない。むしろ問題は、まだまだ山積みだ。それも、その一つ一つが、世界の命運を左右しかねない、大きな問題。

　けれど、一つは確実に乗り越こえた──それは、紛まぎれもない事実だ。

　これから先、何が起こるかなど、誰にも分からない。けれど、絶望ばかりではない。

　前ぜん途とは多難──それでも、希望は確かに、ここにある。

　結城勇海──その希望を中心に、全てはもう、始まっているのだ──

















エピローグ









　早朝の教室内、ホームルーム前のざわめきの中、勇いさ海みは呆ぼう然ぜんとして呟いた。

「竜りゆうの逆げき鱗りんは──虫歯みたいなもの？　……な、なんだそれ……？」

　見るからに脱だつ力りよくする勇海に、ミリィは大真ま面じ目めに説明してくる。

「他にも譬たとえるなら、巻き爪づめ、ささくれ、親知らず……本来、生えるべきではない場所や方向に生え、痛みや違い和わ感が生じてしまうという症しよう状じようも似ています。実は以前、麻ま酔すいを施ほどこして摘てき出しゆつし、一日休養して魔ま力りよくを快復させる、正しい施せ術じゆつを勧すすめていたのですが……《金きん竜りゆう》の誇ほこりがどうとかで断固拒きよ否ひされて。……今思えば、怖こわかっただけかもですね」

「そんなトコも虫歯っぽい！　……い、いや、けど！　そんなのがどんな怪け我がでも癒いやすような薬になるなんて、やっぱおかしくないか!?」

「あ、それはほら……虫歯や巻き爪って、痛いし気になるじゃないですか？　ストレスの原因に魔力が集中して、思いがけない物ができてしまう……という事ではないかと」

「そ、それは……そういうモン、なのか？　……いや、つまりあの時の俺、虫歯みたいなもんを飲まされたワケ!?　何かもう、色んなロマンが台無しなんですけど!?」

〝竜の逆鱗に触ふれるな〟も、言い換かえれば〝虫歯に触さわったら、竜さん激おこ〟である。なるほど、確かに台無し感は凄すさまじいが、ミリィは容よう赦しやなく事実を突き付けてきた。

「ですが、ほら──ストレスの元だった逆鱗を失ったおかげか、エイミさんにも変化があったじゃないですかっ。それが何よりの証しよう拠こですよっ」

「！　あ、ああ……そうだな。今でもちょっと、信じられないっつーか……その」

　ミリィが微笑み、勇海が微び妙みような表情を作る中──エイミは教室の中心にいて。

「皆みんな──この前は助けに来てくれて、ありがとう。……迷めい惑わくかけて、本当に悪かった」

「え……え、ええ……おお……うう……？」

「──もはや別人じゃね!?　あれホントにエイミか!?　アンが戸と惑まどい過ぎて、もうまともに言葉も発せてないぞ!?」

　勇海が立て続けにツッコむ通り、心境の変化というレベルではない変へん貌ぼうぶりだ。ミリィも頷きつつ、軽く懸け念ねんを口にする。

「けど、確かに……何だか少し、大人しすぎるというか……不自然な気がしますね？　まるで、何かを……企たくらんでいるかのよう、といいますか」

「ちょ……おいおい、不安になるようなコト言うなって……そ、そんなワケ」




　ないだろ──と言いつつ、勇海がエイミを見つめた、その時。

「「………あっ」」

　思いがけず二人の視線が交こう錯さくし、沈ちん黙もくするも──次の瞬しゆん間かん、エイミは。

「───えへっ♪」

「!?　……え、エイミ？」

　ぱちんっ、とウインクし、微笑みかけてくる──金色に輝かがやく美少女ドラゴンの強きよう烈れつな不意打ちに、勇海が思わず惚ほうけていると、ミリィが不意に疑問を呟いた。

「うーん……一体、何を考えてるんでしょうね？　……ん？　あの、勇海ちゃん？」

「……はっ!?　お、おお、そうだなっ!?　な……何なんだろうなぁっ!?」

　疑問顔で首を傾かしげるミリィに、勇海も慌あわてて同調するが──二人にも、エイミの秘めた思おも惑わくなど、推し測れるはずがなかった。




　　　　■■■




「ただいまー、っと。……ふう」

　居住区にある自分の寮りように帰った勇海が、一人暮らしは承知の上で帰宅の挨あい拶さつをする。玄げん関かん先さきで靴くつを脱ぬぎながら、改めてエイミの事を考える。

（エイミ……今日は何度か微笑みかけられたものの、直接的な接せつ触しよくはほとんどなかったな……なんか、不自然なくらいに。ミリィの言う通り、何か考えてるのか？）

　少し前のように、避さけられている──訳ではなく、焦じらされているかのようだ。

　一体どうしたんだろう、と勇海が首を傾げた──その時。

（!?　今、風ふ呂ろ場ばの方から物音が……っ!?　ま、まさか……空き巣か!?）

　勇海の緊きん張ちようが、一気に高まる。身構え、忍しのび足で、音を立てぬよう廊ろう下かを進み、風呂の脱だつ衣い所に続く扉とびらを、勢いよく開け放つと──！

「だ──誰だっ!?　人の家で、一体ナニを……えっ」

「えっ？　あっ、い……イサミっ!?」

　これ以上ないほどの奇き声せいを発した勇海が見たのは──エイミ、間ま違ちがいなくエイミだ。ただし風呂上がり直後で、バスタオル一丁のあられもない姿である。

「えっ──えええエイミ!?　ご、ごめん、悪かった!?　すぐ出るからっ──」

　なぜ彼女がここにいるのか、そんな当然の疑問も吹ふっ飛とんでしまうエンカウント──だが、誇こ張ちようなしに輝く艶あで姿すがたを晒さらしているエイミが、脱衣所を飛び出そうとする勇海に向け、続いて取った行動とは。

「い……い、いっ──イサミーっ♪　もーっ遅おそかったじゃないかっ、待ってたぞっ♪」

「え──い、イヤァァァ!?　エイミ、ナニしてんの!?」

　悲鳴を上げるかと思いきや、悲鳴を上げたのは勇海のほうだった。何せスタイル抜ばつ群ぐんの美少女ドラゴンが、タオル一枚のほぼ全ぜん裸らで抱だき着いてきたのだから。その豊ほう潤じゆんな柔やわらかさを押し付けられ、抵てい抗こうも儚はかなくなる勇海に──突とつ然ぜん、幼おさな馴な染じみの声が聞こえてくる。

『勇海ちゃん……勇海ちゃーんっ……』

「ふ、ふごごっ……お？　……はっ!?　まさかミリィ、またワープでっ──!?」

　その通り──現れた魔ま法ほう陣じんの中から、ノックも忘れるほど慌てたミリィが飛び出し、

「──勇海ちゃん!?　え、エイミさんがどこへ行ったか、ご存じないですかっ!?　りょ、寮の荷物も綺き麗れいさっぱりなくなって、行方ゆくえ不明に……まさか、家出──えっ」

　ミリィが捜さがしている張本人は──目の前にいた。ただし、タオル一枚のあられもない姿で。呆然とするミリィに、対するエイミは平然として答える。

「安心しろ、生徒会長──家出なんかじゃない。私の荷物は、二階の一室に運び込んでもらった。……そう、なぜなら、私も今日から──」

　腰こしに手を当て、胸を張り──半はん裸らのエイミが、堂々と言い放った。

「私も、イサミの《亜人ちゃん救世委員》を──手伝うのだからなっ！」

「へ。……はっ!?　え、エイミさん、それは……本気ですか!?」

「当然だ。イサミの良き嫁よめとして、ダンナを支えるのは当然だし……イサミに救われた、許嫁いいなずけの一人として──他の皆も同じように、救ってやるのも悪くない。イサミとなら、な」

「え？　許嫁の一人、って……えっ!?　そ、それって、まさか──!?」

　ハーレム──まさか本気なのか、と慌てたミリィが、エイミに問いかける。

「ちょ、ちょっ……エイミさん、本気ですか!?　勇海ちゃんが他の子といるだけで、あんなに嫉しつ妬としてたのに……は、はーれむ。……なんて、許せるんですかっ!?」

「……まあ、確かに……嫉妬しちゃうのは、仕方ない。私だってイサミに構ってほしいしな。けど……イサミに救われて、私は……思い直した」

　エイミの表情には、後ろめたさは微み塵じんもなく──ただ堂々と、真実の心を晒す。

「イサミが、皆を救いたいと思うのと──そんなイサミの事を、私が大好きのは──仕方がない。だから、私は──イサミが望むように、するだけだ」

「！　……エイミさん……」

　そこまで言われると、ミリィも反論できなくなる。言い切ったエイミはといえば、くるり、周囲を眺ながめながら呟つぶやいた。

「それに、せっかくの広い家だし──私が住むくらい、問題ないだろう？　……だから、イサミ。………ふふっ」

　紅ぐ蓮れんの瞳ひとみを向け、じっ、と見つめてきたエイミが──鈴すずを転がすような声音を放ち、

「私の事も、皆の事も──一生かけて──救って、ねっ♡」

「────！」

　そんな事を言われてしまえば──勇海が無下にできるはずもなく。

「っ。……ああ、もうっ……分かったよ！　皆を、救えるならっ……《救世主》とは違ちがう、俺なりのやり方で──皆を救ってやるっ！　……覚かく悟ごしとけよっ!?」

「！　うん……うんっ！　ふふっ……えへへっ、イーサミッ♪」

　勇海の選せん択たくが、ハーレムなどというものが、本当に皆を救えるかなど──勇海にも、きっと問題児たる彼女たち自身にも、分からないだろう。

　けれど、少なくとも──確かに勇海に救われた、目の前にいる彼女は。

「私はイサミの事、ぜーったい……逃にがさないからなっ♡」

　金色の美少女ドラゴン、エイミは──幸せそうに、微笑ほほえむのだった。








あとがき









　はじめまして、あるいはお久しぶりです。初はつ美み陽よう一いちです。

　ついに始めさせて頂きました、念願の新シリーズ！

　まずは本書を手に取ってくださった読者の皆みな様さまに、多大なる感謝をお伝え致いたします。

　前作『ライジン×ライジン』の時から相も変わらず、ひたすら感謝するばかりの不ふ肖しようの身……「まるで成長していない……」と呆あきれて頂いて構わないのデスヨ……！




　相変わらずといえば、本作『ドラゴン嫁よめはかまってほしい』は──はい、《亜人ちゃん》に対する初美のフェティシズム精神から誕生した作品となっております。

　強く気高くエラソーなドラゴン娘むすめちゃんが、自分にだけは見せるデレ顔……もうね、燃やされてもイイですね。愛という名の炎ほのおで焼き尽つくしてパッション！（？）

　もちろん《亜人ちゃん》といえば、ドラゴン娘だけではありません。

　耳の長い森ガール、エルフちゃんは幼おさな馴な染じみ。色々とすぐに取れちゃう（意味深）ゾンビっ子、思わず飛び込んで泳いでみたくなるスライム娘のチャプチャプ感。

　狼おおかみ少女の顔を埋うずめたくなるモッフモフの毛並、処女厨ちゆうすぎて逆に卑ひ猥わいなユニコーン娘、母性に溢あふれるスタイル抜ばつ群ぐんの鬼おにっ子ちゃん、クール＆ミステリアスな兎うさ耳みみ娘。

　本作には多種多様、ありとあらゆるフェティシズムに溢れたヒロイン達が登場します。そう、《亜人ちゃん》というジャンルはッ……フェチの桃とう源げん郷きようなんだァァァ！




　ほら、この通り……結局いつもの初美だよ！　フェティシズムの事しか考えてない、もうどうにも止まらないド変態だよ！　どうしてこんなになるまで放っておいたんだ！

　けれど皆様は、そんな本作を手に取ってくださった……つまり初美の仲間、いえソウルメイト、フェティシズムの共犯者と認定させて頂きます。あっ、逃にげられると思わないでくださいヨ！　もうブラザーですからね！　マイ・フェイバリットォォォ！（強引か）




　さて、そんなフェチ魂だましいの止まらない『ドラゴン嫁はかまってほしい』ですが、タイトルにもあるドラゴン嫁ちゃんを始め、〝問題児〟と呼ばれる多種多様な亜人ちゃん達が、悉ことごとく〝許嫁いいなずけ〟として登場します。何という淫いん靡び。まさに淫靡ジブル（？）。

　一巻の時点で、その数なんと八名……！　大変だったわよ、んもうッ！　思わずオカマ口調になっちゃうくらいに！　でもみんな可愛かわいいので、是ぜ非ひとも愛してあげて！

　だけど、これでもまだまだ氷山の一角。そう、〝問題児な許嫁〟は……まだまだ、たっくさん……いるんですよ……！

　ココだけの話……更さらに〝えげつねぇ〟フェティシズムを持ち合わせた亜人ちゃんも、これからズンドコ出てきますので……どうぞ、本作をご贔屓ひいきに……ウヒヒ……。




　しかし初美が、亜人ちゃん達をこんなにも「カワイイ、カワイイ」と言ってしまえるのは、ひとえにイラストレーターのSyroh様のおかげ。

　亜人系ヒロインちゃんの可愛らしいキャラデザを頂くたびに、素敵なイラストを賜たまわるたびに……初美の心しん魂こんは九万里の空を越こえ、極楽浄じよう土どの郷へと辿たどり着つき、三日三晩は意識不明となっておりました。あれ、初美、死んでね……？　成仏寸前じゃね……？

　フェティシズムの地じ縛ばく霊れいと呼ばれるのも吝やぶさかでない初美を、思わず成仏寸前まで追いやるSyroh様は、まさしくフェチ・ブースター。初美のフェチ魂を加速させる、最大の共犯者と（また勝手に）思っております。

　本当に、本当に、ありがとうございます……そしてこれからも、フェティシズムに溢れる可愛い亜人ちゃん達のイラストを、一つよろしくどうぞ……（ゲス顔）。




　もちろん、初美のフェティシズムのせいで最も迷めい惑わくをかけている担当Ｋさんを始めとし、多くの関係者様たちのおかげで、本作は刊行に至る事ができました。

　皆みんなの力があって、一つの世界が生まれる……こんなに嬉うれしい事は、他にはありません。

　そして、この世界を完成させるのは、本作を手に取ってくださった、読者の皆様。

『ドラゴン嫁はかまってほしい』──本作を、ほんの少しでも愛して頂ければ、恐きよう悦えつ至し極ごくの至りです。




　最後にもう一度、皆様への抑おさえきれない感謝を叫さけばせてくださいませ。

　本当に、本当に───ありがとうございます[image: ～][image: ～][image: ～]っ！

　まだ続いていく予定の本作、相変わらずフェティシズムを自重できる気はしませんが、どうか生温かい目で見守って頂ければ幸いです！





初美陽一










初美陽一

●はつみよういち



第23回ファンタジア大賞の大賞＋読者賞「ライジン×ライジン」にてデビューした、広島生まれの小心者。ありがたくも新シリーズ始動の運びとなり、以前のようなフェチは自重……と思いきや、フェチ魂は増す一方。こいよ……羞恥心なんて捨ててかかってこい！　モフモフな毛に顔を埋めたい……尻尾のある子はパンツとかどうしてるんだろう……年がら年中そんな事ばかり考えていた結果『亜人ちゃん』達の物語が誕生。微塵も自重しないフェティシズムにお付き合い頂ければ幸いです！
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カバーデザイン／伸童舎










ドラゴン嫁よめはかまってほしい








初はつ美み陽よう一いち
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